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本 報告 書 に つい て 


『Safe Cities Index 2019』( 世 界 の 都市 安全 性 指数 ラン キン グ ) は 、NEC 
に よる 協 替 の 下 で ザ ・ エ コノ ミス ト ・ イ ン テ リ ジェ ンス ・ ユ ニッ ト (The 
Economist Intelligence Unit = EIU) が 作成 し た 報告 書 で ある 。 本 報 
告 書 の 作成 に あたっ て は 、57 の 指標 を サイ バー セキ ュ リ ティ (Digital 
Security)、 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 (Health Security)、 イ ン フ ラ の 安全 
性 (Infrastructure Security) 、 個 人 の 安全 性 (Personal Security) と 
いう 4 つの カテ ゴリ ー に 分 け 、 世 界 60 都市 を 対象 と し た 分 析 が 行わ れ た 。 


同 指数 の 算出 ・ 構 築 は 、Vaibhav Sahgal と Divya Sharma Nag、 報 告 
書 の 執筆 は Paul Kiestra、 編 集 は 近藤 奈 香 と Chris Clague が 担当 し た 。 
報告 書 の 作成 に あたっ て は 、 広 範 な り サ ー チ と 専門 家 へ の 詳細 に わた る 
聞き 取り 調査 も 実施 し て いる 。 ご 協力 を いた だ いた 下記 の 専門 家 ( 姓 の 
アル ファ ベッ ト 順 に 記載 ) に は 、 こ の 場 を 借り て 感謝 の 意 を 表し た い : 


@ Urban Health Resource Centre ディ レク ター Siddharth Agarwal 


@ The Urban Think Tank Africa (TUTTA), Senegal 代表 理事 
Alioune Badiane 


@ 米国 外交 問題 評議 会 グロ ー バ ル ヘ ルス 統括 シニア ・ フ ェ ロ ー 
Thomas Bollyky 


@ スタ ン フ ォ ー ド 大 学 サイ バー・ リ サー チ ・ フ ェ ロ ー 
Gregory Falco 


@ パリ 副 市 長 Emmanuel Gregoire 
@ ロン ドン 警視 店 元 警視 総監 Lord Bernard Hogan-Howe 


@ 世界 銀行 社会 都市 農村 開発 ・ レ ジリ エン ス ・ グ ロー バル プラ クティ ス 
シニア ・ デ ィ レ クタ ー Ede jasz-Vasquez 


@ European and French Forums for Urban Security 
エグ ゼクティ ブ ・ デ ィ レ クタ ー Elizabeth Johnston 


@ 東京 都 知事 小池 百合 子 
@ 香港 政府 CIO Victor Lam 


@ 国際 連合 人 間 居 住 計画 (UN-Habitat) リス ク 削 減 ユ ニッ ト 長 、 
都市 レヴ リエ ンス ・ プ ロフ ァ イ リ ング ・ プ ログ ラム 責任 者 Esteban Leon 


@ 横浜 国立 大 学 副 学 長 中 村 文彦 
@ ブル ッ キ ング ス 研 究 所 都市 イン フラ ・ イ ニシ ア チ ブ Adie Tomer 
@ イク レイ (ICLEI) 総長 Gino Van Begin 
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エグ ゼクティ ブ ・ サ マリ ー 

世界 の 人 口 に 占め る 都市 住民 の 割合 は 、 現 在 56% を 上 回 っ て いる 。 都 市 化 の 流れ は 予測 を 上 回 る ス 
ピー ド で 進行 し て お り 、2050 年 まで に 都市 部 人 口 は 689% に 達する 見 込み だ 。 特 に 新興 国 で は 都市 
化 が 無秩序 に 進む ケー ス も 多く 、 対 応 に 苦慮 する 自治 体 も 見 られ る 。 都 市 化 に 伴う 課題 へ の 対応 が 遅 
れれ ば 、 深 刻 な 問題 に つなが る 恐れ が ある 。 し か し 適切 な 対応 が 行わ れれ ば 、 新 興国 の 経済 成長 を 後 
押し し 、 世 界 全体 の 持続 可能 な 繁栄 実現 に 大 きく 貢献 する だ ろう 。 


し た が っ て 都市 マネ ジメント は 今後 、 人 類 の QoL (生活 の 質 ) 向上 に も 重要 な 影響 を 及ぼ す 。 特に 
住民 や 企業 、 訪 問 者 の 安全 性 を 確保 する 力 が 重要 な 鍵 を 握る だ ろう 。NEC に よる 協賛 の 下 、EIU が 
作成 し た Gate Cities Index (都市 の 安全 性 指数 = SCI) は 、 様 々 な イン プッ ト 指 標 と アウ ト プ ッ ト 
指標 を 使い 、 都 市 の 安全 性 を 詳細 に わた っ て 検証 ・ 評 価 し た 調査 で ある 。 


SCI で は 、 都 市 の 安全 性 が 持つ 様々 な 側面 に 焦点 を 当て る た め 、 サ イ バ ー セ キュ リティ 、 医 療 ・ 健 
康 環 境 、 イ ン フ ラ 、 個 人 と いう 4 つの カテ ゴリ ー に 分 け て 検証 を 行っ て いる 。 今回 作成 され た 2019 
年 版 の 調査 で は 、 都 市 の レジ リエ ンス * と いう 要因 を より 詳細 に 評価 する た め 、 指 数 算出 方 法 が 大 幅 
に 見 直さ れ た 。 過去 10 年 間 、 レ ジリ エン ス は 都市 の 安全 性 分 析 に 欠か せな い 要 因 と し て 注目 を 集め 
て いる 。 特に 気候 変動 を 懸念 する 政策 担当 者 の 間 で は 、 ま すま す 重 視 さ れる よう に な っ て いる 。 今回 
の 調査 で は 、 新 た に カテ ゴリ ー を 設け る の で は な く 、 関 連 性 の 高い 指標 ( 例 : 災害 リス ク の 情報 に 基 
づく プロ グラ ム 開 発 ) を 既存 4 カテ ゴリ ー の 中 に 加え る こと で レジ リエ ンス の 評価 を 行っ た 。 


* レ ジリ エン ス = 非常 事態 が も た ら す 影響 を 吸収 し 回 復 する 能 


2019 年 版 SCI の 主要 な 論点 は 以下 の 通り : 


@ 過去 2 回 に 引き 続き 、 東 京 が 総合 ラン キン グ 1 位 を 獲得 。 ア ジア ・ 太 平 洋 地域 の 6 都市 が トッ 
プ 10 に 選ば れ て いる が 、 都 市 の 安全 性 と 地理 的 位置 に 統計 的 な 関連 性 は な い 
2015 年 ・2017 年 版 SCI に 引き 続き 、 東 京 は 総合 ラン キン グ 1 位 を 獲得 し た 。 トップ 10 に 
選ば れ た 他 の アジ ア 都 市 は 、 シ ン ガ ポー ル (2 位 )・ 大 阪 (3 位 )・ シ ドニ ー (5 位 )・ ソ ウル 
(同率 8 位 )・ メ ル ボ ルン (10 位 ) だ 。 ヨ ー ロ ッ パ か ら は アム ステ ルダム (4 位 )・ コ ペン ハー 
ゲン (同率 8 位 )、 北 米 か ら は トロ ント (6 位 )・ ワ シン トン DC (7 位 ) が 選ば れ て いる 。 中 東 
の 都市 で 最高 順位 を 獲得 し た の は アブ ダビ (27 位 ) で 、 ド バイ (28 位 ) も 0.5 ポイ ント 以下 
の 差 で 続い て いる 。 一 方 アフ リカ の 都市 で 最も 順位 が 高かっ た の は ヨハ ネス ブル グ (44 位 ) だ 。 
た だ し 、 安 全 性 を 左右 する 指標 と 都市 の 地理 的 位置 に 大 き な 関 連 性 は な い 。 例 えば 、 東 京 ・ シ ン 
ガ ポ ー ル ・ 大 阪 の 3 都市 が 上 位 に 入っ た の は 、 多 く の 分 野 で 高い スコ ア を 獲得 し た た めで あり 、 
アジ ア と いう 地理 的 条件 と は 関係 が な い 。 


@ 基本 的 取り 組み は 都市 の 安全 性 に 重要 な 影響 を 及ぼ す 
トル スト イ は 、「 幸 福 な 家庭 は すべ て よく 似 た も の で ある が 、 不 幸 な 家庭 は 皆 そ れ ぞ れ に 不幸 で 
ある 」 と いう 有名 な 言葉 を 残し た が 、 今 回 の ラン キン グ 上 位 5 都市 は 4 つの カテ ゴリ ー (サイ バー 
セキ ュ リ ティ 、 医 療 ・ 健 康 環境 、 イ ン フ ラ 、 個 人 ) で 似 た よう な スコ ア 傾 向 を 示し て いる 。 各 カ 
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テ ゴ リ ー で 上 位 の 都市 は 、 ヘ ルス ケア サー ビス の 質 や サイ バー セキ ュ リ ティ 専門 チー ム の 設置 、 
警察 に よる コミ ュ ニ ティ レベ ル の 巡回 活動 、 災 害 時 の 事業 継続 計画 整備 な ど 、 基 本 的 取り 組み を 
積極 的 に 進め て いる 。 一 方 、 上 位 都市 の 間 で も 課題 と な る 分 野 は それ ぞ れ 違う 。 安 全 性 強化 の た 
め に は 、 ま す 基 本 的 取り 組み を 徹底 し た 上 で 、 固 有 の 課題 に 対応 する と いう アプ ロー チ が 有効 だ 。 


また 総合 ラン キン グ の 結果 か ら は 、 い くつ か の 興味 深い 傾向 が 見 て と れる : 


@ 都市 の 安全 性 に 関わ る 要因 に は 密接 な 相関 関係 が ある 

都市 の 安全 性 確保 に 向け た 活動 で は 、 分 野 に よっ て 関与 する ステ ー ク ホル ダー が 異な る こと も 
多い (例え ば ヘル スケ ア は 医療 機関 、 治 安 は 警察 な ど )。 し か し 今回 の 調査 で 明らか と な っ た の 
は 、 各 カ テ ゴ リ ー で 都市 が 獲得 する スコ ア が 、 それ ぞ れ 密接 に 関係 し て いる こと だ 。 つ まり 上 位 ・ 
中 位 ・ 下 位 い ずれ の ラン ク 領 域 で も 、 都 市 それ ぞ れ の スコ ア 水 準 は 非常 に 似通っ て いる (一 つの 
カテ ゴリ ー で 非常 に 高い スコ ア 、 別 の カテ ゴリ ー で 非常 に 低い スコ ア を 獲得 する と いう の で は な 
く )。 複数 の 専門 家 は 、 都 市 の 安全 性 に 影響 を 及ぼ す 要 因 の 相互 関連 性 を 指摘 し て いる が 、 こ の 
結果 は その 正 し さ を 証明 する も の だ 。 


都市 が サー ビス 体制 の 計画 ・ 整 備 を 行う 際 に は 、 こ の 点 に 留意 が 必要 だ ろう 。 例 えば テク ノロ ジー 
分 野 へ 投資 を 行え ば 、 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 も 向上 で きる 。 あ る い は サイ バー セキ ュ リ ティ 
対策 が 、 デ ジタル イン フラ の みな ら ず 他 分 野 の 安全 性 強化 に も つなが る な ど 、 一 つの 取り 組み が 
様々 な 領域 に メリ ッ ト を も た ら す こと も 多い の だ 。. 


⑯ ラン ク 上 位 で は 都市 の スコ ア 差 が 僅か だ が 、 ラ ンク 下位 で は 大 き な ス コア 差 が 見 られ る 
1 位 と 24 位 の 都市 の スコ ア 差 が わずか 10 ポイ ント だ っ た の に 対し 、25 位 と 最 下位 の 都市 に 
は 40 ポイ ント の 開き が 見 られ た 。 ス コア 差 の 大 小 に か か わら ず 、 都 市 の 順位 に 重要 な 意味 が 
ある こと は 言う まで も な い 。 し か し 安全 性 と いう 意味 で 、 上 位 都市 の 環境 に 類似 点 が 多い の は 
確か だ 。 


@ 都市 の 経済 力 と ラン キン グ 順 位 に は 相関 関係 が ある が 、 財 政 規 模 が も た ら す 制約 は 克服 可能 だ 
ラン キン グ の スコ ア と 各 都 市 住民 の 所 得 水準 に は 、 明 ら か な 相関 関係 が 見 られ た 。 質 の 高い イン 
フラ や 先進 的 医療 シス テム な ど 、 特 定 分 野 の 安全 性 強化 に は 大 規模 投資 が 必要 と な る こと が 理由 
の 一 つと し て 考え られ る 。 も うー つつ 興味 深い 点 は 、 都 市 の 経済 力 と 政策 的 取り 組み の 積極 性 に も 
関連 が 見 られ た こと だ 。 聞き 取り 調査 対象 者 の 1 人 は 、 サ ハラ 以 南 アフ リカ 地域 の 都市 が 直面 
する 最大 の 課題 と し て 、 効 果 的 プラ ン ニ ング と 管理 体制 の 欠如 を 挙げ て いる 。 し か し 集中 力 と 
忍耐 が あれ ば 、 比 較 的 低 コ スト で 実行 可能 な 取り 組み も ある 。 
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@ 透明 性 の レベ ル は 経済 力 と 同様 の 重要 性 を 持つ 
世界 銀行 の 汚職 の 抑制 指数 (Control of Corruption) に 基づく 各 都 市 の 透明 性 レベ ル と SCI 
ラン キン グ の 間 に は 、 経 済 力 と 同様 の 密接 な 関連 性 が 見 られ た 。 こ の 結果 は 必ず し も 両者 の 因果 
関係 を 示す も の で は な い 。 し か し 今回 実施 し た 聞き 取り 調査 で は 、 多 く の 専 門 家 が 透明 性 ・ 説 明 
責任 の 重要 性 を 指摘 し て いる 。 優 れ た ガバ ナン ス と 説明 責任 は 、 安 全 な 橋梁 の 建設 、 サ イ バ ー 
攻撃 発生 時 の 情報 共有 、 ス ステークホルダー 問 の 信頼 関係 構築 な ど 安 全 性 強化 の あら ゆる 面 で 不可 
欠 だ 。 


@ 透明 性 向上 と 都市 安全 性 へ の 新た な アプ ロー チ は レジ リエ ンス 強化 に 不可 欠 だ 
今回 行わ れ た レジ リエ ンス 関連 指標 の 分 析 で は 、 都 市 の 経済 力 が 広義 の 安全 性 だ け で な く 危 機 管 
理 体制 の 質 に も 影響 を 与え て いる こと が 判明 し た 。 こ れ は 決し て 驚く べき 結果 で は な い 。 例 えば 、 
先進 テク ノロ ジー を 備え た イン フラ を 整備 すれ ば 、 レ ジリ エン ス の 強化 に 大 き な 効 果 を も た ら す 
だ ろう 。 ま た 透明 性 と 説明 責任 は ここ で も 重要 な 要因 と な る 。 ガ バナ ンス の 質 の 低い 都市 が 高い 
レベ ル の レジ リエ ンス を 実現 する こと は 極め て 難し い 。 


レジ リエ ンス 強化 と いう 意味 で 、 あ ら ゆ る 都市 に 適用 可能 な アプ ロー チ は 存在 し な い 。 し か し 今 
回 の 調査 で は 、 危 機 対応 体制 の 構築 に 向け た 官民 ステ ー ク ホル ダー に よる 共同 計画 、 都 市 の 自然 
環境 を 防災 能力 の 強化 に 活用 する イン フラ 構築 の 新た な 考え 方 、 危 機 発生 時 の 連携 強化 に 向け た 
地域 の つなが り 促 進 な ど 、 様 々 な 具体 的 方 策 が 明らか と な っ た 。 
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合う 世界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


は じ め に : 都市 の 重要 性 が より 重要 性 を 増す 理由 
無秩序 な 都市 化 の 進行 が も た ら す 影響 


都市 安全 性 の 様々 な 側面 
Safe Cities Index 2019 
レジ リエ ンス 強化 の 重要 性 


都市 の 安全 性 ラン キン グ : 調査 結果 と 論点 
2019 年 版 SCI の 結果 
都市 運営 の リー ダー へ の イン タビ ュー : 東京 都 知事 小池 百合 子 氏 
安全 性 と いう 見 えな い 基 準 
新た な テク ノロ ジー と 非 デ ジタル 分 野 の 安全 性 
都市 の 安全 性 強化 の 鍵 
L 経済 力 の 重要 性 と 予期 せ ぬ 影響 
ii. 透明 性 向上 が も た ら す メリ ッ ト 
SCI の 最新 トレ ンド : 都市 の 安全 性 強化 と 長期 的 視野 
ワシ ント ン DC : 評価 方 法 の 変化 と 都市 の 実像 
都市 運営 の リー ダー へ の イン タビ ュー : 香港 政府 CIO Victor Lam 氏 


レジ リエ ンス の 重要 性 
直面 する 課題 
リス ク と 対応 体制 : 経済 力 と 透明 性 に 関す る 再考 
レジ リエ ンス 強化 に 向け た 鍵 
都市 運営 の リー ダー へ の イン タビ ュー : 
ロン ドン 警視 庁 元 警 視 総 監 Bernard Hogan-Howe 氏 


お わり に 
付録 
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は じ め に 
都市 の 安全 性 が より 重要 性 を 増す 理由 


無秩序 な 都市 化 の 進行 が も た ら す 影響 

国連 人 口 部 (UN Population Division) の デー タ に よる と 、 都 市 人 口 は 
10 数 年 前 に 世界 総 人 口 の 半数 を 超え た 。 そ し て この トレ ンド は 今 な お 加速 
し て いる 。 現在 、 全 体 の 569% を 占め る 都市 部 の 人 口 は 、2050 年 まで に 
68% へ 拡大 する 見 込み だ 。 


都市 の 役割 は 、 単 な る 居住 空間 に と ど ま ら な い 。 経済 活動 や ビジ ネス に 
と っ て 、 都 市 部 は 農村 部 より も 効率 的 に アウ ト プ ッ ト を 生み 出す こと が で 
きる 場所 で も ある 。 シ ンク タン ク New Climate Initiative の 推計 に よる と 、 
都市 部 が 世界 全体 の GDP に 占め る 割合 は 2015 年 時 点 で 85%。 一 方 で 、 
温室 効果 ガス の 排出 高 は 71 ~ 76% “。 つ まり 、 効 果 的 な 都市 化 の 推進 が 、 
人 類 の 将来 的 な クオ リティ ・ オ ブ ・ ラ イフ (QoL) を 決め て いく の だ 。 


この 考え 方 は 決し て 新しい も の で は な い 。 都 市 化 は 過去 数 十 年 、 地 域 に 
よっ て は 数 百年 に わた っ て 進行 し て きた 現象 だ 。 し か し 、 現 在 グ ロー バル 
規模 で 都市 が 直面 する 課題 は 、 長 い 歴 史 の 中 で も 特異 な も の と 言っ て よい 。 
米国 ブル ッ キ ング ス 研 究 所 (Brookings Institution) で 都市 イン フラ ・ 
イニ シア チ ブ を 統括 する Adie Tomer 氏 は 、「 都 市 が これ だ け の 規模 に 成 
長 し 、1500 万 人 以上 の 人 口 を 抱え る よう に な っ た の は 人 類 史 上 初め て の 
こと だ 」 と 指摘 する 。 


国連 に よる デー タ も 、 こ の 指摘 の 正 し さ を 裏付け て いる 。 例 えば 東京 
は 、2005 年 時 点 で 2000 万 人 以上 の 人 口 を 抱え る 唯一 の 都市 圏 だ っ た 。 
し か し 現在 その 数 は 9 都市 に 増え 、2030 年 まで に 14 都市 へ 増加 する 見 
込み だ 。 大 き な 課 題 と な っ て いる の は 、 こ うし た メガ シテ ィ の 存在 だ け で 
は な い 。 世界 最大 の 人 口 規模 を 誇る 30 都市 で は 、2020 ~ 25 年 に か け て 
の 人 口 増 が 4500 万 人 超 な の に 対し 、 よ り 数 の 多い 100 500 万 人 規模 
の 都市 で は 人 口 増 が 合計 1 億 人 近く に 達する 見 込み だ 。 世 界 各 国 の 地方 自 
治 体 で 構成 され る ネッ トワ ー ク イク レイ (ICLEI = Local Governments 
Tor Sustainability) の Gino Van Begin 氏 に よる と 、 こ れ ら の 都市 で 
「 エ ネル ギー・ 水 ・ 雇 用 ・ 教 育 ・ 食 料 ・ モ ビリ ティ ・ 住 居 (を 含む 全て の 必 
需 品 ) を あら ゆる 市 民 に 供給 する の は 決し て 容易 で な い 」 と いう 。 


! 各地 域 の 都市 人 口 と 特定 都市 の 人 口 に 関す る デー タ は 、 特に 記載 の な い 限 り 国連 人 口 部 の 『World Urbanisation Prospects』 2018 年 版 、 また は 同 デー 
タ に 基づく エコ ノミ スト ・ イ ン テ リ ジェ ンス ・ ユ ニッ ト (EIU) の 推計 に よる も の と する 。 


2 Seizing the Opportunity, 2015. 
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だ が これ は 、 都 市 が 直面 する 課題 の 一 つ に 
すぎ な い 。 無秩序 か つ 不 均衡 な 成長 も 大 き な 
問題 だ 。 


先進 国 で は 都市 部 へ の 人 ロロ シフ ト が ほぼ 完了 
し て いる 。 オ セア ニア 、 北 ・ 西 ヨー ロッ パ 、 米 
国 、 カ ナダ な どの 地域 で は 、 都 市 部 人 口 の 割合 
が すでに 全体 の 80% 以 上 に 達し て お り 、 今後 
10 年 間 は 横ばい 状態 (1 ~ 2% 程 度 の 増加 ) が 
続く 見 込み だ 。 東京 ・ 大 阪 を は じ め と する 日 本 
の 都市 で は 、 外 国人 の 流入 が 少な く 、 出 生 率 が 
低迷 し て いる こと も あり 、 人 口 の 減少 が 見 込ま 
れ て いる 。 し か し 比較 的 安全 性 が 高く 治安 も 良 
好 な 日 本 より も 深刻 な 問題 を 抱え る 国 は 少な く 


な い 。 


21 世紀 初頭 に 都市 化 の 流れ が 最も 顕著 に 見 ら 
れ た の は 、 世 界 30 大 都市 の うち 25 を 占め る 
新興 国 だ 。 特 に 急増 する メガ シテ ィ は 、 歴 史 
的 に 見 て も 異例 の スピ ー ド で 成長 を 遂げ て い 
る 。 米国 外交 問 題 評 議会 (Council on Foreign 
Relations) の グロ ー バ ル ヘ ルス 統括 シニア ・ 
フェ ロー Thomas Bollyky 氏 に よる と 、 ロ ンド 
ン ・ ニ ュー ヨー ク が 歴史 上 最も 急速 に 拡大 し た 
時 期 の 人 口 増 は それ ぞ れ 年 平均 10 万 人 ・22 万 
人 程度 。 一 方 、 ダ ッ カ (バン グラ デシ ュ )・ ニ ュー 


デリ ー (イン ド ) に お ける 過去 10 年 間 の 人 口 
増 は 、 年 間 約 45 万 人 ・61 万 人 に 達し て いる と 


Se 
いつ 。 


今後 1 0 年 間 で 最も 急速 に 都市 化 が 進む の は 、 
中 国 (年 間 1.4%)・ イ ンド (1.49%%)・ サ ハラ 以 
南ア フリ カ (1.2%) と いっ た 国 ・ 地 域 だ 。 元 の 
数 値 ベ ー ス が 高い ほど 増加 が 目立つ こと も あり 、 
都市 人 口 が すでに 半数 を 超え て いる 中 国 で は そ 
の 傾向 が 顕著 だ 。 同国 に お ける 今後 1 0 年間 の 
都市 人 口 増加 数 は 、 合 計 1 億 4300 万 人 ( 総 人 
口 の 13%) に も 上 る 。 


この 成長 ペー ス は 人 口 統計 専門 家 の 予 測 を 上 
回 る も の だ 。 例 えば 国連 人 口 部 は 、2020 ~ 30 
年 の 都市 人 口 増加 予測 を 2014 年 ・2018 年 に 
発表 し た が 、 後 者 の 推計 で は 中 国 ・ イ ンド ・ サ 
ハラ 以 南 アフ リカ の 予測 値 に つい て 10 ~ 15% 
の 上 方 修正 が 行わ れ て いる 。 


この 修正 が 意味 する の は 、 対 象 国 ・ 地 域内 都 
市 が 直面 する 問題 の 深刻 化 だ 。 例 えば ニュ ー デ 
リー の 都市 計画 担当 者 は 、2014 年 時 点 で 670 
万 人 の 人 口 増 に 備え る 必要 が あっ た 。 し か し 
2020 ~ 30 年 の 予測 値 は 、 現 在 870 万 人 まで 
膨れ 上 が っ て いる 。 


に = 
SS) 
都市 住民 の 増加 数 2020 - 2030 年 都市 住民 の 増加 数 2020 - 2030 年 
(2014 年 時 点 の 予測 値 [単位 :1000 人 ]) (2018 年 時 点 の 予測 値 [単位 :1000 人 ]) 
中 国 124.498 142.771 
イン ド (MEA 124.243 
サハ ラ 以 南ア フリ カ 185.942 207,495 


3 詳細 に つい て は 次 の 資料 も 参照 :Thomas Bollyky, Plagues and the Paradox of Progress: Why the World is 


Getting Healthier in Worrisome Ways, 2018. 
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急速 に 拡大 する 新興 国 の 都市 で は 、 新 た に 流 
入 する 住民 の 多く が 困難 な 状況 に 直面 し て い 
る 。 イ ンド を 拠点 と する NGO Urban Health 
Resource Centre の ディ レク ター Sidgharth 
Agarwal 氏 は 、「 新 興 都市 で は 、 低 賃金 労働 者 
の 人 口 が 最も 急速 に 拡大 する こと が 多い 。 き ら 
びやかな お 都市 生活 を 影 で 支え る 彼ら の 存在 無く 
し て は 、 イ ン フ ラ や サー ビス が 成り 立た な いか 
ら だ 。 都 市 の 成長 に は 低 所 得 層 が 欠か せな いこ 
と も あり 、 こ の セグ メン ト の 人 口 は 最も 大 幅 に 
増加 する こと が 多い 」 と 指摘 する 。 例 えば 中 国 
で は 、 登 録 居住 地 以 外 の 都市 で 暮らす 不法 滞在 
者 の 数 が 2 億 4000 万 人 と 、 総 人 口 の 6 分 の 1 
以上 に 達し て いる 。 医 療 な どの 地域 サー ビス 
は お ろか 、 居 住 許可 で さえ 持た な い "浮動 人 口 " 
は 、 低 賃金 労働 と 劣悪 な 社会 ・ 居 住 環境 を 強い 
られ る こと が 少な く な い "。 同 国 都市 の 不法 占 
拠 地区 住民 の 多く は こう し た 低 所 得 層 だ 。 世 界 
第 2 位 の 人 口 規模 を 誇る ニュ ー デ リー (イン 
ド ) で は 不法 占拠 地区 住民 の 割合 が 49%、 ラ ゴ 
ス (ナイ ジェ リア ) で は 50% 以 上 を 占め る な ど 、 
さら に 深刻 な 状況 が 見 られ る 国 も ある 。 


た だ し 都市 化 の 進行 その も の が 、 全 人 類 を 
ディ ケン ズ の 小説 に 出 て くる よう な 困窮 に 陥れ 
る わけ で は な い 。 新 興国 の 都市 で 無秩序 な 人 口 
増加 が 加速 すれ ば 、 状 況 の 深刻 化 は 避け られ な 
い だ ろ う 。 し か し 、 よ り 楽 観 的 な シナ リオ も 存 
在 す る 。 そ し て 今回 聞き 取り 調査 の 対象 と な っ 
た 専門 家 の 多 く が 強調 する の は 後者 の 重要 性 
だ 。 セ ネガ ル に 拠点 を 置く シン クタ ンク Urban 
Think Tank Africa (TUTTA) の 代表 理事 
Alioune Badiane 氏 は 、「 数 年 前 まで アフ リカ 
で は 、 都 市 化 が ネガ ティ ブ な も の と し て 受け 止 
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め ら れ て いた 。 し か し 現在 で は 、 急 速 な 経済 成 
長 実現 に 不可 欠 な 要因 と 考え られ て いる 」 と 
語る 。 基 本 的 サー ビス の 供給 体制 は 依然 と し て 
問題 を 抱え て いる が 、 状 況 は 明らか に 改善 し つ 
つ あ る と いう 。「 日 を 追う ご と に 状況 は 良く な っ 
て お り 、 都 市 化 の 進行 が 成長 を 後押し し て いる 」 
と 同氏 は 指摘 する 。Bollyky 氏 も 都市 化 が 持つ 
プラ ス の 側面 を 強調 する 専門 家 の 1 人 だ 。「 こ 
れ ま で の 歴史 上 、 都 市 化 を 経験 せ ず に 先進 国 と 
な っ た 国 は 存在 し な い 。 数 々 の 課題 が 伴う こ 
は 事実 だ が 、 都 市 化 と いう 現象 その も の を 否定 
的 に 捉え る べき で は な い 」 と 同氏 は 語る 。 


専門 家 た ち は 根 拠 も な く プ ラス の 側面 を 強 詩 
し て いる わけ で は な い 。 あ る 意味 で は 、 メ ガ 
シテ ィ が 史上 空前 の スピ ー ド で 成長 し て いる と 
いう こと 自体 が 明る い 材 料 と 言え る 。 例 えば 、 
死亡 率 が 出生 率 を 上 回 る た め に 人 口 の 自然 増 
加 が 困難 だ っ た 19 世紀 の ヨー ロッ パ ・ 米 国 で 、 
都市 人 口 拡大 を 後押し し た の は 移住 者 の 流入 だ 。 
現代 の 新興 国 都市 で も 大 規模 な 移住 者 の 流入 は 
見 られ る が 、 人 口 拡大 の 多く は 出生 率 の 増加 に 
よる も の だ "。 


都市 化 の 進行 は 、 先 進 国 の 成長 を 牽引 し て 
きた 。 そ し て 今 、 新 興国 の 未来 に 大 き な 影響 を 
与え つつ ある 。 こ の 流れ が 都市 、 ひ いて は 人 類 
全体 に プラ ス を も た ら す の か 、 マ イナ ス と な る 
の か は 今 の と ころ る 定か で な い 。 そ の 鍵 を 握る 
の は 、 各 都市 の 自治 体 ・ 住 民 が 世界 共通 の 課題 
や 固有 の 問題 に いか に 対応 する か だ 。 本 報告 書 
で は 、 都 市 管理 に お いて 最も 重要 な 側面 の 一 つ 、 
安全 性 に つい て 検証 する 。 


Floating Population,” Table 2-3, China Statistical Yearbook, 2018. 

5 Zai Lang 他 “Changing Patterns of the Floating Population in China during 2000-2010,′ Population Development Review, 2014. 

6 Remi Jedwab 他 “Demography, Urbanization and Development: Rural Push, Urban Pull and.…Urban Push?” World Bank Policy 
Research Working Papers, No. 7333, 2015. 
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Safe Cities Index 2019 

『Safe Cities Index 2019』 (世界 の 都市 安全 性 
指数 ラン キン グ = SCI) は 、NEC に よる 協賛 の 
下 で ザ ・ エ コノ ミス ト ・ イ ン テ リ ジェ ンス ・ ユ 
ニッ ト (The Economist Intelligence Unit = 
EIU) が 定期 的 に 作成 する 報告 書 で ある 。 今 回 
で 第 3 回 目 と な る 2019 年 版 で は 、 世 界 の 主要 
60 都市 を 対象 と し て 相対 的 強み ・ 課 題 を 評価 し 、 
指数 ラン キン グ と いう 形 で まとめ て いる 。 


世界 各国 の 都市 に と っ て 、 安 全 性 は ます ます 

重要 な テー マ と な りつ つ あ る 。 だ が そもそも 、 
“都市 の 安全 性 " と は 具体 的 に 何 を 意味 する の だ 
ろう か ? TUITTA の Badiane 氏 は 、 そ の 大 ま か 
な 目安 と し て 「 夜 に 一 人 歩き する 女性 を よく 見 
か ける か どう か 」 と いう 基準 を 引き 合い に 出し 
て いる 。 同氏 の 見 解 は 、 暴 力 事件 の 可能 性 と い 
う 意味 で 、 個 人 の 安全 性 の 本 質 的 な 部 分 を 言い 
当て て いる 。 し か し さら に 深く 検証 し て いく と 、 
この 考え 方 が 内 包 す る 様々 な 問題 が 浮き 彫り に 
な る 。 例 えば 、 夜 間 に 安 全 な 一 人 歩き を する た 
め に は 、 自 動車 に 軟 か れず に 歩け る 道 や 、 不 審 
者 を 抑止 し 足元 を 明る く 照 ら す 街灯 な ど 、 一 定 
の イン フラ が 必要 だ ろう 。 ま た 大 気 汚染 が 深刻 
で 、 ウ ォ ー キ ング の 健康 効果 が 知ら れ て いな け 
れ ば 、 街 を 歩く 人 は 大 幅 に 減る 可能 性 が ある 。 
さら に 言え ば 、 歩 く 女性 の 財布 に コン タク トレ 
ス で チャ ー ジ 可能 な デビ ッ ト カ ー ド が 入っ て お 
り 、 す れ 違 っ た 別 の 歩行 者 が 携帯 型 読み 取 り 機 
を 持っ て いる 場合 、 必 ず し も 安全 な 状況 と は 言 
えな い だ ろ う 。 


こと の よう に 、 一 見 する と 定義 が 容易 な "安全 
性 " と いう 言葉 に は 様々 な 側面 が ある 。SCI が 
57 に 及ぶ 指標 や 複数 デー タ ポ イン ト の 合算 値 を 
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用 いて いる の は その た め だ 。 例 えば 環境 政策 と 
いう 指標 で は 、 自 治 体 レベ ル の 環境 部 門 の 有無 
や その 権限 。 あ る い は 自治 体 に よる 環境 評価 の 
実施 や その 対象 範囲 、 結 果 の 情報 公開 レベ ル と 
いっ た 項目 を 検証 し て いる 。 ま た 汚職 の 墓 延 度 
や イン ター ネッ ト へ の アク セス 状況 と いっ た 要 
因 も 分 析 す る こと で 、 評 価 範囲 と 詳細 度 の バラ 
ンス を 高い レベ ル で 実現 し て いる 。 


57 の 指標 は 、 個 人 の 安全 性 、 イ ン フ ラ の 安全 
性 、 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 、 サ イ バ ー セ キュ 
リティ と いう 4 つの カテ ゴリ ー に 分 類 さ れ て 
いる 。 ま た 各 カ テ ゴ リ ー の 指標 は 、 特 定 分 野 の 
安全 性 に 関連 する 政策 や 担当 部 署 の 有無 な どの 
イン プッ ト 指標 、 そ し て 大 気 汚染 レベ ル や 犯罪 
発生 率 な どの アウ ト プ ッ ト 指 標 に グル ー プ 分 け 
され て いる 。 


わか りや すく 言え ば 、 ア ウト プッ ト 指 標 は 現 
時 点 で の 都市 の 安全 性 、 イ ンプ ッ ト 指 標 は 安全 
性 強化 に 向け て 適切 な 取り 組み が 行わ れ て いる 
か どう か を 評価 し て いる 。 両者 は 共に 、 都 市 の 
安全 性 の 現状 を 理解 する 上 で 不可 欠 だ 。 例 えば 
政策 は 、 将 来 的 な 安全 性 向上 だ け で な く 、 現 状 
の 安全 レベ ル 維 持 に も 重要 な 役割 を 果たす だ る ろ 
う 。 香港 政府 CIO の Victor Lam 氏 は 都市 の 
サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、「 誰 も が 自分 
た ちの 対策 は 万 全 だ と 思っ て いる が 、 何 が 起こ 
る か 正確 に 予測 する の は 不可 能 だ 。 サ イ バ ー 攻 
撃 は 毎日 の よう に 発生 し て お り 、 誰 が その 対象 
と な っ て も お か し く な い 。 不測 の 事態 へ 迅速 に 
対応 する 体制 を 整え て お く こ と が 非常 に 重要 
だ 」 と 語る 。 同氏 の 指摘 の 正 し さ を 示す よう に 、 
今回 の 調査 で は 都市 の 安全 性 の 現状 (アウ ト 


7 指標 に 関す る 詳細 や 、 利用 デ 
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タ の 制限 を 含む 留意 点 な ど に つい て は 付録 ペー ジ を 参照 。 
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に 1 の 40 に に ゴ な 時 = リピ ゴー リル る に 


サイ バー セキ ュ リ ティ アウ ト プ ッ ト 

イン プッ ト 自然 災害 に よる 死亡 者 数 
。 プラ イバシー ポリ シー 交通 事故 死亡 者 数 

。 サイ バー 春 威 へ の 住民 の 意識 不法 占拠 地区 住民 の 割合 


e 官民 パー トナ ー シ ッ プ 
e 導入 テク ノロ ジー の レベ ル 
。 サイ バー セキ ュ リ ティ 専門 チー ム 


アウ ト プ ッ ト 

・ ロー カル 環境 の マル ウェ ア 田 威 
e パソ コン の ウィ ルス 感染 率 

e イン ター ネッ ト ・ ア クセ ス 率 


医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 

イン プッ ト 

・ 環境 政策 

。 ヘル スケ アサ ービス へ の アク セス 
・ 人 口 1000 人 あたり の 病床 数 

・ 人 口 1000 人 あたり の 医師 数 

・ 安全 で 良質 な 食品 へ の アク セス 
・ ヘル スケ アサ ービス の 質 


アウ ト プ ッ ト 

・ 大 気 の 質 (PM2.5 の レベ ル ) 

・ 水質 

・ 平均 寿命 

・ 乳幼児 死亡 率 

・ が ん 死亡 率 

・ 生物 化学 兵器 ・ 化 学 兵器 ・ 放 射 能 兵器 を 使っ た 
攻撃 の 件 数 

・ 都市 内 の 救急 サー ビス 


イン フラ の 安全 性 

イン プッ ト 

・ 交通 安全 施策 の 実施 レベ ル 

・ 歩行 者 の 快適 性 

・ 防災 管理 ・ 災 害 時 の 事業 継続 計画 


施設 ・ イ ン フ ラ に 対す る テロ 攻撃 件 数 
組織 の 対応 能力 と リソー ス へ の アク セス 
災害 保険 

災害 リス ク 情 報 に 基づく プロ グラ ム 開 発 
航空 運輸 施設 

道路 納 

電力 網 

鉄道 網 

サイ バー セキ ュ リ ティ 対応 体制 


個人 の 安全 性 
イン プッ ト 


警察 の 関与 レベ ル 

コミ ュ ニ ティ レベ ル の 巡回 活動 
街中 犯罪 デー タ の 有無 

デー タ 活 用 型 防犯 対策 
民間 に よる 防犯 対策 

銃 規制 の 実施 レベ ル 

政治 安定 性 リス ク 

刑事 司法 制度 の 有効 性 

災害 監視 体制 


アウ ト プ ッ ト 


軽犯罪 発生 率 

凶悪 犯罪 発生 率 

組織 犯罪 
汚職 の レベ ル 

違法 薬物 使用 率 

テロ 攻撃 発生 件 数 

テロ 攻撃 の 深刻 度 

ジョ ジ ク ター o 4 ラル ラ だ マイ 
(女性 の 10 万 人 あたり 殺人 事件 犠牲 者 数 ) 
体感 的 な 安全 性 

テロ リズ ム の 秦 威 

軍事 紛争 の 脅威 

市 民 暴動 の 脅威 
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図 2: 総 合 イ ンプ ッ ト 指 標 と アウ ト プ ッ ト 指 標 の スコ ア 比 較 


100 


= 近似 直線  @@ 実 測 値 
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0 20 40 


合う 世界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


60 80 100 


総合 イン プッ トス コア 


プッ ト ) と 取り 組み の 適切 さ (イン プッ ト ) に 
関す る スコ ア が 密接 な 相関 関係 を 見 せ て いる 。 


レジ リエ ンス 強化 の 重要 性 

長期 間 に わ た っ て ] つの テー マ を 分 析 す る 調査 
で は 、 対 象 分 野 で 生じ る 変化 に 応じ た アプ ロー 
チ の 進化 が 求め られ る 。 多 く の 専 門 家 が 指摘 す 
る よう に 、 都 市 安全 性 の 分 野 で は 要因 の 多様 化 
だ け で な く 、 要 因 同 士 の 関連 性 の 高まり と い 
う 流 れ が 加速 し て いる 。「『 都 市 は 様々 な シス テ 
ム の 組み 合わ せ に よっ て 成り 立っ て いる 」 と 
指摘 する の は 、 国 際 連 合 人 間 居 住 計画 (UN- 
Habitat) リス ク 削 減 ユ ニッ ト 長 、 都 市 レジ リ 
エン ス ・ プ ロフ ァ イ リ ング ・ プ ログ ラム 責任 者 
の Esteban Leon 氏 。 都 市 に 関す る こう し た 
見 方 は 、 低 頻度 高 リ スク イベ ント (大 規模 災害 
ある い は 気候 変動 ・ 慢 性 的 社会 性 スト レス と 
いっ た 長期 的 育 威 な ど ) に 対す る 自治 体 の アプ 
ロー チ に 変化 を も た らし て いる 。 


世界 銀行 社会 ・ 都 市 農村 開発 ・ レ ジリ エン ス ・ 


グロ ー バ ルプ ラク ティ ス の シニア ・ デ ィ レ クタ ー 
Ede ljjasz-Vasquez 氏 に よる と 、 近 年 まで は 「 例 


© The Economist Intelligence Unit Limited 2019 


えば 医療 分 野 の 緊急 事態 は 医療 サー ビス 部 門 、 
洪水 は 水道 局 、 移 民 は 住宅 開発 部 門 な ど 、 担 当 
部 門 が それ ぞ れ 対応 する と いう 考え 方 が 一 般 
的 」 だ っ た 。 し か し 現在 、 多 く の 自 治 体 は 対処 
療法 的 な 発想 か ら の 脱却 を 図っ て いる 。" レ ジリ 
エン ス " (resilience)、 つ まり 想定 外 の リス ク や 
環境 変化 へ 柔軟 に 対応 する 能力 と いう 概念 に 基 
づき 、 都 市 シス テム 全体 を 対象 と し た 危機 対応 ・ 
リス ク 軽 減 体制 の 構築 に 取り 組ん で いる の だ 。 
Leon 氏 は 、『「 過 去 数 年 間 で レジ リエ ンス と いう 
考え 方 が 急速 に 浸透 し つつ ある 。 こ れ ま で 災害 
や 課題 の 分 析 を し な か っ た わけ で は な い が 、 都 
市 シス テム と いう 視点 が 欠け て いた こと も 確か 
だ 」 と 語る 。 人 の 体 と 同様 、 都 市 シス テム を 
司る 各 分 野 は 、 様 々 な 危機 へ 柔軟 に 役割 を 変え 
な が ら 対 応 する 必要 性 が 高まっ て いる の だ 。 


レジ リエ ンス と いう 言葉 の 定義 に は 曖昧 な 
部 分 が ある 。 最 近 発 表 さ れ た ある 文献 レビ ュー 
に よる と 、 災 害 へ の 効果 的 対応 と いう 側面 が 
強調 され る こと も ある 一 方 で 、 危 機 の イン パク 
ト を 柔軟 に 吸収 する 力 と いう 意味 合い で この 
言葉 が 使わ れる 場合 も ある 。 ま た 危機 発生 後 の 


優先 課題 と いう 点 で も 、 迅 速 な 現状 回 復 と 危機 
対応 体制 強化 の どちら を 重視 する か で 意見 が 
分 か れ て いる 『。 


政策 アプ ロー チ に 影響 を 与え る よう な 解釈 の 
違い も ある が 、 レ ジリ エン ス と いう 言葉 の 基本 
的 コン セプト は 明確 だ 。 ljjasz-Vasquez に よる 
と 、 世 界 銀行 で は 「 家 庭 ・ コ ミュ ニテ ィ ・ 都 市 
が 危機 の 影響 か ら 回 復 す る 力 と いう 定義 が 定着 


し つつ ある 」 と いう 。Leon 氏 の 言葉 を 借り れ ば 、 


これ は 都市 の 安全 性 と 非常 に 関連 性 の 高い 」 
考え 方 だ 。 


European Forums for Urban Security と 
French Forums for Urban Security の 28 任 
エグ ゼクティ ブ ・ デ ィ レ クタ ーEilizabeth 
Johnston 氏 に よる と 、 レ ジリ エン ス と いう 

念 は 、 都 市 安全 性 の 分 野 で 必ず し も 十分 に 活 
用 され て いな い 。「 自 然 災 害 ・ 人 的 災害 へ の 対応 
に 向け た プラ ン ニ ング に は 、 依 然 と し て 大 き な 
ギャ ッ プ が ある 。 後者 に 関し て は 、 多 く の 都 市 
で 進ん だ 対応 体制 が 整備 され て いる が 、 和 気候 変 
動 な どの 自然 災害 に つい て は 必ず し も そう と は 
言え な い 。 仮に 政策 が あっ た と し て も 、 十 分 な 
連携 が 図ら れ て お ら ず 、 例 えば テロ 対策 と 自然 
災害 対策 の 連携 が 始ま っ た の は つい 最近 の こと 
だ 」 と 同氏 は 語る 。 都 市 全体 の レジ リエ ンス 
強化 と いう 観点 か ら 、 担 当 部 門間 の 協力 関係 が 
「 構 築 さ れつ つ あ る の は 確か だ が 、 今 の と こる 
(都市 ガバ ナン ス に ) 深く 根ざし た 考え 方 で は な 
い 」 と いう の が 同氏 の 見 方 だ 。 


レジ リエ ンス に 関す る 議論 は 、 災 害 対策 の 
観点 か ら 行 われ る こと が 多い 。 し か し その 
メリ ッ ト は 災害 と いう 枠組 み を 超え る も の だ 。 
例え ば 、 世 界 の 注目 を 集め る イベ ント で 適切 な 
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危機 対応 体制 を 整備 すれ ば 、 都 市 の レジ リエ ン 
ス を さら に 強化 する こと が で きる 。 ラ グ ビ ー 
ワー ルド カッ プ 2019 mM、 東 京 2020 オリ ン ピ ッ 
ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の 開催 地 と な る 東 
京都 の 小池 百合 子 知事 に よる と 、 レ ジリ エン ス 
は セキ ュ リ ティ 強化 と いう 側面 で も 重要 で ある 
し 、 訪 問 客 や アス リー ト が 猛暑 か ら 受 ける 負担 
を 軽減 する と いう 側面 で も 大 き な 意 味 を 持つ と 


いう 。 


2015 年 ・2017 年 版 SCI に も 、 自 然 災害 ・ 

人 的 災害 の 危険 性 に 関す る 指標 は 含ま れ て いた 。 
し か し 2019 年 版 で は 、 レ ジリ エン ス を さら 
に 重視 し た 分 析 の た め 関 連 指標 の 数 を 増やし 
て いる 。 例 えば 、 緊 急 サ ービス の 有無 や 対応 の 
スピ ー ド 、 災 害 リ スク 情報 に 基づく プロ グラ 
ム 開 発 、 組 織 の 対応 能力 と リソー ス へ の アク 
セス 、 災害 保険 サー ビス の 有無 、 サ イ バ ー セ キュ 
リティ 対応 体制 、 災 害 監 視 体制 と いっ た 指標 は 
今回 初め て 用 いら れ て いる 。 


後述 する よう に 、 今 回 の 調査 で は 本 来 異な っ 
た カテ ゴリ ー に 属す る レジ リエ ンス 関連 指標 を 
3 つの 新た な カテ ゴリ ー に 分 類 し 直し て 評価 
する と いう 試み も 行なっ て いる : 


・ 損害 ・ 脅 威 の 深刻 化 要因 
自然 災害 や テロ 攻撃 に よっ て これ まで 受け 
た 被害 、 お よび 被害 を 悪化 させ る 恐れ が 
ある 都市 の 特性 


・ 関連 アセ ッ ト 
危機 が 生じ た 際 に 活用 され る アセ ッ ト の 質 ・ 
充実 度 ( 例 : 様 々 な イン フラ ・ ヘ ルス ケア サー 
ビス ・ 救 急 サ ービス ・ サ イ バ ー セ キュ リティ 
認知 向上 の 取り 組み な ど ) 


8 Adriana Sanchez 他 “The city politics of an urban age: urban resilience conceptualisations and policies,′ Palgrave Communications 
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・ 対応 準備 下 の 表 は 今回 の 調査 で 用 いら れ た 指標 の うち 、 
損害 の 発生 防止 ・ ダ メー ジ 軽 減 ・ 対 応 に 各 都 市 の レジ リエ ンス を 評価 する た め に 用 いら 
向け た 計画 ・ 監 視 プ ログ ラム れ た 指標 と 、 そ の 中 で も 今回 の 調査 で 新しく 

導入 され た も の を 示し て いる 。 


2019 年 版 SCIl- レジ リエ ンス の カテ ゴリ ー 


損害 ・ 脅 威 の 深刻 化 要因 ・ ヘル スケ アサ ービス の 質 
e ウィ ルス 感染 し た パソ コン の 割合 ・ 都市 内 の 救急 サー ビス * 
・ 生物 化学 兵器 ・ 化 学 兵 器 ・ 放 射 能 兵器 を 使っ た * 航空 運輸 施設 * 
攻撃 の 件 数 ・ 道路 網 
・ 自然 災害 に よる 死亡 者 数 e 電力 網 
・ 不法 占拠 地区 住民 の 割合 ・ 鉄道 網 * 
e 施設 ・ イ ン フ ラ に 対す る テロ 攻撃 件 数 ・ コミ ュ ニ ティ レベ ル の 巡回 活動 


・ テロ 攻撃 発生 件 数 S 

・ テロ 攻撃 の 深刻 度 対応 準備 

・ "DU ZO ・ 環境 政策 

が 軍事 紛争 の 脅威 $s 防災 管理 災害 時 の 事業 継続 計画 

e 組織 の 対応 能力 と リソー ス へ の アク セス * 
e 災害 保険 * 

。 災害 リス ク 情 報 に 基づく プロ グラ ム 開 発 * 
e ・ サイ バー セキ ュ リ ティ 対応 体制 * 

NM Hit, OO PRO 災害 監視 体制 EN 

e 官民 パー トナ ー シ ッ プ 

・ サイ バー セキ ュ リ ティ 専門 チー ム 

・ ヘル スケ アサ ービス へ の アク セス *2019 年 版 SCI で 新た に 導入 され た 指標 


・ 市 民 暴 動 の 脅威 
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都市 の 安全 性 ラン キン グ : 調査 結果 と 論点 


2019 年 版 SCI の 結果 

今回 の 調査 対象 都市 の ラン キン グ と スコ ア は 以下 の 通り 。 

Sa 
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2019 年 版 SCI で 、 前 2 回 に 続き 1 位 を 獲得 
し た の は 東京 だ 。 凶 悪 ・ 軽 犯罪 発生 率 の 低 さ や 、 
自然 災害 の 防災 イン フラ 、 コ ンピュータ の マル 
ウェ ア 感 染 率 の 低 さ な ど 、 東 京 は 様々 な 分 野 で 
ラン キン グ の トッ プ に 選ば れ 、 都 市 と し て の 
強み を 示し た 。 イ ン フ ラ の 安全 性 ・ 個 人 の 安全 
性 の カテ ゴリ ー で は 他 の 2 カテ ゴリ ー よ り も ス 
コア が 劣る が 、 そ れ で も 4 位 に ラン クイ ン し た 。 
「 様 々 な 意味 に お いて 、 東 京 は 世界 で 最も 優れ 
た 運営 体制 を 持つ 都市 の ] つ だ 」 と いう ブル ッ 
キン グ ス 研 究 所 Tomer 氏 に よる 指摘 は 、 多 く 
の 専門 家 の 見 方 を 反映 する も の だ 。 小 池 知 事 も 
安全 性 強化 は 東京 都 に と っ て 長期 的 な 最 重要 項 
目 の 1 つと 考え て お り 、 同 分 野 で さら に イノ 
ベー ショ ン を 推進 する 意向 を 示し て いる (詳細 
に つい て は 次 ペー ジ の 囲み 記事 を 参照 ) 。 


過去 2 回 の 調査 同様 、 ア ジア 太平 洋 地 域 の 都 
市 は ラン キン グ の 上 位 を 占め た 。 総合 ラン キン 
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グ で は 、 東 京 以 外 に も シン ガ ポ ー ル ・ 大 阪 が 
2 位 ・3 位 に 、 シ ドニ ー と メル ボル ン も トッ 
プ 10 入り を 果たし て いる 。 ま た 2017 年 版 の 
調査 で 上 位 10 都市 に 選ば れ た 香港 が 順位 を 落 
と す 一 方 、 ソ ウル は 8 位 に ラン ク し た 。 ヨー 
ロッ パ か ら は アム ステ ルダム ・ コ ペン ハー ゲン 、 
北米 か ら は トロ ント ・ ワ シン トン DC が トッ プ 
10 に 入っ た 。 


ここ で 注意 が 必要 な の は 、 地 域 ・ 文 化 が 都市 
の 安全 性 に 明確 な 影響 を 及ぼ すわ け で は な いと 
いう 点 だ 。 後 述 す る よう に 、 総 合 ラ ン キ ング や 
各 カ テ ゴ リ ー と 密接 な 関連 性 を 持つ その 他 要 
因 を 調整 する と 、 都 市 の 地理 的 位置 と SCI の 
スコ ア に 統計 的 な 関連 性 は 見 られ な く な る 。 例 
えば 、 東 京 ・ シ ン ガ ポー ル ・ 大 阪 の 安全 性 の 
高 さ は 、 ア ジア と いう 地理 的 要因 より も 、 こ れ 
まで 住民 と 自治 体 が 取り 組ん で きた 環境 作り に 
負う と ころ が 大 きい 。 
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下記 和 4 つの 囲み 記事 で は 、 各 カテ ゴリ ー の 結果 
を 解説 し て いる 。 また 今回 は 調査 結果 全体 の 
注目 すべ き ポ イン ト も 掲載 し た 。 


サイ バー セキ ュ リ ティ 
上 位 5 都市 

1. 東京 

EE 


SET 

4. ワ シン トン DC 

5. ロサ ン ゼ ルス ( 同 順 ) 
5. サンフランシスコ ( 同 順 ) 


共通 の 特徴 : 


上 位 6 都市 は 全て 、 サ イ バ ー セ キュ リティ 
分 野 の イン プッ ト 指 標 ス コア で 満点 を 獲得 
し た 。 こ れ は コン ピュ ー タ ウィ ルス ・ マ ルウ ェ 
ア へ の 感染 率 が 低い こと を 示し て いる 。 


相違 点 : 
唯一 の 違い は 、 住 民 の イン ター ネッ ト ・ ア ク 
EC cl e ke CT AE WE ECKE ent 
が 769% だ っ た の に 対し 、 東 京 で は 91 % に 達 
し て いる 。 


注目 すべ き 点 : 


イン ター ネッ ト の アク セス 拡大 へ 取り 組む 前 
に 、 サ イ バ ー セ キュ リティ 強化 を 図る と いう 
アプ ロー チ は 効果 的 だ 。 例 えば クウ ェ ー ト の 
イン ター ネッ ト ア クセ ス 度 は 、 調 査 対象 都市 
で 最も 高い 98% を 記録 し て いる 。 そ の 一 方 
で 、 プ ライ バシ ー ポ リ シ ー の 充実 度 、 市 民 に 
よる サイ バー セキ ュ リ ティ の 認知 度 、 専 任 サ 
イ バ ー セ キュ リティ ・ チ ー ム の 有無 と いっ た 
「 サ イ バ ー 鼻 威 へ の 住民 の 意識 」 の スコ ア は 
低調 だ っ た 。 同市 で コン ピュ ー タ ウィ ルス 感 
染 率 が 20 ~ 309% に 達し 、 マ ルウ ェ ア 対 策 に 
関す る スコ ア も 低調 だ っ た の は その た め だ 。 


医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 


上 位 5 都市 

1. 大 阪 

2. 東京 

3. ソウ ル 

4. アム ステ ルダム ( 同 順 ) 
4. ス トッ ク ホ ルム ( 同 順 ) 


共通 の 特徴 : 

上 位 5 都市 は いずれ も 、 ヘ ルス ケア サー ビ 
ス へ の アク セス 、 ヘ ルス ケア サー ビス の 質 、 
安全 で 良質 な 食品 へ の アク セス 、 水 ・ 大 気 の 
安全 性 、 救 急 サ ービス の スピ ー ド と いっ た 基 
本 的 項目 で 非常 に 高い スコ ア (ある い は 満点 ) 
を 獲得 し て いる 。 


相違 点 : 


主 な 相違 点 の 1 つ は 、 ア ジア 都市 の 1 人 当 た 
り 病床 数 が ヨー ロッ パ の 都市 より は る か に 
高い と と だ 。 ベル スケ アサ ービス べ の アク セ 
ス ・ ヘ ルス ケア サー ビス の 質 で 同様 の スコ ア 
を 記録 し て いる こと か ら 考 えて も 、 ア ム ス テ 
ルダム ・ ス トッ ク ホ ルム が 根本 的 問題 を 抱え 
て いる と いう わけ で は な い 。 お そら く 文 化 的 
な 違い に 起因 する も の だ ろう 。 


注目 すべ き 点 : 


医療 関連 の スコ ア は 、 医 療 シ ステ ム の 質 だ け 
で な く 疾 病 負 担 を 反映 する も の だ 。 5 都市 の 
うち 4 都市 は ガン 死亡 率 で 100 点 中 約 70 
点 を 獲得 し て お り 、 ア ム ス テ ル ダム だ け は 
スコ ア が か な り 低 か っ た 。 ま た 上 位 に ラン ク 
され た アラ ブ 地 域 の 都市 で は 、 優 れ た ガン 医 
療 体制 より も 、 ガ ン 発 生 件 数 の 低 さ が 目 立つ 。 
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イン フラ の 安全 性 Gr 


上 位 5 都市 
(EE Est 
2. 大 阪 

3. バル セロ ナ 
4. 東京 

5. マドリッド 


共通 の 特徴 : 

この カテ ゴリ ー で も 質 の 高い 政策 の 重要 性 
が 示唆 され て いる 。 5 都市 全て が 、 防 災 管 
理 ・ 災 害 時 の 継続 管理 計画 、 歩 行者 の 快適 性 、 
組織 の 対応 能力 、 災 害 リ スク の 情報 に 基づく 
プロ グラ ム 開 発 と いっ た 指標 の スコ ア で 満点 
を 獲得 し て いる 。 


相違 点 : 


] 位 に ラン ク さ れ た シン ガ ポ ー ル 以外 の 都市 
で は 、 イ ン フ ラ の 質 に 関す る 順位 に ば ら つ き 
が 見 られ る 。 下位 に 低迷 し た 都市 は な か っ 
た が (最も 低い の は 、 空港 へ の アク セス に 
関す る 大 阪 の 22 位 )、2 て 5 位 の 4 都市 は 
いずれ も 組織 犯罪 の 問題 を 抱え て 順位 を 落と 
E 


注目 すべ き 点 : 

イン フラ の 安全 性 の カテ ゴリ ー で は スコ ア の 
ば ら つ き が 大 きく 、 最 も 改善 の 余地 が 大 き 
い 。 シ ン ガ ポー ル は 単 一 カテ ゴリ ー で 最高 と 
な る 96.6 ポイ ント を 獲得 し た 一 方 、 カ ラ カ 
ス (ベネ ズ エ ラ ) は 最も 低い 27.3 ポイ ント 
e 
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相互 に つなが り 合 う 世 界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


個人 の 安全 性 


上 位 5 都市 
1. シ ン ガ ポー ル 
2. コペン ハー ゲン 
3. 香港 

4. 東京 

D je il le 


共通 の 特徴 : 

上 位 5 都 市 は 、 イ ンプ ッ ト の 分 野 で 100 点 満 
点 中 92 ~96 点 と いう 高い スコ ア を 記録 し 
た 。 全 て の 都市 は 、 警察 の 関与 レベ ル 、 コミ ュ 
ニテ ィ レ ベル の 巡回 活動 、 デ ー タ 活用 型 防犯 
対策 と いっ た 政策 関連 指標 で 満点 を 獲得 し て 
いる 。 


相違 点 : 


5 都市 は それ ぞ れ 異な っ た 課題 に 直面 し て 
いる 。 例 えば 香港 と 東京 は 、 全 体 と し て 他 
都市 より も 良い スコ ア を 記録 し た が 、 汚 職 ・ 
組織 犯罪 の 分 野 で 依然 と し て 問題 を 抱え て 
いる 。 一 方 、 ウ ェ リ ント ン は 違法 薬物 使用 率 
が 高く 、56 位 に 低迷 し た 。 


注目 すべ き 点 : 

市 民 に と っ て 重要 な の は 、 政 策 自 体 よ り も 
結果 と し て の 安全 性 だ 。 体 感 的 安全 性 と 暴力 ・ 
軽犯罪 発生 率 の スコ ア は 密接 に リン ク し て 
いる が 、 イ ンプ ッ ト 指 標 と の 統計 的 関連 性 は 
見 られ な い 。 


相互 に つなが 


都市 運営 の リー ダー へ の イン タビ ュー : 


Safe Cities Index 2019 
合う 世界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


東京 都 知事 小池 百合 子 氏 


The Economist Intelligence Unit (EIU) : 

東京 は 、2015 年 ・2017 年 版 SCI で 1 位 に ラン ク さ れ 、 
今年 再び トッ プ の 座 を 維持 し まし た が 、 そ の 理由 は どこ 
に ある と 思い ます か ? 


小池 氏 : 世界 で は 深刻 な 気候 変動 が 生じ て お り 、 ま た 
地震 大 国 で ある 日 本 の 首都 東京 に と っ て 、 自 然 災 害 か ら 
都民 の 命 や 都市 を 守る こと は 極め て 重要 な 使命 で す 。 
この 使命 を 全う する べく 、 我 々 は 多く の 予算 を か け 、 イ 
ン フ ラ な どの ハー ド と 、 ソ フト の 両面 で 様々 な 改革 を 
進め て きま し た 。 東京 が 安全 な 都市 と し て 高い 評価 を 
得 て い る 理由 の 1 つ は 、 こ れ ま で の 長年 に わた る 着実 な 
取り 組み の 成果 だ と 思い ます 。 


EIU : 都市 と し て の 安全 性 ・ レ ジリ エン ス を 高め る た め 、 
特に 力 を 入れ て いる 分 野 は ? 


小池 氏 : 昨年 、 日 本 は 各地 で 集中 豪雨 に 見 舞 わ れ ま し た 。 
洪水 や 水害 で 土砂 月 れ な どの 多く の 事故 が 起き 、 た く 
さん の 人 の 命 が 奪 われ まし た 。 東京 に は 川 が いく つも あ 
り ま す 。 こ うし た 事態 に イン フラ 面 で 備え る 必要 が ある 
と 考え て いま す 。 


そこ で 、 大 規模 な 地下 調節 池 を 作り まし た 。 非常 に 
お 金 は か か り ま すけ れ ど も 、 実 際 に 水害 が 起こ っ て 、 人 
の 命 が 失 われ 、 財 産 が 流さ れ 、 も う 一 度 立て 直す こと で 
さら に 大 き な 費 用 が か か る こと を 考え れ ば 、 予 防 的 な 
措置 と し て コス ト 効 率 の 高い 取り 組み だ と 思い ます 。 


も う 1 つ は 東京 の 至る 所 に ある 多く の 電柱 の 問題 で 、 
これ を 地 中 に 埋め る 作業 を 進め て いる と ころ で す 。 景 
的 に も 良く あり ませ ん し 、 地 震 に よっ て 倒壊 すれ ば 救助 
車両 の スム ー ズ な 行き 来 を 妨げ か ね ませ ん 。 ま た 水道 管 
な どの 地 中 の 埋設 物 は 老朽 化し ます の で 、 交 換 や 補強 
な ど 様 々 な 対策 を 行う 必要 が あり ます 。 


EIU : 近年 の 研究 で 、 社 会 的 つなが りや 市 民 の 自発 的 
行動 が 都市 の 安全 性 に 大 き な 役 割 を 果たす こと が 明らか 
に な っ て いま す 。 東 京都 は こう し た 側面 で どの よう な 
取り 組み を 行っ て いる の で し ょ うか ? 


小池 氏 : ひと つ に は 、“ 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 ” と いう 考え 
方 が あり ます 。 災 害 発生 時 は 、 各 自 で まず 必要 に 応じ 
自助 の 努力 を し て も ら う 。 そ れ か ら 、 お 互い を 助け 合い 、 
行政 は サポ ー ト を 提供 する と いう こと で す 。 


自助 に つい て は 、 洪 水 、 地 震 と いっ た 災害 に 備え て 、 
水 、 食 料 、 簡 易 ト イレ な どの レス キュ ー キ ッ ト の 利用 を 
推奨 し て いま す 。 共助 は 、 例 えば 地域 の 皆さん に よる 防 
災 訓 練 や 、 地 震 が 起こ っ た 時 に どう や っ て 救助 を する か 
確認 し て も ら う と いっ た こと で す 。 公 助 は 、 ま さ し く 我々 
行政 の 仕事 で 、 先 ほど お 話し し た よう な 洪水 対策 や 防災 
教育 な ど で す 。 


最近 、 洪 水 に 備え た "東京 マイ ・ タ イム ライ ン " と いう キッ 

ト を 作成 し まし た 。 こ れ は 水害 や 急 な 豪雨 が 発生 し た 際 
に 、 ど の よう な お 手順 で 何 を する か を 考え 、 時 系 列 で 整理 
する も の で す 。 子供 達 も ゲー ム 感 覚 で シー ル を 貼り な が 
ら 、 適 切な 対応 を 学べ る よう に な っ て お り 、 都 民 一 人 一 
人 が 適切 な 避難 行動 を 学べ る よう デザ イン され て いま す 。 
学校 で 教え ます と 、 家 に 帰っ て 家族 と 情報 共有 か が で きる 
た め 、 さ ら に 情報 が 拡がる 効果 を 期待 し て いる と ころ で 
す 。 こ の 他 に も 、 災 害 の 時 、 ど う 行 動 す る か を 理解 する 
手助け と な る ハン ドブ ッ ク を いく つか 配布 し て いま す 。 


さら に 都内 の 各地 域 で は 、 行政 組織 で ある 消防 庁 だ け 
で は な く 、 ボ ラン ティ ア 組 織 で ある 消防 団 が 長年 結成 さ 
れ て いま す 。 こ れ は 、 そ こ に 住ん で いる 人 た ちがい ざ 
火事 に な っ た 時 に は 水 場 を 知っ て いて 、 火災 発生 時 に ホー 
ス で 消火 活動 を 行う な ど 非常 に よく 訓練 され て いる と い 
うこ と で す 。 時 に は 消防 団 の 技術 を 競う コン テス ト も 
開催 され て いま す 。 ボ ラン ティ ア 組 織 と 行政 の 双方 が 相 
まっ て 地域 の 安全 性 を 高め て いま す 。 
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安全 性 と いう 見 えな い 基 準 

今回 の 調査 で は ラン キン グ の 順位 以外 に も 、 
政策 担当 者 や 都市 ステ ー ク ホル ダー に と っ て 
興味 深い ポイ ント が 明らか に な っ て いる 。 そ の 
1 つ は 都市 の 安全 性 と いう 言葉 の 本 質 だ 。 


前 述 の よう に 、 通 り を 歩く と いう 行為 一 つと っ 
て も 、 安 全 性 と いう 言葉 が 持つ 様々 な 側面 が 
浮き 彫り に な る 。 そ し て 個人 の 安全 性 確保 に は 
警察 、 医 療 の 安全 性 確保 に は 医療 機関 と いう よ 
うに 、 分 野 に よっ て 主 な 担い 手 は 異な っ て いる 。 


だ が ここ で 興味 深い の は 、 各 都市 が 4 つの カ 
テ ゴ リ ー で 獲得 し た スコ ア に は それ ぞ れ 密接 な 
相関 関係 が 見 られ る と いう 点 だ 。European 
Forums for Urban Security の Johnston D 
に よる と 、 都 市 の 安全 性 に 様々 な 要因 が 複雑 に 
関連 し 合う こと は 「 必 ず し も 広く 理解 され て い 
な い 」 と いう 。 


今回 の 総合 ラン キン グ を 見 て も 、 各 都市 の 
順位 は どの カテ ゴリ ー で も 大 きく 変わ っ て い 
な い 。 つ まり 上 位 の 都市 は 全て の カテ ゴリ ー で 
高い スコ ア を 、 下 位 の 都市 は 多く の カテ ゴリ ー 
で 低い スコ ア を 残し て いる 。 総合 ラ ン キ ング の 
スコ ア を 、 個 人 の 安全 性 、 医 療 ・ 健 康 環境 の 安 
全 性 と いう 2 カテ ゴリ ー の スコ ア と 比較 し た グ 
ラフ で も 明らか な 相関 関係 が 見 られ る (次 ペー 
ジ の 図 参照 )。 個 人 の 安全 性 を 警察 が 、 医 療 ・ 健 
康 環 境 の 安全 性 を 医療 機関 が 一 手 に 担う と いう 
考え 方 は 、 あ まり に 単純 すぎ る の だ 。 


この 調査 結果 は 、 決 し て 偶然 の 産物 で は な い 。 
例え ば ロン ドン で は 、 精 神 疾 患 危 機 協定 (Mental 


Health Crisis Care Concordat) の 締結 を 受け 、 


警察 が 他 機 関 と 協力 し て 精神 疾患 を 抱え る 犯罪 
者 に ケア を 提供 し て いる 。 こ れ に より 、 以 前 で 
あれ ば 市 民 に 危害 を 及ぼ し て 退 捕 され て いた 
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精神 疾患 患者 に 対し て 、 よ り 適 切な 対応 が 行わ 
れる よう に な っ た 。 元 ロン ドン 警視 店 警視 総 
監 の Bernard Hogan-Howe 氏 に よる と 、 多 く 
の 都市 で 暴力 事件 や 事故 の 死者 数 が 減少 し て い 
る 背景 に は 、 警 察 を は じ め と する 公安 サー ビス 
だ け で な く 、 緊 急 医療 体制 の 向上 も ある と いう 。 


これ は 医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 だ け に 見 られ 
る 傾向 で は な く 、 例 えば イン フラ の 安全 性 と 
他 の カテ ゴリ ー の スコ ア に も 同様 の 相関 関係 
が 見 られ る 。Tomer 氏 に よる と 、( 大 規模 な イ 
ン フ ラ 機 能 不 全 と いっ た 例外 を 除け ば ) これ は 
「 非 常に 一 般 的 な 傾向 だ 」 と いう 。 ま た 横浜 国立 
大 学 副 学 長 の 中 村 文 彦氏 が 指摘 する よう に 、 都 
市 イン フラ は 職場 まで の 通勤 手段 と いっ た 基本 
的 な 側面 を 含め 、 市 民 の 生活 スタ イル に 大 き 
な 影響 を 与え る 。 つ まり 「 市 民 の 健康 を 増進 ・ 
悪化 させ る か 」 と いっ た 意味 で 、 医 療 ・ 健 康 
環境 の 安全 性 を 大 きく 左右 する の だ 。 今 回 聞き 
取り 調査 を 行っ た 複数 の 専門 家 が 指摘 する よう 
に 、 公 共 ス ペー ス の デザ イン も 利用 者 で ある 市 
民 (個人 ) の 安全 性 と 密接 に 関連 し て いる 。 


4 つの カテ ゴリ ー の 中 で 、 他 分 野 と の 関連 
性 が 特に 軽視 され が ちな の は サイ バー セキ ュ 
リティ だ 。 ス タン フォ ー ド 大 学 サイ バー・ リ 
サー チ ・ フ ェ ロ ー の Gregory Falco 氏 に よる と 、 
「 デ ジタル ・ カ テ ゴ リ ー の セキ ュ リ ティ と 物理 的 
な 安全 性 に は 極め て 重要 な 関連 性 が ある 。 し か 
し 市 民 や 自治 体 関係 者 は 、 必 ず し も 両者 を リン 
ク さ せ て 考え よう と し な い 」 と いう 。 


今回 の 調査 結果 を 見 て も 、 両 者 の 関係 性 は 明 
ら か だ 。 下 の 3 つの 表 が 示す 通り 、 対 象 都市 が 
サイ バー セキ ュ リ ティ ・ カ テ ゴ リ ー で 獲得 し た 
スコ ア と その 他 3 分野 の スコ ア に は 、 明 白 な 相 
関 関係 が 見 られ る 。 


FS 
図 4 : 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 vs 個人 の 安全 性 
( 各 カ テ ゴ リ ー の 合計 スコ ア に 荷重 ) 
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医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 


この 相関 性 が 因果 関係 を 証明 する わけ で は 
な く 、 Ee 
プラ ス に も マイ ナス に も な りう る 。 し か 

で 注目 すべ き は 、 サ イ バ ー セ キュ リティ の スコ 

ア が 他 の カテ ゴリ ー の スコ ア を 左右 する ケー 
ス が 多く 見 られ る こと だ 。Falco 氏 に よる と 、 
都市 の 基幹 イン フラ を 支え る テク ノロ ジー の 
多く は 「 サ イ バ ー 攻 撃 の 対象 に な りや すく 、 大 
き な 経 済 的 ・ 物 理 的 ダメ ー ジ を 引き 起こ す 恐 
が ある 」 と いう 。 英国 の 国民 保険 サー ビス (NHS) 
が ラン サム ウェ ア “WannaCry"” に よる サイ バー 
攻撃 の 対象 と な っ た 事件 も 、 医 療 ・ 健 康 環境 の 
安全 性 と サイ バー セキ ュ リ ティ の 関連 性 を 如 実 
に 示し て いる 。 同 事件 で は 、2017 年 5 月 12 
日 か ら 19 日 まで の 間 に 約 19000 件 の 治療 が 
キャ ン セ ル さ れ た 。 


香港 特別 行政 区 の Lam 氏 は サイ バー セキ ュ 
リティ の 重要 性 に つい て 、「 デ ー タ 活用 が 進む 
EE 事業 継続 計画 に IT シス テ 

の 災害 対策 を 盛り 込む こと が 不可 欠 だ 。 我 々 


の サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 に は 、 サ イ バ ー 
セキ ュ リ ティ だ け で な く 、 事 業 継続 や 災害 対策 
に 関す る 訓練 も 含ま れ て いる 。 こ れ ら の 要因 は 
互い に 関連 し 合っ て いる か ら だ 」 と 語る 。 東京 
都 の 小池 知事 も 「 企 業 か ら 発電 所 、 宇 宙 空 間 
まで 、 サ イ バ ー セ キュ リティ は あら ゆる も の 

に 影響 を 及ぼ す 」 と 同様 の 見 方 を 示し て いる 。 
そし て サイ バー セキ ュ リ ティ 強化 の た め に 不可 
欠 な の が ステ ー ク ホル ダー 間 の 連携 だ 。 


サイ バー 危機 の 発生 原因 は テク ノロ ジー その 
も の に 限ら な い 。 そ し て サイ バー セキ ュ リ ティ 
は 都市 の 魅力 を 高め る 手段 と し て も 有効 だ 。 例 
えば Johnston 氏 は 、 オ ラン ダ ロッ テル ダム 市 
の 取り 組み を 一 例 と し て 挙げ て いる 。 同 市 は サ 
イ バ ー セ キュ リティ 強化 に 向け て 大 規模 投資 を 
行っ た が 、 そ の 目的 は サイ バー 攻撃 の 抑止 だ け 
で は な い 。 ヨ ー ロ ッ パ 最大 の 船舶 交通 量 を 誇る 
港湾 施設 イン フラ の 安全 性 を 高め る こと で 、 国 
内 外 の 企業 に アピ ー ル する こと も 狙い だ っ た 。 
テク ノロ ジー が あら ゆる カテ ゴリ ー の 安全 性 に 
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図 5: 安 全 性 の 密接 な 相関 関係 
サイ バー セキ ュ リ ティ vs 医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 
( 各 カ テ ゴ リ ー の 合計 スコ ア に 荷重 ) 
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サイ バー セキ ュ リ ティ vs 個人 の 安全 性 
( 各 カ テ ゴ リ ー の 合計 スコ ア に 荷重 ) 


100 
一 近似 直線 oe 実測 値 
90 
80 
A Hd 
Ai 60 
DN 
ZS 0 
べ 40 
E 3 
20 
10 
0 
0 10 20 30 40 ap 60 70 80 90 


サイ バー セキ ュ リ ティ 


影響 を 及ぼ すこ と は 、 今 回 の 調査 結果 か ら も 伺 
える (詳細 は 次 ペー ジ の 囲み 記事 を 参照 ) 。 


た だ し サイ バー セキ ュ リ ティ や テク ノロ ジー 
は 、 あ くま で も 都市 の 安全 性 を 高め る 要因 の 1 
つ だ 。 市 民 ・ 民 間組 織 ・ 自治体 が 様々 な 分 野 で 
リス ク 軽 減 ・ 危 機 対応 に 取り 組み 、 相 乗 効果 を 
生み 出す こと も 不可 欠 と な る 。 国 際 関 係 に は 「 安 
全 保 障 は 様々 な 角度 か ら 取 り 組 むこ と で 成立 す 
る 」 と いう 鉄則 が ある が 、 都 市 の 安全 性 に も 同 
じ こ と が 言え る だ る ろう 。 


都市 の 安全 性 強化 の 鍵 


今回 の 調査 で 見 られ た 特徴 の 一 つ は 、 上 位 都市 
が 獲得 し た 総合 ラン キン グ ・ 各 カテ ゴリ ー の ス 


合う 世界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


サイ バー セキ ュ リ ティ vs イン フラ の 安全 性 
( 各 カ テ ゴ リ ー の 合計 スコ ア に 荷重 ) 


一 近似 直線  @ 実 測 値 
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コア に 大 き な 差 が 見 られ な いこ と だ 。 東京 ( 総 
合 ラ ン キ ング 1 位 )・ 香 港 (20 位 )・ メ キシ コ 
ティ (40 位 )・ ラ ゴス ( 最 下位 ) の スコ ア を 
マッ ピン グ し た 下図 に 示さ れる 通り 、 上 位 30 
都市 に ラン ク さ れ た 東京 ・ 香 港 の 線 は 大 き さ ・ 
形 と も に 共通 点 が 多い 。 一 方 、 下 位 30 都市 に 
ラン ク さ れ た メキ シコ シテ ィ ・ ラ ゴス の 線 は 大 
き さ が か な り 異 な っ て いる 。 


つま り 上 位 に ラン ク さ れ た 各 都 市 の スコ ア 差 
は 、 下 位 を 占め る 都市 同士 の 差 よ り も 小さ い 
傾向 が 見 られ る の だ ( 差 の 小さ さ が 重 要 性 に 
影響 を 与え る わけ で は な い が )。2019 年 版 SCI 
の 結果 を より 詳細 に 分 析 す る と 、 こ の 背景 
し て 二 つ の 要因 が 浮き 彫り と な る 。 


3 UK Department of Health and Social Care, Securing cyber resilience in health and care Progress Report, 2018 年 10 月 
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新た な テク ノロ ジー と 非 デ ジタル 分 野 の 安全 性 


テク ノロ ジー が サイ バー セキ ュ リ ティ に 重要 
な 役割 を 果たす こと は 言う まで も な い 。 し か 
し 人 工 知 能 (AI) や ロボ ティ クス と いっ た 先 
進 テ クノ ロジ ー は 、 他 の カテ ゴリ ー に も 新た 
な 可能 性 を も た らし て いる 。 


技術 が 常に 進化 する ヘル スケ ア の 分 野 で も 、 


デー タ 分 析 へ の Al 活用 が 進ん で お り 、 公 共 
医療 サー ビス の 向上 に 重要 な 役割 を 果たし て 
いる 。 こ れ ま で 想像 の 世界 に し か な か っ た よ 
うな 形 で 、 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 向上 に 寄 
与 し て いる の だ 。 例 えば イエ メン で は 、 降 雨 
予測 ・ 人 口 密度 な どの デー タ を 分 析 し 、 コ 
レラ の 発生 可能 性 を 90% 以 上 の 精度 で 予測 。 
国 レベ ル で 予防 ・ 医 薬品 供給 体制 の 強化 に 役 
立て て いる 。 ま た 都市 レ し ベル で も Al の 活 
用 は 進ん で いる 。 ツ イッ ター の 投稿 を Al で 
分 析 し 、 レ スト ラン 衛生 検査 の 効率 化 を 図る 
ラス ベガ ス の 取り 組み は その 一 例 だ 「。 


Tomer 氏 は 、 ス マー ト テ クノ ロジ ー の 活 
用 が イン フラ の 能力 ・ 安 全 性 向上 に も 重要 な 
役割 を 果たす と 考え て いる 。「 最 も 簡単 な 活 
用 方 法 は 、 業 務 効 率 化 に 役立て る こと だ 。 そ 
の 際 に は 、 新 た な デー タ を 利用 する こと が 望 


まし い 」 と いう 。 同氏 は 例 と し て 挙げ る の は 、 


水道 維持 管理 業務 の 自動 化 だ 。 新 た な 設備 や 
人 員 を 増強 する より も 、 は る か に 低 コ スト で 
能力 ・ 信 頼 性 の 向上 を 実現 で きる と いう 。 ま 
た スマ ー ト テク ノロ ジー を 交通 分 野 で 活用 す 
れ ば 、 既 存 道路 イン フラ の 効率 化 に 役立つ だ 
ろう 。 例 えば 、 車 の 保有 人 台数 が 増加 傾向 に 


ある モス クワ で は 、 イ ン テ リ ジェ ント 交通 ・ 
駐車 施設 管理 シス テム の 導入 に より 渋滞 が 
20% 以 上 緩和 され た 「。 


テク ノロ ジー を 活用 し た イノ ベー ショ ン は 、 

個人 の 安全 性 の 分 野 で も 進ん で いる 。 例 えば 
ドバイ は 、 シ ョ ッ ピ ング モー ル や 観光 スポ ッ 
ト に ロボ ッ ト 警 察 官 を 導入 し た 。 治安 情報 や 
犯罪 の 通報 、 人 間 の 警察 官 と の 直接 コミ ュ ニ 
ケー ショ ン 、 罰 金 の 支払 いな ど 、 ロ ボッ ト 和 警 
察 官 に 搭載 され た 機能 の 多く は 、 す で に ス 
マー ト フ ォ ン で 実現 され て いる 。 し か し 、 全 
て の 市 民 や 訪問 客 が アプ リ を ダウ ン ロ ー ド し 
て いる わけ で は な く 、 こ うし た サー ビス へ の 
アク セス 向上 手段 と し て も 有効 だ ろう 。 ま た 
今後 は 、 巡 回 を し な が ら 交 通 渋滞 を は じ め と 
する 様々 な 情報 を 収集 する 予定 だ 。 ロ ボッ ト 
導入 に は 募 大 な 投資 が 必要 だ が 、 長 期 的 に 見 
れ ば 大 き な 費 用 対 効果 を 実現 で きる 可能 性 は 
高い 。 ド バイ は 、 ロ ボッ ト 警 察 官 を 既存 の 警 
察 官 の 代わ り に 配置 し 、 そ れ に より 確保 し た 
警察 官 を より 効果 的 な 場所 へ 再 配置 する こと 
EE 


し か し テク ノロ ジー は 、 都 市 の 安全 性 向上 
だ け で な く ロ ボッ ト 警 察 官 に よる 市 民 の 弾圧 
と いっ た 形 で 悪用 され る 危険 性 を は らん で 
いる 。Al や ロボ ッ ト が 都市 の 安全 性 向上 に 
大 き な 役 割 を 果たす こと は 言う まで も な い が 、 
悪用 を 防ぐ た め の 仕 組み 作り を 進め る こと も 
重要 だ ろう 。 


9 "How Met Office weather data is being used to predict cholera outbreaks,” Daily Telegraph, 2018 年 8 月 29 日 

1 Adam Sadilek, “Deploying nEmesis: Preventing Foodborne IIness by Data Mining Social Media" Al Magazine, 2017 年 3 月 
12 McKinsey, "Building smart transport in Moscow Voices on Infrastructure, 2017: “Moscow,” Tom-tom Traffice Congestion 
Index, https://www.tomtom.com/en_gb/trafficindex/city/moscow 2019 年 5 月 25 日 に アク セス 

13 “Robot police officer goes on duty in Dubai,” BBC News 2017 年 5 月 24 日 
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まず 総合 ラン キン グ の スコ ア に は 、 都 市 の 
財政 規模 ・ 透 明 性 レベ ル と の 密接 な 相関 関係 が 
見 られ る 。 こ れ ら 二 つ の 要因 と 実際 の 総合 スコ 
ア を マッ ピン グ し た 下 の グ ラフ か ら も 、 こ の 傾 
向 は 明らか だ 。 つ まり 一 定 以上 の 開発 ・ ガ バナ 
ンス 水準 を 持つ 都市 は 、( そ れ ぞ れ が 持つ 特有 の 
強み ・ 課 題 に 関係 な く ) 高い レベ ル の 安全 性 を 
実現 し て いる 。 一 方 、 開 発 ・ ガ バナ ンス 水準 の 
低い 都市 で は 、 安 全 性 自体 も 比較 的 低い レベ ル 
に と ど ま っ て いる の だ 。 


i. 経済 力 の 重要 性 と 予期 せめ 影響 


過去 2 回 の SCI で は 、 高 い 経 済 力 を 持つ 国 の 
都市 が 、 経 済 力 の 低い 国 の 都市 より も 平均 し て 
高い パフ ォ ー マ ンス を 見 せ た 。 し か し 上 位 中 所 
得 国 の 都市 が 、 よ り 高 所 得 国 の 都市 の スコ ア を 
上 回 る ケー ス も あっ た 。 中 所 得 国 の 都市 は 、 国 
全体 の 水準 を 上 回 る 経済 力 を 持つ こと が 少な く 
な いた め だ 。 今回 の 調査 で は 、 よ り ロ ー カ ラ 


SS 
図 6 : 上 位 ・ 下 位 グ ルー プ で 見 られ る 都市 間 の 差 


東京 


総合 スコ ア 


個人 の 安全 性 


イン フラ の 安全 性 
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イズ され た デー タ を 用 いた こと も あり 、 総 合 
ラン キン グ の スコ ア と 各 都 市 の 住民 一 人 当たり 
所 得 に より 密接 な 相関 関係 が 見 られ る 「。 


この 傾向 の 一 因 と な っ て いる の は 、 都 市 の 安 
全 性 が 分 野 に よっ て は 投資 規模 に 左右 され る 
こと だ 。 例 えば 元 ロ ンド ン 警 視床 の Hogan- 
Howe 氏 が 指摘 する よう に 、「 商 品 ・ サ ービス の 
質 を 保つ た め に は 一 定 レ ベル の 投資 が 必要 と な 
る 。 そ れ と 同様 、 高 い 治 安 レ ベル を 実現 する た 
め に は ある 程度 の 財源 が 不可 欠 」 だ 。 警察 官 の 
賃金 し ベル が 低けれ ば 、 汚 職 の 可能 性 も 高まり 、 
警察 司法 制度 (法治 体制 ) に マイ ナス 影響 を 及 
ぼ す 恐れ が ある だ ろう 。 インフ ラ の 安全 性 に 
つい て も 同じ こと が 言え る 。「 鉄 道 の 新設 な ど 、 
都市 イン フラ の 維持 拡大 に は 慕 大 な 資本 投資 が 
必要 だ 」 と 指摘 する の は Tomer 氏 。 今 回 の 調 
査 で も 、 豊 富 な 予算 が 、 住 民 一 人 当たり の 医師 ・ 
病床 数 と いっ た も の や 、 デ ー タ アナ リティ クス 


ラ ゴ ズ 


サイ バー セキ ュ リ ティ 


医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 
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を 活用 し 犯罪 ・ サ イ バ ー 攻 撃 対策 に 活か す 水 準 
な どの SCI の 様々 な 指標 に 大 きく 影響 し て いる 。 


た だ し 、 都 市 の 経済 力 は あく まで も 安全 性 を 
左右 する 要因 の 一 つ に 過ぎ な い 。 今回 の 調査 結 
果 で 判明 し た の は 、 財 政 規模 が 都市 の 打ち 出 
す 政 策 の 積極 性 に も 影響 を 与え る こと だ 。 政 
策 ・ 取 り 組み の 規模 を 評価 する 総合 イン プッ ト 
指標 の スコ ア と 、 各 都市 の 一 人 当たり 所 得 に は 
密接 な 相関 関係 が 見 られ る 。 財政 規模 の 小さ な 
都市 が 大 規模 プロ ジェ クト へ の 投資 に 消極 的 で 
あれ ば 、 こ の 関連 性 は 理解 で きる だ ろう 。 し か 
し 興味 深い の は 、 上 で 挙げ ば た よう な 大 規模 プロ 
ジェ クト 投資 を 評価 対象 か ら 外し て も 相関 関係 
が 変わ ら な いこ と だ 。 財 政 規模 の 小さ な 都市 が 、 
安全 性 強化 を 目的 と し た 投資 に 消極 的 で ある 
こと は この 結果 か ら も 見 て と れる 。 


図 7: ラ ンク 上 位 で は 都市 間 の スコ ア 差 が 低下 


TUTTA の Badiane 氏 に と っ て 、 こ の 結果 は 
決し て 予想 外 の も の で は な い 。 ア フリ カ の 大 都 
市 で 安全 性 向上 の 大 き な 足かせ と な っ て いる の 
は 、 拡 大 を 続け る 不法 占拠 地区 の 存在 だ 。 同 氏 
に よる と 、 不 法 占拠 地区 の 拡大 は 人 口 増加 その 
も の より も 、 都 市 計画 の 不備 ・ 欠 如 に 起因 する 
と いう 。「 我 々 は この 現状 を 黙っ て 見 過ごす べき 
で は な い 。 直面 する 様々 な 問題 の 中 で も 、 都 市 
計画 と イン フラ 管理 の 改善 は 特に 優先 度 の 高い 
デー マ だ 。』 


また 安全 性 向上 に 向け た 全て の 取り 組み に 、 
慕 大 な 投資 が 求め られ る わけ で は な い 。 低 予 算 
で 大 き な 効 果 が 期待 で きる 政策 は 、 全 て の カテ 
ゴリ ー に 存在 する 。 例 えば スタ ン フ ォ ー ド 大 学 
の Falco 氏 に よる と 、「 サ イ バ ー セ キュ リティ 
強化 の 第 一 歩 は 、 巨 額 の 投資 で は な く 教 育 機会 


財政 規模 を 表す HDI 都市 開発 指数 * と 、 透 明 性 を 表す 汚職 対策 の 結合 相関 に よる 予測 スコ ア vs 総合 スコ ア 


100 


= 近似 直線 o 実測 値 


総合 スコ ア 


100 


予測 スコ ア 


*HDI = Human Development Index 


14 各 都 市 住民 の 所 得 レベ ル に 関す る デー タ は Radboud University Institute for Management Research が 作成 し た 『Subnational Human 
Development Index』 2019 年 版 の Income Index に 基づい て いる 。 た だ し 、 シン ガ ポ ー ル の デー タ に つい て は UNDP の 『Human Development 
Reports, “Singapore Profile』 2018 年 版 を 参照 し た 。 
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と 意識 を 醸成 する 時 間 だ 」 と いう 。 例 えば 部 屋 
か ら 出 る 際 は コン ピュ ー タ に パス ワー ドロ ッ ク 
を か ける 、 知 ら な い 人 か ら 届 いた メー ル の リン 
ク を クリ ッ ク し な いな ど 、 簡 単 な 習慣 を 身 に つ 
ける だ け で 安全 性 は 大 きく 改善 され る 。 ま た 
米国 外交 問題 評議 会 の Bollyky 氏 に よる と 、 医 
療 面 で 多く の 課題 に 直面 する 新興 国 の 都市 も 、 
教育 と 文化 醸成 へ 取り 組む こと で 大 き な メ リッ 
ト を 享受 で きる と いう 。 例 えば アフ リカ 諸国 の 
多く で は 、 世 界 全体 の 平均 値 よ り も 喫煙 率 が 
低い 。 一 方 、 東 南ア ジア や イン ド で は 欧米 と 比 
べ て 肥満 率 が 低い 。「 健 康 的 な 生活 習慣 を 早く 
か ら 身 に つけ られ れ ば 、 先 進 国 で 墓 延 す る 非 感 
染 性 疾患 の 影響 を 未然 に 防ぐ こと が で きる 」 と 
同氏 は 指摘 する 。 


に ーー 

図 8: 経 済 力 ・ 透 明 性 ・ 安 全 性 の 相関 関係 
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低 コ スト で 実現 可能 な イン フラ 改修 で も 、 
都市 の 安全 性 を 高め る こと は 可能 だ 。 例 えば 世 
界 銀行 の jaz-Vasquez 氏 は 、「 塗 料 を 使っ た 
路面 表示 に は それ ほど コス ト が か か ら な い 」 が 、 
交通 事故 の 防止 に 大 き な 効果 が ある と 指摘 する 。 
また 事故 発生 時 に 警察 ・ 救 急 が 使う 用 語 を 統一 
すれ ば 、 緊 急 時 の 対応 が より スム ー ズ に な る だ 
ろう 。 個人 の 安全 性 の 分 野 で も 、 公 共 ス ペー 
ス の 照明 を 増やし デザ イン を 改善 する だ け で 
大 き な 効 果 を 上 げ る こと が で きる 。European 
Forums for Urban Security の Johnston 氏 
に よる と 、「 最 も 有効 な 安全 強化 策 の 一 部 は 限 
られ た 予算 で も 実現 可能 」 で あり 、 特 に 地元 住 
民 が 抱え る 具体 的 課題 を 解消 する 場合 は 高い 
費用 対 効果 が 期待 で きる と いう 。 


0.6 0.8 1.0 


HDI 所 得 水準 指数 * 


*HDI = Human Development Index 
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Falco 氏 が 指摘 する よう に 、 取 り 組み の 一 つ 
ー つ は 小さ な も の で も 「 積 み 重 な れ ば 大 き な 
効果 を 上 げ る こと が 可能 だ 。」 新 興国 都市 が さら 
に 経済 成長 を 遂げ れ ば 、 安 全 性 の 面 で も 先進 国 
都市 と の 差 を 解消 で きる だ ろう 。 し か し 実行 
可能 な 分 野 で 、 積 極 的 か つ 創 造 的 な 取り 組み を 
まず 進め る こと も 重要 だ 。 


ii. 透明 性 向上 が も た ら す メリ ッ ト 

住民 一 人 当たり の 所 得 レ ベル と 同様 、 世 界 
銀行 に よる 国 別 “汚職 の 抑制 "(Control of 
Corruption) 指数 を 代理 指標 と し て 算出 し た 
自治 体 の 透明 性 レベ ル は 、SCI の スコ ア と 高い 
相関 関係 を 示し た 。 


Badiane 氏 は 、 透 明 性 ・ 説 明 責任 の レベ ル を 
所 得 水 準 より も 重要 視 し て いる 。 同氏 が 20 年 
前 に 国連 人 ハビ タッ ト の 都市 安全 性 向上 プロ グラ 
ム を 支援 し た 際 は 、「 貧 困 解 消 の 一 環 と し て 取り 
組み を 開始 」 し た 。 し か し 『 都 市 の 安全 性 が ガ 
バナ ンス の 問題 と 深く 関わ っ て いる こと に 気 づ 
き 、 計 画 を 変更 し た 」 と いう 。 


経済 力 と 同様 、 透 明 性 ・ 説 明 責 任 や 優れ た 
ガバ ナン ス 体 制 は 都市 の 安全 性 に 大 き な 影 響 
を 及ぼ す 。 例 えば Tomer 氏 が 指摘 する よう 
に 、 大 規模 イン フラ に は 巨額 の 投資 が 絡む た め 、 
「 ど この 国 で も 汚職 が 発生 し や すい 。 優 れ た ガバ 
ナン ス 体 制 を 整え な けれ ば 、 不 正行 為 の 温床 に 
な る 可能 性 が ある 」 の だ 。 仮に 手抜き 工事 が 行 
われ れ ば 、 イ ン フ ラ 整 備 は 却って 危険 性 を 高め 
る こと に な りか ね な い 。 


都市 の 安全 性 と 透明 性 は 、 よ り 目 に 見 えな 
い 形 で 影響 し 合う 場合 も ある 。Urban Health 
Resource Centre の Agarwal 氏 は 、「 優 れ た 
ガバ ナン ス は 、 医 療 や 社会 保障 と いっ た 公共 財 ・ 
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サー ビス へ の アク セス 向上 と いう 意味 で 経済 力 
以上 に 重要 だ 」 と 指摘 する 。 最 近 Lancet で 発 
表 さ れ た 論文 に よる と 、 民主 主義 国家 と し て の 
歴史 の 長 さ や 制度 の 質 は 、 医 療 の 様々 な 側面 に 
影響 を 及ぼ す と いう 。 例 えば 民主 主義 へ と 移行 
し た 国 と そう で な い 国 を 比較 し た 場合 、 前 者 の 
非 HIV 感染 者 平均 寿命 は 移行 後 10 年 間 で 3 年 
伸び る と いう 。 ま た 同 論文 の 主 な 執筆 者 で あ 
る Bollyky 氏 は 、 民 主 主 義 体制 が 「 心 血管 疾患 ・ 
ガン ・ 交 通 事故 ・ 結核 の 減少 に 向け た 取り 組み 
に 、GDP 規模 より も 大 き な 影 響 を 与え る 」 と 指 
摘 す る 。 民主 主義 の 経験 に 伴う 、 説 明 責 任 レ ベ 
ル の 向上 が 大 き な 役 割 を 果たす と いう の が 同氏 
の 見 解 だ 。 


治安 の 分 野 で も 、 透 明 性 ・ 説 明 責 任 は 極め て 
重要 な 要因 と な る 。Hogan-Howe 氏 は 40 年 に 
及ぶ ロン ドン 警視 庁 ぐ で の キャ リア を 通じ 、 警 察 
署 へ の 監視 カメ ラ 設 置 や 、 容 疑 者 取り 調べ の 録 
音 と いっ た 簡単 な 取り 組み が 、 い か に 警察 業務 
の 質 の 向上 へ つなが る か を 目の当たり に し て き 
た 。「 組 織 と し て の 一 貫 性 を 保ち な が ら 説 明 責任 
の 向上 を 図れ ば 、( コ ミュ ニテ ィ の 信頼 や 警官 の 
任務 遂行 能力 と いっ た 面 で ) 大 き な 効 果 が 期待 
で きる 」 と いう 。 ま た Johnston 氏 も この 見 方 
に 同意 し 、「 警 察 が 説明 責任 を 重視 すれ ば 、 市 民 
に よる 犯罪 通報 率 は 向上 し 、 任 務 遂 行 に 対す る 
支援 も 広まっ て いく だ る ろう 。 透明 性 と 安全 性 強 
化 に は 直接 的 な 関連 性 が ある 」 と 指摘 し て いる 。 


「 透 明 性 が 高けれ ば 、 よ り 多 く の 情 報 ヘ アク セ 
ス が 可能 だ 。 都 市 が 直面 する 危機 を より 多く の 
市 民 が 理解 すれ ば 、 各 家庭 レベ ル で 適切 に 対処 
し 、 選 挙 で も 重要 課題 と し て 取り 上 げ る こと が 
で きる 」 と いう jaz-Vasquez 氏 の 指摘 も 、 こ 
うし た 見 方 に 沿っ た も の だ 。 
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効果 的 な 情報 共有 に 取り 組ん で いる の は 自 
治 体 だ け で は な い 。 例え ば Bollyky 氏 に よる 
と 、 在 北京 米国 大 使 館 は 独自 に 大 気 汚染 レベ ル 
を 観測 ・ 公 開 し 、 環 境 改善 に 向け た 取り 組み に 
役立て て いる 。 透明 性 向上 に は 、 市 民 も 重要 な 
役割 を 担う こと が で きる 。 モバ イル アプ リ 開 
発 企業 Saftipin は 、 女 性 ユー ザー が 明る さ ・ 
開放 性 ・ 見 通し ・ 人 通り ・ 安 全 性 ・ 全 体 的 な 
印象 と いっ た 様々 な 基準 で 特定 の 場所 を “監査 " 
(safety audit) で きる アプ リ を クラ ウド ソー シ 
ング 経由 で 開発 。 収 集 さ れ た デー タ と 他 の デー 
タ を 組み 合わ せ 、 最 も 安全 な 移動 ルー ト を ユー 
ザー に 提案 する サー ビス を 提供 し て いる 。 同 社 
が 最初 に サー ビス を 開始 し た ニュ ー デ リー で は 、 
収集 され た デー タ を 自治 体 が 活用 し 、“ ダ ー ク ス 
ポッ ト " と 評価 され た 7000 箇所 に 街灯 を 設置 。 
警察 も 危険 地帯 で の 巡回 時 間 を 増やす た め 、 パ 
トロ ー ル ルー ト の 変更 と いっ た 取り 組み を 進め 
て いる 。 


SCI の 最新 トレ ンド : 都市 の 安全 性 強化 と 
長期 的 視野 

治安 や イン フラ の 悪化 に つなが る 戦争 ・ 暴 動 ・ 
自然 災害 と いっ た 非常 事態 が 発生 すれ ば 、 都 市 
の 安全 性 は 一 夜 に し て 悪化 する 恐れ が ある 。 
し か し 今回 の 調査 結果 か ら も 明らか な よう に 、 
安全 性 の 確立 に は 長い 時 間 が か か る こと も 多い 。 
指数 の 算出 方 法 を 変更 し た こと も あり 、2017 
年 版 と 今年 の 調査 結果 を 直接 比較 する こと は 難 
し い (詳細 に つい て は ワシ ント ン DC に つい て 
の 囲み 記事 を 参照 )。 だ が 2 つの 年 の 調査 結果 
を 分 析 し て も 、 大 き な 変 化 が 見 られ な い 。 確認 
で きた 違い の 多く は 、 都 市 環境 その も の の 変化 
と いう より も 、 情 報 ソ ー ス の 正確 性 向上 に よっ 
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て 生じ た も の だ 。 も ちろ ん 改善 が 見 られ る 分 野 
も 若干 あっ た が 、 変 化 は 小さ く 目 立た な いも の 


だ っ た 。 


今回 聞き 取り 調査 を 行っ た 専門 家 に と っ て 、 
この 結果 は 驚き に 値 し な い 。 国 連 八 ビ タッ ト の 
Leon 氏 が 指摘 する よう に 、「『 都 市 の 構築 は 永久 
に 続く プロ セス で あり 、 変 化 が 現れ る の に は 
長い 時 間 が か か る 」 か ら だ 。 カ テ ゴ リ ー に よっ 
て 変化 の スピ ー ド は 異な る が 、 イ ン フ ラ の 安全 
性 で は 特に 長い 時 間 が 必要 と な る 。Tomer 氏 に 
よる と 、「( そ の 理由 は ) 人 間 を 対象 と し た プロ 
ジェ クト より も 長期 に わた る 時 間 枠 で プロ セス 
を 進め る か ら だ 。 例 えば 、 ロ ンド ン の 交通 イン 
フラ の 基礎 は 、2000 年 前 に 作ら れ た ロー マ 帝 
国 時代 の 道路 網 」 で ある と いう 。 同 市 の 上 下水 
道 網 も 19 世紀 に 作ら れ た トン ネル を 活用 し た 
も の だ 。 一 方 、Bollyky 氏 は 医療 の 安全 性 に つ 
いて 、「 新 興国 の 都市 で 一 次 医療 ・ 予 防 医療 体制 
を 構築 ・ 改 善 す る の に 、 上 下水 道 網 を 整備 する 
ほど の 時 間 は か か ら な い 。 だ が 一 定 の 期間 が 必 
要 な 点 は 変わ ら な い 」 と 指摘 し て いる 。 


住民 と の 信頼 関係 を 構築 ・ 維 持 す る な ど 、 
長期 的 視野 を 求め られ る プロ セス は 個人 の 
安全 性 の 分 野 に も 存在 する 。 だ が こう し た プロ 
セス は 、 安 全 性 向上 に と っ て 必要 不可 欠 な も 
の だ 。Hogan-Howe 氏 に よる と 、「 犯 罪 事 件 
は 地元 市 民 の 通報 に よっ て 解決 され る こと が 
多い 」 と いう 。 ま た Lam 氏 が 指摘 する よう に 、 
サイ バー セキ ュ リ ティ 強化 に 不可 欠 な ステ ー ク 
ホル ダー 間 の 連携 に は 、 信 頼 関係 が 重要 な 役割 
を 果たす 。「 信 頼 関係 の 構築 な し に 成功 を 収め る 
こと は 不可 能 だ 」 と いう 。 


15 Thomas Bollyky 他 “The relationships between democratic experience, adult health, and cause-specific mortality in 170 countries 


between 1980 and 2016: an observational analysis,′ Lancet, 2019. 
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も ちろ ん 分 野 に よっ て は 、 よ り 早 期 に 結果 が 


出る 取り 組み も ある 。 az-Vasquez 氏 に よる と 、 


「 街 灯 の 拡充 や 、 清 潔 度 の 向上 、 巡 回 パト ロー ル 
の 強化 と いっ た 取り 組み を 行え ば 、 下 水 施設 の 
清掃 活動 と 同じ く 数 週間 ・ 数 ヶ月 単位 で 効果 を 
実感 する こと が で きる 。 ま た 効果 が 現れ る の に 
月 ・ 年 単位 の 時 間 が か か る か も し れ な い が 、 高 
リス ク 地 域 で 不法 占拠 者 向け の 対策 を 行え ば 」 
自然 災害 に よる リス ク を 大 幅 に 軽減 で きる と 
いう 。 


だ が 同氏 に よる と 、 都 市 自治 体 に 求め られ る 
の は こう し た 対策 の 実施 だ け で は な い 。「 安 全 
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性 強化 が 重要 な テー マ で ある と 認識 」 し 、 抽 象 
的 議論 に と ど ま ら な い 政 治 課題 と し て 継続 的 な 
取り 組み を 行う こと も 必要 だ 。 様々 な 政治 
題 に 対応 し な が ら 、 複 数 の 選挙 サイ クル を つう 
じ て 安 全 性 と いう 問題 に 取り 組む の は 容易 で 
な い 。 し か し 短期 的 ・ 長 期 的 な 変化 を 実現 する 
た め に は 欠か せな い ス テッ プ な の だ 。Agarwal 
氏 は 、 医 療 ・ イ ン フ ラ の 安全 性 強化 に 必要 な ア 
プロ ー チ は 、 そ の 他 の 多く の 分 野 に も 当て は ま 
る と 指摘 する 。「 都 市 シス テム へ の 継続 的 投資 を 
行い 、 最 も 必要 と され る 領域 ・ 住 民 へ サー ビス 
を 拡充 する こと は どの 分 野 で も 重要 だ 。 そ し て 
取り 組み を 実行 する に は 忍耐 が 求め られ る 。」 


© The Economist Intelligence Unit Limited 2019 


Safe Cities Index 2019 


相互 に つなが り 合 う 世 界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


: 評価 方 法 の 変化 と 都市 の 実像 


年 単位 で 定期 的 デー タ 分 析 を 行う 調査 に 
時 折 見 られ る 現象 だ が 、2019 年 版 SCI で 
は 算出 方 法 の 変更 に より 、 過 去 の 指標 と の 
直接 比較 が で き な く な っ た 。 ワ シン トン DC 
は 、 方 法論 変更 の 理由 と その 影響 を 最も 明 
確 に 示す 例 だ 。 


図 に 示し た 2017・2019 年 版 の 結果 を 見 
る と 、 同 都市 は 着実 な 進化 を 遂げ つつ ある 
よう に 見 える 。2017 年 版 の 調査 で 80.4 ポ 
イン ト だ っ た 総合 指標 の スコ ア は 、 今 年 の 
調査 で 87.6 ポイ ント に 上 昇 。 ラ ン キ ング の 
順位 も 23 位 か ら 7 位 に 上 昇 し て いる 。 特 に 
各 カ テ ゴ リ ー の アウ ト プ ッ ト 指標 で は 明 ら 
か な 改善 が 見 て 取れ る 。 


で は ワシ ント ン DC の 安全 性 は 強化 され 
た の だ ろう か ? 2 つの 理由 か ら 、SCI で 使わ 
れ た デー タ で は 明確 な 答え を 導き 出す こと 
が で き な い 。 まず 1 つ 目 は 、 今 回 の 調査 で 
方 法論 を 改善 し 、 新 た な アプ ロー チ で スコ 
ア を 算出 し て いる こと だ 。 具体 的 に は 次 の 
よう な 変更 が 加え られ た : 


@ 2017 年 版 の 調査 で は 、 住 民 100 万 人 
当たり 自動 車 事故 件 数 を デー タ と し て 利 
用 し た が 、 各 都市 デー タ の 直接 比較 は 難 
し いこ と が 判明 し た 。 そ の た め 2019 年 
版 で は 、 よ り 信 頼 性 の 高い デー タ が 入手 
可能 な 「 交 通 事故 死亡 者 数 」 を 指標 算出 
の デー タ と し て 用 いて いる 。 


図 9: ワ シン トン DC の カテ ゴリ ー 別 イン プッ ト ・ ア ウト プッ トス コア 
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@ な りす まし 犯罪 に 関す る 2017 年 版 デー 
タ の 検証 に より 、 米 国 の デー タ と 他国 
デー タ と の 直接 比較 は 難し いこ と が 判明 
し た (米国 で 財務 報告 プロ セス が 厳格 化 
し た た め )。2019 年 版 で は 、 代 わり に 
マル ウェ ア に 対す る 脆弱 性 を ベー ス に ス 
コア を 算出 し た 。 


@ 過去 2 回 の 調査 で は 、 ガ ン 死 亡者 数 の 分 
析 に 粗 率 が 使わ れ て いた 。 し か し 2019 
年 版 調 査 で は 、 年 齢 層 の 違い が 及ぼ す 
影響 を 緩和 で き 、 国 際 比 較 に 最も 適し た 
測定 基準 と 考え られ て いる 調整 死亡 率 を 
用 いた 。 


ワシ ント ン DC は 、 こ の アプ ロー チ 変 更に 
より スコ ア を 大 幅 に 上 げ て いる 。 事故 通報 
件 数 が 多かっ た た め 、 前 回 調査 で 0 ポイン 
ト だ っ た 交通 事故 件 数 で は 、 発 生 度 が 比較 
的 少な いこ と を 反映 し 92.2 ポイ ント を 獲得 。 
また 前 回 85.5 ポイ ント だ っ た な りす まし 
詐欺 の 指標 は 、 マ ルウ ェ ア 感 染 を 基準 と す 
る 今年 の 調査 で 100 ポイ ント に 上 昇 。 ガ ン 
死亡 者 数 の 指標 で も 、 粗 率 ベ ー ス の 前 回 は 0 
ポイ ント だ っ た の に 対し 、 調 整 死亡 率 を 用 
いた 今回 は 53 ポイ ント を 獲得 し た 。 


レジ リエ ンス 関連 指標 が 新た に 加わ っ た 
こと も プラ ス に 働い て いる 。 同 都市 は 、 救 急 
サー ビス ・ 航 空運 輸 施 設 ・ 組 織 の 対応 能力 
と リソー ス へ の アク セス ・ 災 害 保 険 ・ 災 害 
リス ク の 情報 に 基づく プロ グラ ム 開 発 ・ サ 
イ バ ー セ キュ リティ 対応 体制 ・ 災 害 監視 体 
制 の 項目 で 100 ポイ ント を 獲得 し た 。 
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また 今年 に 入り 、EIU 調査 チー ム は 2017 
年 時 点 の より 正確 な デー タ を いく つか の 
分 野 で 入手 し た 。 こ れ に より ワシ ント ン DC 
は 、 人口 1000 人 あたり の 病床 数 ・ サ イ バ ー 
セキ ュ リ ティ 強化 に 向け た 官民 パー トナ ー 
シッ プ ・ 違 法 薬物 使用 率 な どの 分 野 で も 大 
幅 に スコ ア を 上 げ て いる 。 


し か し 主 に 二 つ の 理由 か ら 、 こ うし た 変更 
が スコ ア に も た らし た 影響 を 正確 に 数 値 化 
する の は 難し い 。 一 つ 目 は 、 合 計 ス コア を 
算出 する た め に 用 いら れる 指標 の 重み づけ 
が 変更 され た こと だ 。 そ し て 二 つ 目 は 、 都 
市 の 相対 的 能力 を 評価 する スコ ア が 多く 、 
2017 年 版 調査 か ら 4 つの 対象 都市 を 入れ 
替え た こと だ 。 例 えば 平均 寿命 の 低い ラ ゴ 
ス (ナイ ジェ リア ) が 新た に 対象 と な り 指 
標 の スケ ー ル が 変化 し た こと で 、 平 均 寿命 
に 変化 の な い 他 の 都市 で も スコ ア が 底上げ 
され た 。 


た だ し 、 新 た に 加わ っ た 指標 や 大 きく 変化 
し た 指標 の 影響 を 取り 除い て スコ ア の 重み 
づけ を 調整 すれ ば 、 安 全 性 の 推移 を ある 程度 
把握 する こと も 可能 だ 。 調整 後 の 2017・ 
2019 年 版 総合 スコ ア に 見 られ る 差 は 、 わ ず 
か 2/3 ポイ ント 程度 に と ど ま っ て いる 。 


EIU が 継続 的 に 分 析 対 象 と する 分 野 で は 
変化 が わずか だ っ た が 、2019 年 版 の 調査 
で ワシ ント ン DC の 成績 が 向上 し た と いう 
事実 は 変わ ら な い 。 ま た 基準 ・ 算 出 方 法 の 
変更 に よっ て 、 そ の 強み と 課題 が より 明確 
に 反映 で きた こと も 間違い な い だ ろ う 。 
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都市 運営 の リー ダー へ の イン タビ ュー : 


The Economist Intelligence Unit 
(EIU) : 都市 の 安全 性 に 影響 する 他 の 要因 と 
異な り 、 サ イ バ ー リ スク は 発生 場所 の 予測 
が 困難 で す 。 グ ロー バル な 特性 を 持つ この 
脅威 に 対し 、 都 市 は どの よう に 対応 すべ き 
で し ょ うか ? また 実践 面 で どの よう な 課題 
を も た ら す の で し ょ うか ? 


Victor Lam : 香港 は 非常 に 開か れ た 都市 で 
あり 、 世 界 の どこ か ら サ イ バ ー 攻 撃 を 受け 
て も お か し く あ り ま せん 。 我々 は 安全 性 の 
強化 の た め 、 様 々 な 対策 を 実行 し て いま す 。 
取り 組み で 重視 する ポイ ント の 一 つ は 高い 
透明 性 で す 。 こ れ ま で 多く の 企業 と の ネッ 
トワ ー ク を 築い て きま し た し 、 昨 年 に は 
業界 横断 型 の 情報 共有 プラ ッ ト フ ォ ー ム 
Cybersechub.hk を 立ち 上 げ ま し た 。 こ 
うし た 取り 組み は 財源 の 限ら れ た 都市 で も 
実現 可能 で す 。 で きる だ け 多 く の 都 市 が 
実践 すべ きだ と 思い ます 。 


また 、 一 般 市 民 へ の 情報 共有 や (サイ バー・ 
リス ク に 対す る ) 認知 度 の 向上 も 重視 し て 
いま す 。 例 えば 近年 、 世 界 の 多く の 都市 が 
マル ウェ ア WannaCry を 使っ た 攻撃 の 被 
害 を 受け まし た 。 海外 都市 に 対す る 攻撃 の 
ニュ ー ス を 耳 に し た 後 (土曜 日 の 朝 だ っ た 
と 思い ます )、 我 々 は HKCERT (香港 電脳 
保安 事故 協調 セン ター) や 警察 を は じ め と 
する パー トナ ー へ すぐ に 連絡 を 取り まし た 。 
この 対応 は 市 民 の 関心 を 高め る の に 役立っ 
た と 思い ます 。 


我々 は プレ スリ リー ス を 発表 し 、 日 曜日 ・ 
月 曜日 に 公開 フォ ー ラ ム を 開催 。 私 自身 も 
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香港 政府 CIO Victor Lam 氏 Li 


記者 会 見 に 参加 し 、 数 件 の 電話 イン タビ ュー 
に 応じ る な ど 、 市 民 の 認識 を 高め る 努力 を 
し まし た 。 適切 な 対応 を 徹底 する よう 各部 
署 に 通達 を 出し 、HKCERT も 市 民 や 小 規模 
企業 向け に ホッ トラ イン を 設置 し て いま す 。 
WannaCry は 世界 に 深刻 な 影響 を 及ぼ し ま 
し た が 、 こ うし た 取り 組み の お か げ で 香港 
は 深刻 な 被害 を 受け ず に すみ まし た 。 


EIU : 今後 数 年 間 で サイ バー 攻撃 の 脅威 は ど 
の よう な 進化 を 遂げ る と 思い ます か ? 


Victor Lam : loT (モノ の イン ター ネッ ト ) 
の 普及 は 大 き な 影 響 を も もたらす は ず で す 。 現 
在 の と ころ る 、 多 く の 組 織 は ネッ トワ ー ク の 
末端 に お ける セキ ュ リ ティ 対策 を 重視 し て 
いま す 。 し か し 今後 loT が さら に 普及 すれ 
ば 、 脆 弱 性 は 悪化 する 恐れ が あり ます 。 我々 
に 今 求 め ら れ て いる の は 、 こ うし た 流れ へ 
適切 に 対応 し 、 特 に イン フラ に 使わ れる loT 
へ 対策 を 講じ る こと で し ょ う 。 近年 、 我 々 
は loT 向け の セキ ュ リ ティ 対策 に 力 を 入れ 
て お り 、HKCERT に も ベス ト プ ラ クティ ス 
の さら な る 研究 と 実践 支援 を 求め て いま す 。 


EIU : SCI で は 都市 の 安全 性 を いく つか の カ 
テ ゴ リ ー に 分 け て 検証 し て いま す が 、 サ イ 
バー セキ ュ リ ティ と その 他 の 分 野 に は 相関 
関係 が ある と 思い ます か ? 


Victor Lam : サイ バー セキ ュ リ ティ と そ 
の 他 分 野 の 安全 性 が 密接 に 関連 し て いる と 
いう 考え 方 は 正しい と 思い ます 。 サ イ バ ー 
セキ ュ リ ティ は 基幹 イン フラ の 安全 性 に も 
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大 き な が 影響 を 及ぼ し て お り 、 ス マー トシ ティ 
へ の 転換 に よっ て 関連 性 は さら に 深まっ 
て いく と 思い ます 。 ス マー トシ ティ 化 が 進 
め ば 、 よ り 多 く の イ ン フ ラ が デジ タル 化 さ 
れる か ら で す 。 例え ば 香港 で は 、 様 々 な 
スマ ー ト デバ イス が 組み 込ま れ た “スマ ー ト 
街灯 "の 設置 を 進め て いま す 。 プロ ジェ クト 
デザ イン な ど 計 画 の 初期 段階 で 対策 を 施さ 
な けれ ば 、 後 で 大 き な 問 題 を 引き 起こ す 恐 
れ が あり ます 。 


EIU: サイ バー セキ ュ リ ティ 強化 の た め 、 
香港 で は 新た に どの よう な 取り 組み を 行っ 
て いる の で すか ? 

Victor Lam : 適切 な 分 野 で 正しい 対策 を 
施す た め 、 い くつ か の 取り 組み を 進め て い 
ます 。 例え ば 個人 認証 の 安全 性 ・ 信 頼 性 を 
向上 させ る た め 、 来 年 中 頃 を 目処 に 電子 ID 
を 市 民 に 無料 配布 する 予定 で す 。 


小 規模 企業 の 積極 的 関与 を 促す た め に は 、 
資金 面 で の サポ ー ト も 欠か せま せん 。 我 々 
は 、Technology Voucher Programme が 
実施 する マッ チン グフ ァ ン ド の 予算 を これ 
まで の 約 二 倍 に 当たる 40 万 香港 ドル ( 約 
550 万 円 ) に 増やし 、 セ キュ リティ 強化 を 
含む シス テム の アッ プ グ レー ド を 支援 
し て いま す 。 


それ 以外 に も 、 イ ンタ ーネット ・ ド メイ 
ン 管 理 組織 HKIRC (Hong Kong Internet 
Registration Corporation) と 連携 し 、 
香港 ドメイン (hk) を 持つ 企業 向け に 脆 
弱 性 緩和 の た め の 無 料 技術 サポ ー ト な ど を 
提供 し て いま す 。 重要 な ポイ ント は 、 全 て 
の 問題 に 自前 で 対応 し よう と する の で は 
な く 、 最 適 な アド バイ ス を 提供 で きる 組織 
と の 連携 を 図る こと で す 。 
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レジ リエ ンス の 重要 性 


前 述 の よう に 、 今 回 の SCI| で は レジ リエ ンス 
関連 指標 が 新た に 導入 され て いる 。 過 去 二 回 の 
調査 で 使わ れ た 既存 指標 と 組み 合わ せ 、 近 年 重 
要 性 が 高まる 都市 の レジ リエ ンス を より 正確 に 
評価 する た め だ 。 


直面 する 課題 
レジ リエ ンス と は 、 危 機 が も た ら す 潜在 的 影響 
の 回 避 ・ 緩 和 、 あ る い は 適切 な 対応 を 行う 能力 


だ 。 自 然 災 害 や 破壊 的 被害 を も た ら す 産業 事故 、 


テロ リズ ム ・ 戦 争 を 含む 人 災 の 発生 頻度 は 、 
(幸運 に も ) それ ほど 高く な い 。 し か し こう し た 
事態 が 生じ た 場合 、 都 市 住民 は 適応 し な けれ ば 
な ら な い 。 例 えば ベネ チア で は 、 冬 の 満潮 時 に 
中 心 街 の 広場 や 道路 が 浸水 する 現象 (アッ クア ・ 
アル タニ adua alta) が 毎年 の よう に 発生 する 。 
普通 の 都市 で あれ ば 大 き な 混 乱 を 生じ か ね な い 
この 事態 を 前 に 、 同 都市 で は 個人 ・ 近 隣 コ ミュ 
ニテ ィ ・ 自 治 体 レベ ル で 対応 体制 を 整え て いる 。 


近年 大 き な 注 目 を 集め て いる も の の 、SCI 

対象 都市 が こう し た 非常 事態 か ら 被る 被害 は 
全体 と し て 減少 傾向 に ある 。 例 えば 今回 の 調 
査 デ ー タ に よる と 、 過 去 5 年 に 対象 60 都市 で 
発生 し た 自然 災害 の 犠牲 者 は 年 間 100 万 人 あ 
た り 1.7 人 で 、 和 殺人 事件 に よる 女性 死亡 者 数 の 
10 分 の 1 程度 だ 。 テ ロ 攻 撃 に よる 犠牲 者 は さ 
ら に 少な く 、 過 去 10 年 の 年 間 平 均 死傷 者 数 は 
約 1000 人 。 カ イロ の 歩行 者 事故 に よる 死亡 者 
数 の 半分 だ 。 こ の 「 改 善 」 に よっ て 身近 な 人 々 
を 失う 痛み が 軽減 され る わけ で は な い 。 し か し 
都市 の 安全 性 と いう 意味 で は ポジ ティ ブ な 変化 
と 捉え る こと が で きる か も し れ な い 。 


だ が 犠牲 者 数 の 多 究 に か か わら ず 、 レ ジリ エ 


ンス 強化 へ の 取り 組み は 極め て 重要 な 意味 を 
持つ 。 そ の 理由 の 一 つ は 、 こ うし た 危機 が 数 字 
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に 表れ な い 影 響 を 及ぼ すこ と だ 。Hogan-Howe 
氏 は テロ リズ ム に つい て 、「 発 生 頻 度 は 低い が 、 
犠牲 者 を 伴う テロ 攻撃 は 悲劇 的 な 影響 を も た ら 
す 。 数字 で 言え ば 殺人 事件 の 犠牲 者 より も 少な 
く 、 交 通 事故 に よる 死亡 者 の 半数 程度 だ 。 し か 
し テロ 攻撃 の 目的 は 人 々 に 恐怖 感 を 植え 付け る 
と と だ 。 そ の 意味 で 、 テ ロ 攻 撃 が 人 々 に 及ぼ す 
影響 は 計り 知れ な いも の が ある 。 数値 だ け で は 
測れ な い 種 類 の リス ク と 言え る だ ろう 」 と 指摘 
する 。 ま た 同氏 が 言う よう に 、 テ ロロ 攻撃 は メデ ィ 
ア を 通じ て 報道 され る こと が 多く 、 世 界 の 都市 
住民 に 大 き な 不 安 感 を 与え る 。 政 治 的 意図 は 介 
在 し な い が 、 津 波 ・ 地 震 ・ 洪 水 な どの 自然 災害 も 、 
沿岸 部 や 断層 の 近隣 地域 、 低 地 に 住む 他 都 市 住 
民 の 不安 感 を 煽る と いう 意味 で は 同じ だ 。 


理由 の 二 つ 目 は 、 発 生 頻 度 の 低い 非常 事態 

で も 、 極 め て 大 き な 被 害 を も た ら す 可能 性 が あ 
る こと だ 。 例 えば メキ シコ シテ ィ は 、 自 然 災 害 
に よる 死亡 者 数 が SCI 対象 都市 の 過去 10 年 間 
の 平均 値 を 下回る た め 、92 ポイ ント いう 高い 
スコ ア を 獲得 し た 。 だ が 過去 1 世紀 を 通じ 、30 
年 に 1 度 と いう 頻度 で 大 地震 を 経験 し て いる 
(リヒ ター スケ ー ル で マグ ニチ ュー ド 7.0 以上 )。 
1985 年 に 発生 し た 地震 の 推定 犠牲 者 数 は 1 ~ 
4 万 人 に 上 っ て お り 、 甚 大 な 被害 を 避け る た め 
に 迅速 か つ 包括 的 な 対応 準備 が 求め られ る 。 


理由 の 三 つ 目 は 、 こ うし た 非常 事態 の 増加 が 
懸念 され て いる こと だ 。 イ クレ イ の Van Begin 
氏 に よる と 「 気 候 変 動 が も た ら す 影響 は 、 政 策 
レベ ル の 対応 強化 を 後押し し て いる 」 と いう 。 
ま た az-Vasquez 氏 も この 見 方 に 同意 し 、 
「 自 然 災 害 の 頻発 と 被害 の 深刻 化 は 、 市 民 や 自 
治 体 の 大 き な 懸 念 事 項 に な りつ つ あ り 、 多 く の 
都市 で は 取り 組み が 加速 し て いる 」 と 指摘 する 。 
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ljjaz-Vasquez 氏 に よる と 、 最 大 の 課題 は こう 

し た 仏 威 へ の 対応 策 を 明確 化す る こと だ 。「 気 候 
変動 に つい て 一 定 の 理解 が あっ て も 、 都 市 と し 
て 打ち 出す べき 対策 に つい て は 不明 な 点 が 多い 。 
今後 50 年 間 の 非常 事態 に 耐え うる イン フラ 
作り を 計画 する に し て も 、 ど こま で 深刻 な 被害 
を 想定 すべ き な の か わか ら な いか ら だ 」 と 同氏 
は 語る 。 都 市 レジ リエ ンス の 強化 に 向け 、 対 応 
に 必要 な アセ ッ ト と 計画 の 柔軟 性 を 高め る こと 
が 重要 と な る の は その た め だ 。Badiane 氏 が 
指摘 する よう に 、「 災 害 を コン トロ ー ル する こと 
は で き な い 。 で きる の は 、 万 全 の 準備 を 整え る 
こと だ け だ 。」 


リス ク と 対応 体制 : 経済 力 と 透明 性 に 関す 
る 再考 

SCI で は レジ リエ ンス に 関す る スコ ア を 設け て 
いな い が 、 関 連 指標 を 損害 ・ 脅 威 の 深刻 化 要 因 ・ 
関連 アセ ッ ト ・ 対 応 準備 と いう 3 つの カテ ゴ 
リー に 分 け て 検証 し て いる 。 


前 述 の よう に 、 過 去 10 年 に 発生 し た 非常 
事態 で 生じ た 被害 は 比較 的 少な い 。 そ の た め 
損害 ・ 脅 威 の 深刻 化 要因 と いう カテ ゴリ ー の 
スコ ア は 、 リ スク の 絶対 値 で は な く 相 対 値 を 
評価 し て いる 。 多 く の 都 市 は 、EIU が 非常 に 優 
秀 と 見 な す 75 ポイ ント (100 点 満 点 ) 以上 を 
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損害 ・ 脅 威 の 深刻 化 要因 関連 アセ ッ ト 対応 準備 

コペン ハー ゲン 986 シン ガボール 100.0 ワシ ント ン DC 995 
シン ガ ポ ー ル 975 東京 981 アム ステ ルダム 992 
アム ステ ルダム 967 シカ ゴ 95.6 ブリ ュ ッ セル 99.2 
大 阪 96.4 ロサ ン ゼ ルス 956 シン ガ ポ ー ル 992 
スト ッ ク ホ ルム 960 ニュ ー ヨ ー ク 95.6 ロサ ン ゼ ルス 98.9 
東京 94.6 ワシ ント ン DC 956 ニュ ー ヨ ー ク 989 
フラ ンク フル ト 945 香港 930 東京 98.9 
香港 944 台北 927 トロ ント 989 
チュ ー リ ッ ヒ 94.2 サン フラ ン シ ス コ 92.6 ソウ ル 987 
シカ ゴ 941 メル ボル ン 92.4 シカ ゴ 98.4 
サン フラ ン シ ス コ 941 大 阪 92.4 ダラ ス 98.4 
ダラ 93.7 シド ニー 92.4 大 阪 98.4 
トロ ント 93.6 トロ ント 92.4 サン シフ ラン シス コ 98.4 
メル ボル ン 92.9 ララ < 92.0 メル ボル ン 97.9 
シド ニー 92.9 アム ステ ルダム 90.2 シド ニー 97.9 
台北 897 パリ 902 ie Hl Sol 979 
ソウ ル Dos ソウ ル 89.9 バル セロ ナ 97.4 
2 ラル シッ ーー ル 88.9 Des 888 マドリ ッ ド 97.4 
マドリ ッ ド 889 アブ ダビ 887 フラ ンク フル ト 94.8 
ミラ 87.8 ドバイ 887 香港 849 
アブ ダビ 869 スト ッ ク ホ ルム 87.4 コペン ハー ゲン 841 
バル セロ ナ 86.9 SE 873 ロン ドン 833 
ドバイ 86.9 ウェ リン トン 86.5 台北 813 
回 ウド シン 86.9 ce ツラ 852 パリ 77.8 
クウ ェ ー ト 867 フラ ンク フル ト 833 スト ッ ク ホ ルム 765 
ヲ エ ノ ス ア ゴイ レス 86.4 ブリ ュ ッ セル 82.6 デー リツ 765 
ワシ ント ン DC 86.4 バル セロ ナ 81.6 北京 757 
ロサ ン ゼ ルス 857 マドリ ッ ド 816 上 海 757 
サン ティ アゴ 853 ミラ ノ 767 ブエノスアイレス 69.8 
Dis 85.1 北京 749 ミラ ン 690 
北京 84.8 上 海 749 ロー マ 688 
ヨハ ネス ブル グ 848 ロー マ 729 WSE 677 
ウェ リン トン 846 サン ティ アゴ 702 モス クワ 669 
ブリ ュ ッ セル 842 クウ ェ ー ト 690 ドバイ 667 
リオ デジ ャ ネイ ロ EEN ヨハ ネス ブル グ 672 クア ラル ンプ ー ル 667 
上 海 822 ムン バイ 67.2 ジン ョ 2 615 
モス クワ 81.8 クア ラル ンプ ー ル 67.1 ニュ ー デ リー 60.8 
メキ シコ シテ ィ 81.2 Desk 665 リマ 593 
リヤ ド 8o8 ブエノスアイレス 66.4 リオ デジ ャ ネイ ロ 59.3 
サン パウ ロ 80.5 ニル 66.4 サン パウ ロ 593 
E 791 リマ 661 ムン バイ 57.9 
パリ 791 ニュ ー デ リー 64.6 ジャ カル タ 57.4 
ホー チミ ン 787 リオ デジ ャ ネイ ロ 646 イス タン ブー ル 570 
EEN 76.4 EES 617 ホー チミ ン 56.9 
リマ 750 メキ シコ シテ ィ 611 マニ ラ 56.9 
バク ー 72.8 サン パウ ロ 606 ダッ カ 54.8 
マニ ラ ef バン コク 604 ヨハ ネス ブル グ 52.6 
ボゴタ 716 ジャ カル タ 593 EE 517 
ジャ カル タ 714 マニ ラ 582 バン コク 511 
カラ カス 709 キト SÉ Ee 508 
キト 709 ホー チミ ン 546 や セ ジ ゴン 495 
ムン バイ 69.9 EE 54.0 EE 455 
カイ ロ 688 バク ー 53.4 クウ ェ ー ト ド ト 44.6 
Gest Hl 68.6 ボゴタ 50.8 リヤ ド 41.8 
イス タン ブー ル 68.5 カイ ロ 50.1 キト 33.6 
Sa 65.4 2 ウル ラ 525 49.4 ボゴタ 25.0 
バン コク 641 ダッ カ 40.8 カイ ロ 22.0 
SE 63.4 カラ カス 383 EE 20.6 
ダッ カ 48.0 ヤン ゴン 341 バク ー 19.6 
TE 30.4 EE 305 po の 193 
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獲得 し た 。 し か し 被害 の 深刻 度 や リス ク 悪 化 の 
可能 性 は 、 都 市 の 経済 力 に よっ て 大 きく 左右 さ 
れる 。 も ちる ん 先進 国 都市 が 危険 と 無線 な わけ 
で は な い 。 例 えば ウェ リン トン ・ パ リ ・ ロ ンド 
ン ・ ニ ュー ヨー ク は 、 過 去 20 年 間 に 発生 し た 大 
規模 テロ 攻撃 で 深刻 な 被害 を 被っ て いる 。 ま た 
サン フラ ン シ ス コ ・ ロ サン ゼル ス で は 、 サ ン ア 
ンド レア ス 断 層 付 近 を 震源 と する 大 地震 の 発生 
が 今後 10 年 以内 に 予測 され て いる (地元 住民 は 
この 地震 を 學 曲 的 に “the Big One” [大 き な や つ ] 
と 呼ん で いる )。 し か し 最も 深刻 な 被害 が 予測 さ 
れる 都市 が 新興 国 に 多い の も 事実 だ 。Bollyky 氏 
は 「 低 ・ 中 所 得 層 に 属す る 都市 の 多く は 、 気 候 
変動 の 影響 を 受け や すい 場所 に あり 、 医 療 体制 
も 不 十分 な た め 、 深 刻 な リス ク に さら され て い 
る 」 と 指摘 する 。 


En 

10: 経 済 力 と 透明 性 の 相関 関係 

都市 の 経済 力 ・ 透 明 性 vs 関連 アセ ッ ト 
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また 、HDI 経済 力 指数 と 世界 銀行 発行 の 汚職 の 
抑制 指数 の 合成 指標 に よっ て 都市 の 経済 力 ・ 透 
明 性 を 表現 する と 、 レ ジリ エン ス の 関連 アセ ッ 
ト (P14 参照 ) の スコ ア と の 相関 関係 が 見 られ る 。 
また 、 汚 職 の 抑制 件 数 (透明 性 ) と レジ リエ ンス 
の 対応 準備 (P14) の スコ ア と の 間 に も 相関 関係 
が 見 られ る 。 新 興国 が 直面 する 災害 リス ク の 高 さ 
を 考え れ ば 、 こ れ は 大 き な 懸 念 材料 だ ろう 。 


危機 対応 準備 に 関す る 対象 都市 の スコ ア に は 、 
ニ つ の 注目 すべ き 傾 向 が 見 られ る 。 そ の 一 つ 
は 、 他 の カテ ゴリ ー と 比べ て ラン キン グ 上 位 と 
下位 の 都市 に 大 き な 開き が ある こと だ 。 上 位 18 
都市 が 95 ポイ ント 以上 を 獲得 する 一 方 、60 
ポイ ント を 下回る 都市 も 23 あっ た 。 こ こ で 強調 
し て お きた い の は 、 ス コア は あく まで も 相対 的 


60 80 100 


都市 HDI 経 済 力 指数 *・ 汚 職 の 抑制 指数 (世界 銀行 ) の 合成 指標 


"HD = Human Development Index 
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な も の で あり 、 全 て の 都市 に 取り 組み 強化 が 求 
め ら れ て いる と いう 点 だ 。Leon 氏 は 自己 満足 
に 陥る こと の 危険 性 に つい て 、「 危 機 を 予測 す 
る こと が 極め て 難し い 今 、 万 全 な 準備 が 整っ て 
いる 都市 な ど 存在 し な い 。 全 て の 都市 は 、 レジ 
リエ ンス 強化 に 向け た 取り 組み を 加速 させ る 必 


要 が ある 。 例 えば 肉体 的 に 健康 で いる た め に は 、 


継続 的 エク ササ イズ や 健康 な 食 生活 、 十 分 な 睡 
眠 が 必要 だ 。 そ れ と 同じ く 、 実 行 力 と 対応 力 を 
備え た 都市 に な る た め に は 、 レ ジリ エン ス 強 化 
へ 常に 取り 組む 必要 が ある 」 と 語っ て いる 。95 
ポイ ント 以上 を 獲得 し た 都市 は 、 相 対 的 に 良好 
な 成績 を 収め た に 過ぎ ず 、 完 璧 な 準備 が 整っ て 
いる わけ で は な い の だ 。 


トー | 

図 11 : 透 明 性 と 災害 対応 体制 の 相関 関係 

世界 銀行 汚職 の 抑制 指数 vs SCI 2019 年 版 対応 準備 スコ ア 
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経済 力 と 透明 性 は 、SCI の 様々 な 分 野 で 重要 
な 相関 関係 を 示し て いる 。 し か し 経済 力 の 統計 
的 重要 性 は 、 透 明 性 が 向上 すれ ば する ほど 低下 
する 。 つ まり 優れ た ガバ ナン ス 体 制 を 持つ 都市 
は 、 た と え 財 政 規模 が 限ら ち れ て いて も レジ リエ 
ンス 強化 を 効果 的 に 行え る の だ 。 


レジ リエ ンス 強化 に 向け た 鍵 
都市 安全 性 の 検証 と いう SCI の 主題 か ら は 少し 


外れ る が 、 今回 の 聞き 取り 調査 対象 者 は レジ リ 
エン ス 強 化 の ポイ ント を いく つか 指摘 し て いる 。 


まず 重要 な ポイ ント の 一 つと な る の は 、 地 震 ・ 
洪水 な ど 自 然 災害 へ の 対応 能力 に 優れ た 道路 ・ 


世界 銀行 汚職 の 抑制 指数 
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建物 の 整備 だ 。 横 浜 国立 大 学 の 中 村 教 授 に よる 
と 、 日 本 の 経験 か ら 他 国 が 学べ る 教訓 の 1 つ は 、 
質 の 高い 土木 工学 の 重要 性 だ 。 一 つの プロ ジェ 
クト を 実行 する だ け で も 、 レ ジリ エン ス 強 化 に 
大 き な 効 果 を 上 げ る と いう 。 例 えば 日 本 は これ 
まで の 経験 を 生か し 、 地 震 発生 の 約 80 秒 前 に 
住民 へ 警報 で 知ら せる 地震 早期 警報 シス テム を 
進化 させ て きた 。 同 シス テム の 存在 は 、2011 
年 に 発生 し た 東日本 大 震 災 で も 多く の 命 を 救っ 
た 可能 性 が 高い 。 一 方 ロン ドン で は 、 テ ムズ 
バリ ア と 呼ば れる 防潮 堤 を 建設 し て か ら 深 刻 な 
洪水 被害 を 受け て いな い 。 質 の 高い イン フラ が 
も た ら す メリ ッ ト は 、 先 進 国 都 市 で 自然 災害 の 
被害 が 少な い 理由 の 一 つと 考え られ る 。 


イン フラ 整備 に は 巨額 の 投資 が 必要 な こと も 
多い 。 し か し 東京 都 知 事 の 小池 氏 は 、 こ うし た 
取り 組み を 支出 と いう より も 先 を 見 越し た 投資 
と 捉え て いる 。「 十 分 な 備え の な い 状 態 で 災害 に 
直面 すれ ば 、 想 像 を 超え る よう な 損失 が 生じ か 
ね ませ ん 。 で きる 準備 を 最大 限 し て お く 、 備 え 
が 非常 に 重要 で す 」 と 同氏 は 指摘 する 。 


だ が 、 財 政 力 の 劣る 新興 国 都市 が レジ リ 
エン ス 強 化 を 行え な いと 考え る の は 誤り だ 。 
建築 基準 や 防災 イン フラ の 重要 性 に 異論 の 余地 
は な い が 、 こ うし た 取り 組み は あく まで も 一 手 
段 に 過ぎ ず 、 レ ジリ エン ス 強 化 に 不可 欠 な わけ 
で は な い 。 そ し て 巨額 投資 を 必要 と し な い 取 り 
組み も 数 多く 存在 する 。 


取り 組み 実施 段階 で まず 重要 と な る の は 、 政 
策 策定 の 際 に 持続 可能 性 と レジ リエ ンス を 重視 
する こと だ 。 jjaz-Vasquez 氏 が 指摘 する よう に 、 
こう し た アプ ロー チ の 実践 (特に 財政 力 の 限ら 
れる 都市 の 場合 ) に は 創造 力 と 判断 カ が 求め ら 
れる 。「 予 算 が 限ら れる 場合 、 最 大 効果 を 実現 
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で きる 選択 肢 を 見 つけ な けれ ば な ら な い 。 こ れ 
は 決し て 爾 未 な 問題 で は な い 。 直面 する 最大 の 
リス ク が 洪水 に よる コレ ラ の 発生 な の か 、 犯罪 
の 墓 延 な の か 、 あ る い は 干ばつ な の か 。 ま すず 根 
本 的 な 問題 と 対応 方 法 を 明確 に し な けれ ば 、 レ 
ジリ エン ス の 強化 は 難し い 。」 


また レジ リエ ンス 強化 に つなが る 取り 組み 
の 多く は 、 巨 額 の 投資 を 必要 と し な いも の だ 。 
Van Begin 氏 が 指摘 する よう に 、 あ る 種 の 投資 
を 避け る こと で レジ リエ ンス 強化 に つなが る 場 
合 も ある 。「 例 えば 予算 編成 に お いて 、 公 共 交 
通 機関 の 利用 促進 で は な く 、 自 家用 車 向け の 駐 
車 ス ペー ス 拡 大 に 巨額 の 投資 が 予定 され て いる 
と する 。 こ れ は 取り 組み の 方 向 性 自体 に 問題 が 
ある 可能 性 が 高い こと を 示す も の だ 」 と 同氏 は 
語る 。 ま た 災害 の 可能 性 を 考慮 に 入れ た 住居 ・ 
住宅 地 の 整 備 計画 は 、 防 災 能 力 の 強化 に 大 きく 
貢献 する だ る ろう 。「 毎 年 洪水 被害 が 生じ る 地域 で 
不法 占拠 地区 が 拡大 し な いよ うに すれ ば 、 そ れ 
だ け で 災害 対応 の 負担 を 減ら し 、 経 済 的 損失 も 
軽減 する こと が で きる 」 と ljjaz-Vasquez P 
は 指摘 する 。 こ うし た 基本 的 な 取り 組み に は 、 
「 慕 大 な 投資 が 必要 な いた め 、 適 切な 判断 さえ 
下 せ れ ば 実現 可能 だ 。」 だ が 今回 の 調査 結果 を 
見 る と 、 災 害 リ スク を 考慮 に 入れ た 計画 を 実践 
する 都市 は わずか 25 都市 で (P40 参照 )、 北 京 ・ 
上 海 を 除い た 全て が 先進 国 の 都市 で あっ た 。 


予算 規模 に 関わ ら ず 実践 可能 な 取り 組み の 
ー つ は 、 ス テー ク ホ ル ダ ー 間 の 協力 体制 確立 
を 通じ 、 都 市 シス テム の 連携 を 図る こと だ 。 
ロン ドン が 進め る 取り 組み は その 一 例 だ ろう 。 
Hogan-Howe 氏 に よる と 、 英 国 で は 非常 事態 
に 備え た 計画 作り の た め 、 中 央 政府 、 自 治 体 と 
その 他 ス テー ク ホ ル ダ ー で 構成 され る 委員 会 の 
設置 が 法律 で 義務 付け られ て いる 。 ロ ンド ン で 
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入れ た 計画 を 実践 する 都市 は わずか 
25 都 市 で 北京 ・ 上 海 を 除い た 
すべ て が 先進 国 の 都市 だ っ た 


量 的 評価 

0. な し (災害 リス ク は 国 レ ベル の 経済 開発 計画 ・ 自 治 体 レベ ル の 都市 計画 
の 両方 で 考慮 され て いな い ) 

1. 部 分 的 に あり : 国 レベ ル の 開発 計画 ・ 戦 略 で 考慮 され て いる 


2. 両方 あり : 国 レベ ル の 開発 計画 ・ 戦 略 と 自治 体 レ ベル の 都市 計画 ( 例 : 政 
策 ・ 指 針 ・ 都 市 開発 計画 戦略 ) の 両方 で 考慮 され て いる 


単位 : ス コア 0-2 
年 : 2019 


内 容 

災害 リス ク は 以下 2 つの レベ ル で 考慮 され て いる か ? 
a 国 レベ ル の 開発 計画 

b. 自治 体 レ ベル の 都市 計画 ・ デ ザイ ン 


@ 
@ 人 
Kei 
ef る ei 人 @ e e 
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進め られ て いる 。 救急 
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は 洪水 が 最大 の 自然 災害 リス ク と 見 な され て お 
り 、 警 報 シ ステ ム と 対応 能力 の 強化 が 重点 的 に 
・ 消 防 サ ービス 関係 者 だ 
け で な く 、 ボ ラン ティ ア で 参加 する 住民 に も 緊 
和 合同 防災 訓練 
も 行わ れる 。 ま た 委員 会 は 、 訓 練 で 見 つか っ た 
課題 を 防災 Ni SE 「 ロ ンド 
ン で は 万 全 の 体制 が 整え られ て いる が 、 非 常時 
に 不測 の 事態 は つき も の だ 。 さ ら に 取り 組み を 


進め る 必要 が ある だ ろう 」 と Hogan-Howe P 


は 語る 。 


テク ノロ ジー 活用 と 連携 計画 の 準備 が 危機 

対応 に 不可 欠 だ と いう 考え 方 は 、 決 し て 新しい 
も の で は な い 。 し か し レジ リエ ンス の 重要 性 が 
高まる 中 、 イ ノノ ベー ティブ な アプ ロー チ が 見 ら 
れる よう に な っ て いる の も 確か だ 。 


例え ば 、 防 災 イ ン フ ラ に 関す る 考え 方 は 現在 
大 きく 変わ りつ つ あ る 。Tomer 氏 に よる と 、 
自然 の 脅威 を 軽減 する た め に は 自然 と 真っ 向 
か ら 対 時 する の で な く 、「 そ の 働き を いか に 活用 
する か と いう "温故知新" 的 な 考え 方 が 重要 だ 」 


と いう 「。 


jjiaz-Vasquez 氏 も この 見 方 に 同意 し 、 
「 自 然 資産 を 活か し た リス ク 対 応 」 が レジ リエ 
ンス 強化 に 大 き な 役 割 を 果たす と 指摘 し て い 
る 。 特 に 財政 力 が 限ら れ 、 大 規模 イン フラ 投資 
が 難し い 都 市 で は 、 こ うし た アプ ロー チ が 有効 
だ ろう 。 同氏 が その 一 例 と し て 挙げ る の は 、 コ 
ロン ボ (スリ ラン カ ) の 取り 組み だ 。2010 年 
に 発生 し た 洪水 被害 に より 、 同 都市 で は 自然 の 
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湿地 帯 が 雨水 吸収 や 洪水 管理 に 果たす 役割 が 改 
め て 浮き 彫り と な っ た 。 都 市 開発 の 影響 に より 
湿地 帯 が 減少 し た こと で 、 被 害 が さら に 大 きく 
な っ た の だ 。 こ の 教訓 を 受け 、 地 元 自治 体 は 湿 
地帯 の 地図 作成 と 保護 活動 を 進め て いる と いう 。 
また 保護 活動 の 一 環 と し て 設け た 開発 制限 地区 
ー 部 を 利用 し 、 二 つの 大 規模 自然 公園 を 整備 。 
洪水 が 頻 発する 期間 を 除き 、 地 元 住 民 に 憩い の 
場 と し て 提供 され て いる 。 ま た 持続 可能 か つ 一 
買 し た 都市 計画 の 重要 性 に 対す る 認識 を 高め る 
た め 、 市 民 向 け の 教育 イベ ント な ども 定期 的 に 
開催 し て いる 。 コ ロン ボ が 進め る こう し た 取り 
組み は 、 様 々 な 側面 で レジ リエ ンス 強化 に 貢 


献 し て いる の だ 。 横浜 市 立 大 学 の 中 村 教 授 
が 指摘 する よう に 、 都 市 の 対応 が "開発 か 非 開 


発 か " と いう 単純 な 二 者 択 一 で ある 必要 は な い 。 

「 重 要 な の は 、 保 護 す べき 自然 環境 と 利便 性 の 向 
上 と いう 二 つ の 要素 の 適正 バラ ンス を 見 極め る 
こと だ 。」 


革新 的 な 発想 が 見 られ る の は 、 イ ン フ ラ の レ 
ジリ エン ス 強 化 と いう 分 野 だ け で は な い 。 近 年 、 
災害 対応 に 向け た 協力 体制 に つい て も 新た な 考 
え 方 が 広まっ て お り 、 特 に 社会 的 レジ リエ ンス 
(コミ ュ ニ ティ 全体 が 有事 に 連携 する 能力 ) の 
重要 性 に 対す る 認識 の 高まり が 見 られ る 。 中村 
氏 に よる と 、1995 年 の 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 で は 、 
犠牲 者 数 と 被害 規模 に 大 き な 地 域 差 が あっ た 。 
研究 を 通じ て 明らか と な っ た の は 、「 地 域内 の 住 
民 同 士 に 日 常 的 な 繋が り が あっ た か どう か 」 が 
被害 を 大 きく 左右 し た こと だ 。「 コ ミュ ニテ ィ で 
定期 的 に イベ ント が 催さ れ て いた か 。 近隣 住民 
が お 互い の 顔 や 名 前 を 知っ て いた か 。 こ うし た 


16 詳細 に つい て は 右記 の 記事 を 参照 : Earth Economics and 100 Resilient Cities, Building Urban Resilience with Nature: A Practitioner's 
Guide to Action, 2018: Steffen Lehmann, “Reconnecting with nature: Developing urban spaces in the age of climate change " Emerald 
Open Research, 2019. 


17 詳 


E 細 に つい て は 右記 の 記事 


Dë Global Facility for Disaster Reduction and Recovery, “Urban Wetlands Management in Colombo A 


new model for urban bauen 2018: “Colombo's wetlands float to top of flood prevention plan" Reuters 2018 年 5 月 22 日 . 
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地域 の つなが り (社会 関係 資本 ) が 、 一 緒 に ロー 
プ を 引っ 張る 、 あ る い は バケ ツリ レー を する と 
いっ た 救助 活動 の 質 に 影響 を 及ぼ し た 」 と 同氏 
は 語る 。 


これ は 日 本 だ け に 見 られ る 現象 で は な い 。 
ある 研究 に よる と 、 社 会 関係 資本 は 個人 ・ 近 
隣 住民 ・ 都 市 の 災害 対応 能力 や 回 復 力 に 大 き 
な 影響 を 及ぼ す 。2003 年 に パリ を 襲っ た 猛暑 
や 、 EE 
E EE $ この 
傾向 が 顕著 に 見 られ る と いう EE 
し く 進 む ニ ュー ヨー ク の よう な 場所 で も 、 地 域 
の つなが り が 非常 時 に 重要 と な る こと は 変わ ら 
な い 。2012 年 に ハリ ケー ン サ ン デ ィ で 特に 大 
き な 被 害 を 被っ た 住民 の 多く は 、 主 に 支援 を 受 
けた 相手 と し て 親族 ・ 友 人 ・ 近 隣 住民 を 挙げ て 
いる 。 また こう し た 非常 事態 に は 、 テ クノ ロ 
ー も 重要 な 役割 を 果たす 。 例 えば 複数 の 研究 
災害 発生 時 に は ユー ザー 同士 が 被害 
情報 を 交換 する た め 、( 特 に へ ビー ユー ザー より 
も 平均 的 ユー ザー の 間 で ) ソー シャ ル メ ディ ア 
の 利用 が 活発 化す る と いう “。 


また 自治 体 に は 、 特 定 リス ク 向 け 対 策 と 総合 
対策 の 両面 で 社会 的 レジ リエ ンス の 強化 を 図る 
こと が 求め られ る 。 パ リ が 進め て いる 取り 組み 
は その 一 例 だ 。 フ ラン ス だ け で 15000 人 近い 
犠牲 者 を 出し た 2003 年 の 猛暑 を 受け 、 パ リ 市 
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は 一 定 の 気温 に 達し た 場合 に 保健 衛生 官 が 要 支 
援 登録 を 受け た 住民 の 家 を 訪問 する な どの 対策 
を 打ち 出し て いる ” 。 ま た 副 市 長 の Emmanuel 
Grégoire 氏 に よる と 、 自 治 体 は 「 コ ミュ ニテ ィ 
の つなが り が 密接 で あれ ば ある ほど 、 非 常時 の 
対応 や レジ リエ ンス 戦略 が 強化 され る 」 と いう 
考え の も と 、 社 会 格差 解消 プロ グラ ム へ の 投資 
も 拡大 し て いる と いう 。 


コミ ュ ニ ティ が 果たす 役割 を 認識 し 、 対 応 
計画 立案 の 際 に ステ ー ク ホル ダー の 参加 を 促す 
こと も 重要 だ 。 防 災 訓 練 に 民間 ボラ ンティア 
組織 も 参加 する ロン ドン の アプ ロー チ は 、 そ の 
意味 で も 有効 だ ろう 。Hogan-Howe 氏 に よる 
と 、 こ の 取り 組み は 決し て うわ べ だ け の 取組 み 

で は な い 。 危機 発生 時 の み に 必 要 と な る イン フ 
ラ や 対応 体制 を 、 自 治 体 が 単独 で 整備 する と 
「 コ スト が か か りす ぎる 」 の だ 。「 そ の 意味 で も 、 
ボラ ンティア 組織 が 事態 発生 時 に 果たす 役割 は 
大 きい 」 と 同氏 は 指摘 する 。 ま た Gregoire 氏 
に よる と 、 パ リ 市 の レジ リエ ンス 政策 も 「 自 治 
体 ・ 中 央 政府 ・ 住 民 ・ 企 業 ・NGO な ど 様 々 な 
組織 の 幅広 い パ ー ト ナー シッ プ に よっ て 成立 
し て いる 」 と いう 。「 多 様 な ステ ー ク ホル ダー 
が 協力 し 合う こと で は じ め て 、 危 機 へ の 効果 的 
対応 を 実現 で きる 」 の だ “。 


レジ リエ ンス 強化 を 図る 上 で 最も 重要 な 
こと は 、 コ ミュ ニテ ィ の つなが り を 高め る 場所 


8 F Richard keller, Fatal Isolation: The Devastating Paris Heat Wave of 2003, 2015: N. Nirupama et al., “Role of social resilience in 
mitigating disasters,” International Journal of Disaster Resilience in the But Environment, 2015: Jeanne Leroy et a. "Vulnerability and 
social resilience: comparison of two neighborhoods in New Orleans after Hurricane Katrina,′ E3S Web of Conferences: 3rd European 
Conference on Flood Risk Management, 2016 


3 Associated Press-NORCCenter Tor Public Affairs Research. “Resilience in the Wake of Superstorm Sandy: Research Highlights.* 
2013. 


20 Meredith Miles 他 “Social media usage patterns during natural hazards,′ PLOS One, 2019. 
7 “Canicule", パリ 政府 ウェ ブサ イト (2019 年 5 月 2 日 に アク セス ) 
22 イン タビ ュー は 次 の 2 つの イベ ント で 実施 : the Urban 20 (U20) Mayor's Summit / Urban Resilience Forum Tokyo (URF) 東京 2019 年 5 月 21 日 
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を 作る こと だ 。Johnston 氏 は 、 そ の 例 と し て 
比較 的 容易 に 実現 可能 な 二 つ の 取り 組み を 挙げ 
て いる 。 一 つ 目 は 、 近 隣地 域 の 清掃 活動 ・ 街 灯 
整備 、 公 共 交 通 機関 を は じ め と する サー ビス の 
拡充 な ど 、 生 活 の 質 向上 に つなが る 分 野 に 注力 
する こと だ 。 安 心 感 が 高まる こと で 、 住 民 が 公 
共 ス ペー スム へ 積極 的 に 足 を 運ぶ よう に な り 、 さ 
ら に 安全 性 が 向上 する と いう プラ ス の 循環 を 
生み 出す こと が で きる だ ろう 。「 コ ミュ ニテ ィ 
の つなが り 強 化 と いう 面 で も 直接 的 効果 を 期待 
で きる 」 と 同氏 は 指摘 する 。 


都市 運営 の リー ダー へ の イン タビ ュー : 


ロン ドン 警視 店 元 警 視 総監 Bernard Hogan-Howe 氏 


The Economist Intelligence Unit 
(EIU) : ロン ドン が 安全 性 向上 に 向け て 生み 
出し た イノ ベー ショ ン の 中 で 、 他 の 都市 の 
参考 に な り そ う な も の は あり ます か ? 


Hogan-Howe 氏 : 私 が 退任 し た 時 期 か ら 、 
ロン ドン 警視 庁 は 900 万 ポン ド ( 約 12 億 
円 ) を 投資 し 、2 万 3000 人 の 警察 官 に ウェ 
アラ ブル カメ ラ を 支給 する 取り 組み を 進め 
て いま す 。 証拠 収集 能力 の 強化 と いう 意味 
で も 効果 を 上 げ て いま す が 、 最 も 重要 な の 
は 警察 官 に 説明 責任 と いう 意識 を 植え 付け 
た こと で す 。 ロ ンド ン 和 警視 庁 に 在籍 し た 過 
去 40 年 間 で 、 抑 留 施 設 で の CCTV 活用 や 
容疑 者 取調 べ の 録画 な ど テ クノ ロジ ー を 活 
用 し た 変革 が 進み まし た が 、 こ の 取り 組み 
は 次 の ステ ッ プ と 言え る で し ょ う 。 


こう し た 変化 に よっ て 、 ロ ンド ン 警 視 庁 の 
捜査 能力 は 大 きく 向上 し て いま す 。 私 の 記 
憶 で は 、 警 官 に よる 虚偽 申告 や 誤認 逮捕 が 
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ニ つ 目 は 、「 物 理 的 スペ ー ス だ け で な く 、 社 
会 的 スペ ー ス を 生み 出す 」 こ と で 、 コ ミュ ニ 
ティ の つなが り と 住民 の 帰属 意識 を 高め る こと 
だ 。 イ ベン ト 支 援 、 あ る い は 家族 ・ 市 民 グ ルー 
プ が スポ ー ツ ・ 文 化 ・ 教 育 活動 を 安全 に 行え る 
スペ ー ス を 整備 する と いっ た 取り 組み は その 一 
例 だ 。 レ ジリ エン ス に 不可 欠 な 社会 的 つなが り 
を 高め る こと で 、 都 市 の 安全 性 も 強化 する こと 
が で きる だ ろう 。 こ うし た 例 か ら も 明らか な 
よう に 、 レ ジリ エン ス は 1 つの 独立 し た カテ ゴ 
リー と いう より も 、 あ ら ゆ る 面 で 都市 の 安全 性 
と 密接 に 関連 し 合う 要因 な の だ 。 


近年 ほとん ど 発生 し て いま せん 。 事 実に 基 
づく 一 貫 性 の 高い 捜査 活動 を 行い 、 説 明 責 
任 が 向上 すれ ば 大 き な プ ラス と な る で し ょ 
う 。 警 察 へ の 信頼 性 が 高 ま れ ば 、 裁 判 所 に 
も 同じ 効果 が 期待 で き 、 全 体 と し て 警察 司 
法制 度 (法治 体制 ) の 強化 に つなが る は ず 
で す 。 


EIU : デー タ ア ナリ ティ クス 活用 と いっ た 取 
り 組 み は 、 犯罪 抑止 に どの 程度 の 影響 を 与 
える の で し ょ うか ? 治安 確保 に 向け た 活動 
に は マイ ナス 面 も つき も の で す が 、 そ の 点 
に つい て は どう お 考え で すか ? 


Hogan-Howe E : 犯罪 抑止 戦略 と いう 言 
葉 が よく 使わ れ ま す が 、 こ うし た 取り 組み 
は 必ず し も 戦略 的 見 地 か ら 行 われ る も の で 
は あり ませ ん 。 現在 ロン ドン で は 街 の いた 
る と ころ に CCTV カメ ラ が 設置 され て お り 、 
殺人 事件 検挙 率 959%% と いう 高い 数 字 に 貢献 
し て いま す 。 し か し 、CCTV カメ ラ が これ 
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だ け 普 及 し た の は 、 設 置 を 進め る 際 に 明確 な 
戦略 を 持た な か っ た か ら だ と 思い ます 。 ロ 

ンド ン 市 民 が 、 CCTV カメ ラ を プラ イバシー 
良 害 の 脅威 と いう より 、 社 会 に プラ ス を も 
た ら す 存在 と し て 概ね 好意 的 に 受け 入れ て 
いる の も その た めで し ょ う 。 


学校 な ど 公 共 ス ペー ス で の 犯罪 抑止 に つ 
な が る デザ イン 上 の 対策 は あり ます が 、 防 
災 対 策 ほ ど 効 果 は 高く あり ませ ん 。 ま た 火 
災 保 険 な どの 存在 は 防災 意識 の 向上 に 役 
立っ て いま す が 、 犯罪 に 関し て は この よう 
な 仕組 み が ほ と ん ど あ り ま せん 。 


車両 盗難 や 住居 侵入 を 難し くす る よう デ 
ザイ ン す る こと で 、 公 共 ス ペー ス で の 犯罪 
防止 に 役立て る こと は 可能 で す 。 効果 的 な 
取り 組み が いく つか 見 られ ます が 、 ま だ 
十分 で は あり ませ ん 。 違法 薬物 の 池 沙 や 度 
を 超え た アル コー ル 消 費 も 暴力 事件 の 増加 
に つなが る た め 、 こ うし た 分 野 で の さら な 
る 取締 り 強 化 も 必要 で し ょ う 。 ま た 犯罪 遭 
遇 率 が 最も 高い 若者 世代 に 対す る 教育 活動 
も 重要 で す が 、 彼 ら の 関心 を 高め る 努力 が 
十分 に 行わ れ て いる と は 言え ませ ん 。 


犯罪 抑止 の 仕組 み を 作る こと も 重要 
で す が 、 よ り 踏 み 込ん だ 取り 組み が 求め ら 
れ て いる の で は な いで し ょ うか 。 


EIU : ロン ドン は これ まで 様々 な テロ 攻撃 に 
対処 し て きま し た が 、 他 の 都市 が 学 ぶ こ と 
の で きる 教訓 は あり ます か ? 
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Hogan-Howe 氏 : テロ 攻撃 が 実際 に 発 
生 し た 時 点 で 、 都 市 は 大 き な 問 題 を 抱え る 
こと に な り ま す 。 そ の 意味 で より 重要 と な る 
の は 、 未 然 に 攻撃 を 抑止 する 戦略 で し ょ う 。 
英国 が 対 テロ 戦略 と し て 掲げ る の は 、 抑 止 
(prevention) ・ 保 護 (protection) ・ 即 時 対 
応 (pursuit)、 つ まり 計画 段階 で 攻撃 を 阻 
止 し 、 標 的 と な り そ う な 場所 を 守り 、 攻 撃 
が 発生 し た 際 に は 迅速 に 対応 する と いう 三 
つの 原則 で す 。 こ れ ら の 原則 を 中 央 政府 や 
自治 体 レ ベル で 徹底 する た め 、 様 々 な 取り 
組み が 求め られ て いま す 。 ま た ステ ー ク ホ 
ル ダ ー 間 の 信頼 関係 も 重要 と な る で し ょ う 。 
英国 は こう し た 面 で 優れ た 取り 組み を し て 
いる と 思い ます 。 


EIU : ロン ドン の よう に オー プン か つ 活 気 に 
満ち た 都市 で 任務 を 遂行 する 際 に 直面 する 
課題 と は どの よう な も の で すか ? 


Hogan-Howe 氏 : 民主 主義 国家 で は 、 
市 民 の 権利 と 個人 情報 を 使っ た 捜査 の 権限 
と いう 2 つの 側面 の バラ ンス を 取る 必要 が 
あり ます 。 そ し て どこ で バラ ンス を 取る 
か は 、 警 察 の 任務 遂行 能力 を 大 きく 左右 し 
ます 。 プ ライ バシ ー を 保護 すれ ば する ほ 
ど 、 あ る 種 の リス ク は 増大 する 恐れ が ある 
か ら で す 。 一 方 、 安 全 性 が 高く て も 、 プ ラ 
イバシー が 尊重 され な い 権 威 主義 的 な 国 で 
あれ ば 、 必 ず し も 住み 心地 が 良い と は 言え 
ませ ん 。 私 な ら 多 分 住ま な いで し ょ う 。 こ 
の 問題 に つい て 議論 する 際 に は 、 こ の 点 に 
留意 する 必要 が ある と 思い ます 。 
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お わり に 


「 世 界 が 住み よい 場所 に な る どう か は 、 都 市 の 将来 に か か っ て いる 」 と いう 
Bollyky 氏 の 言葉 は この 調査 を 締め くく る の に ふさ わし い 言 葉 だ 。 人類 が 
どの よう に 生き る の か 、 そ し て 日 常 レ ベル で 社会 の 安全 性 が 保 た れる か ど 
うか は 、 急 成長 を 遂げ る 都市 の あり 方 に か か っ て いる の だ 。 


し か し 都市 の 安全 性 強化 は 決し て 容易 で は な い 。 安全 性 に 寄与 する 様々 
な 要因 は 複雑 な 相関 関係 に ある か ら だ 。 ま た 非常 事態 発生 の 際 に は 、 対 策 
の 質 だ け で な く 、 運 が 被害 の 深刻 度 を 左右 する こと も ある 。Safe Cities 
Index 2019 で は 、 都 市 の 安全 性 強化 の 鍵 と な る いく つか の ポイ ント が 浮 
き 彫 り に な っ た : 


@ 都市 の 安全 性 は 、 複 雑 か つ 多 様 な 要因 が 相互 に 影響 し 合い な が ら 成 り 
立っ て いる 
住民 が 安心 感 を 持て る 都市 環境 の 実現 に は 、 様 々 な 要因 が 関わ っ て い 
る 。SCI で 用 いら れ た 安全 性 に 関す る 4 つの カテ ゴリ ー が 様々 な 指標 
で 構成 され て いる の は その た め だ 。 一 見 する と 関係 性 の 薄い 4 つの カ 
テ ゴ リ ー や 指標 自体 も 互い に 影響 を 与え 人 合っ て いる 。 あ る 分 野 で 安全 
性 が 低下 すれ ば 、 そ の 他 の 分 野 で も 急速 に 安全 性 が 損なわ れる 恐れ が 
ある の だ 。 


@ 経済 力 は 都市 の 安全 性 強化 に 影響 を 及ぼ す が 、 必 要 不 可 欠 な 要因 で は 
な い 
安全 な 都市 は 経済 力も 高い 傾向 が 見 られ る が 、 投 資 規模 と 安全 性 が 常 
に 比例 する わけ で は な い 。 所 得 水準 の 高い 都市 が 安全 性 を 確保 し て い 
る の は 、 問 題 へ 深く 関与 し 、 大 規模 投資 を 必要 と し な い 分 野 で も 効果 
的 な 政策 を 打ち 出し て いる か ら だ 。 例 えば 災害 リス ク を 考慮 し た 都市 
計画 に 慕 大 な 予算 は 必要 な い 。 自 然 が 持つ 抑止 効果 を 活用 し た 計画 を 
策定 する だ け で も 、 長 期 的 な 安全 性 強化 に 役立つ だ ろう 。 財 政 規模 
の 限ら れ た 都市 で は 、 制 約 の 中 で いか に 安全 性 を 高め る か と いう 視点 
が 特に 重要 と な る 。 一 方 先進 国 の 都市 は 、 様 々 な 問題 に 直面 する 中 で 、 
いか に 安全 性 (特に レジ リエ ンス ) 強化 の 一 買 し た 取り 組み を 行う か 
と いう 点 が 重要 に な る だ ろう 。 


@ 透明 性 ・ 説 明 責 任 は 安全 性 強化 の 重要 な 鍵 と な る 


安全 性 の 強化 に は 優れ た ガバ ナン ス 体 制 が 不可 欠 だ 。 今回 の ラン キン 
グ で も 、 透 明 性 は 一 人 当たり 所 得 と 同様 の 影響 を 及ぼ し て お り 、 特 に 
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レジ リエ ンス と 密接 な 関連 性 を 示し た 。 説明 責任 が 不足 すれ ば 、 安 全 
性 より も 特定 グル ー プ の 利害 が 優先 され る 恐れ が あり 、 安 全 性 強化 の 
取り 組み に 対す る 一 般 市 民 の 関与 レベ ル も (取り 組み の 有用 性 に 関わ 
ら ず ) 低下 する 可能 性 が 高い 。 説 明 責任 の 向上 は 、 必 ず し も 財政 力 
を 必要 と する 取り 組み で は な い 。 例 えば フラ ンス と バル バド ス は 共 
に 、Transparency International に よる 腐敗 認識 指数 (Corruption 
Perception Index) で 良好 な スコ ア を 獲得 し て いる が 、 後 者 の 一 人 当 
た り GDP は 前 者 の 半分 以下 だ 。 


@⑯ 都市 の 安全 性 強化 に は 、 ス テー ク ホ ル ダ ー 間 (ひい て は 社会 全体 ) の 
連携 が 不可 欠 だ 
都市 安全 性 の 強化 に は 、 ス テー ク ホ ル ダ ー が カテ ゴリ ー の 枠組 み を 超 
えて 取り 組み を 強化 し 合う 努力 が 求め られ る 。 そ の た め に は 一 貫 し た 
協力 計画 や 共通 問題 の 相互 検討 が 欠か せな い 。 ま た 市 民 ・ 企 業 ・ 自 治 
体 が 、 健 康 的 生活 スタ イル の 実現 や 犯罪 通報 の 促進 、 コ ンピュータ ・ 
ウィ ルス 対策 と いっ た 様々 な 分 野 で 取り 組み を 積極 的 に 進め る こと も 
重要 と な る 。 都 市 が 深刻 な 事態 に 直面 し た 際 に は 、 社 会 参加 が 大 き な 
役割 を 果たす 。 政 策 担当 者 に は 、 透 明 性 向上 な どの 取り 組み を 通じ て 
市 民 と の 信頼 関係 を 構築 し 、 社 会 的 つなが り の 向上 や 市 民 社 会 の 繁栄 
に つなが る 機会 を 提供 する 努力 が 求め られ る だ ろう 。 
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付録 1 : SCI 2019 年 版 ラ ン キ ング ・ ス コア 


サイ バー セキ ュ リ ティ 2019 年 
平均 値 : 67.2 


順位 都市 スコ ア 
0 20 40 60 80 100 
1 東京 94.4 
2 シン ガ ポ ー ル 93.1 
3 シカ ゴ 92.9 
4 ワシ ント ン DC 92.2 
=5 ロサ ン ゼ ルス 91.4 
=5 サンフランシスコ 91.4 
7 ダラ ス 91.3 
8 SEH 91.1 
9 トロ ント 90.6 
10 ロン ドン 90.2 
=11 メル ボル ン 89.4 
=11 大 阪 89.4 
=11 シド ニー 89.4 
14 アム ステ ルダム 89.0 
15 コペン ハー ゲン * 87.3 
16 スト ッ ク ホ ルム 85.5 
17 。 ソゥ ウル 84.7 
18 チュ ー リ ッ ヒ 80.8 
19 ウェ リン トン 80.2 
20 パリ 80.0 
21 。 フランクフルト 78.9 
22 香港 78.8 
23 台北 77.0 
=24 アブ ダビ 74.1 
=24 ドバイ * 74.1 
26 ブリ ュ ッ セル 74.0 
27 ミラ ノ 72.5 
=28 バル セロ ナ 69.2 
=28 マドリ ッ ド 69.2 
30 ロー マ 67.5 
31 。 ブエノスアイレス 65.0 
32 サン ティ アゴ 64.6 
33 。 イスタンブール 61.9 
34 ヨハ ネス ブル グ 60.2 
35 メキ シコ シテ ィ 58.4 
36 北京 58.1 
37 LS 57.4 
38 リヤド 56.5 
39 クウ ェ ー ト 56.4 
40 バン コク 56.2 
41 ボゴタ 54.7 
42 キト 54.5 
43 。 ク アラ ルン ブー ル 54.4 
44 リオ デジ ャ ネイ ロ 52.7 
45 マニ ラ 52.1 
46 バク ー* 51.7 
=47 ムン バイ 51.0 
=47 ニュ ー デ リー 51.0 
49 Us 49.8 
50 サン パウ ロ 49.4 
51 カサ ブラ ンカ 44.9 
52 カラチ 43.1 
53 カラ カス 42.9 
54 モス クワ 42.8 
55 ジャカルタ 42.3 
56 ラゴス * 42.2 
57 ダッカ 41.9 
58 カイ ロ 40.7 
59 ホー チミ ン 40.2 
60 ヤン ゴン 27.8 


*= 新た に 追加 され た 都市 
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| | 

医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 2019 年 

平均 値 :68 

順位 都市 スコ ョ コア 
0 20 

1 大 阪 

2 東京 

3 ソウ ル 

=4 アム ステ ルダム 

=4 スト ッ ク ホ ルム 

6 フラ ンク フル ト 

7 ワシ ント ン DC 

8 シン ガ ポ ー ル 

9 チュー リツ 区 

10 台北 

=11 コペン ハー ゲン * 

=11 シド ニー 

=13 ブリ ュ ッ セル 

=13 メル ボル ン 

15 パリ 

16 ロン ドン 

17 トロ ント 

18 サン フラ ン シ ス コ 

19 シカ ゴ 

=20 マドリ ッ ド 

=20 ニュ ー ヨ ー ク 

22 ダラ ス 

23 ` ロサンゼルス 

24 バル セロ ナ 

25 ロー マ 

26 ミラ ノ 

27 香港 

28 ウェ リン トン 

29 アフ ダビ 

30 モス クワ 

31 ドバイ * 

32 ブエノスアイレス 

33 北京 

34 LS 

35 クウ ェ ー ト 

=36 リオ デジ ャ ネイ ロ 

=36 サン パウ ロ 

=38 クア ラル ンプ ブー ル 

=38 サン ティ アゴ 

40 メキ シコ シテ ィ 

41 バク ー* 

42 リヤ ド 

43 イス タン ブー ル 

44 リマ 

45 バン コク 

46 キト 

47 ボゴタ 

48 マニ ラ 

49 ボー チミ > 

50 ムン バイ 

51 ニュ ー デ リー 

52 ヨハ ネス ブル グ 

53 ジャ カル タ 

54 カサ ブラ ンカ 

55 カラ カス 

56 カイ ロ 

57 ダッ カ 

58 ヤン ゴン 

59 カラ チ 

60 ラゴス * 


*= 新た に 追加 され た 都市 
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40 60 80 
88.5 
87.5 
85.2 
81.6 
81.6 
81.2 
81.1 
80.9 
80.8 
80.2 
79.8 
79.8 
79.3 
79.3 
78.7 
78.0 
77.4 
77.2 
77.1 
76.1 
76.1 
75.9 
75.8 
75.2 
75.1 
74.9 
73.2 
72.9 
71.8 
71.5 
70.5 
69.8 
68.0 
67.5 
64.8 
64.7 
64.7 
64.4 
64.4 
64.1 
64.0 
62.9 
61.7 
60.7 
59.9 
59.4 
59.1 
56.6 
56.3 
55.8 
54.6 
53.2 
51.7 
50.0 
48.1 
46.1 
45.1 
42.3 
39.0 
34.1 


100 
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Ee 
イン フラ の 安全 性 2019 年 
平均 値 :72.5 
順位 都市 スコ ア 
0 20 40 60 80 100 
1 シン ガ ポ ー ル 96.9 
2 大 阪 94.5 
3 バル セロ ナ 94.4 
4 東京 94.3 
5 マドリ ッ ド 94.2 
6 フラ ンク フル ト 93.7 
メル ボル ン 93.5 
三 シド ニー 93.5 
9 ウェ リッ トシ 93.2 
10 ワシ ント ン DC 93.1 
11 シカ ゴ 93.0 
=12 三 ゥ ー ヨ ー ク 92.5 
=12 トロ ント 92.5 
14 ソウル 92.4 
15 ロサ ン ゼ ルス 92.2 
16 アム ステ ルダム 92.0 
17 サンフランシスコ 91.7 
18 香港 31.1 
19 ロン ドン 90.4 
20 コペン ハー ゲン * 89.0 
21 ブリ ュ ッ セル 88.9 
22 チュー リッ ヒ 88.5 
23 スト ッ ク ホ ルム 87.5 
24 台北 87.1 
25 パリ 85.9 
=26 アブ ダビ 83.2 
=26 ドバイ * 83.2 
28 ロー マ 83.1 
29 ミラ ノ 82.8 
30 ダラ ス 81.9 
31 イス タン ブー ル 75.8 
32 Ke) 73.6 
33 北京 72.1 
34 LS 72.0 
35 ブエノスアイレス 71.2 
36 サン ティ アゴ 71.0 
ER クア ラル ンプ ー ル 64.7 
38 メキ シコ シテ ィ 61.5 
39 ヨハ ネス ブル グ 57.8 
40 リオ デジ ャ ネイ ロ 57.7 
41 サンパウロ 57.2 
42 クウェート 56.4 
43 ホー チミ ン 55.4 
44 リヤ ド 54.8 
45 ボゴタ 53.9 
46 マニ ラ 53.6 
47 Us 53.0 
48 バン コク 52.5 
49 ジャカルタ 52.3 
50 ムン バイ 50.0 
51 キト 49.9 
52 カサ ブラ ンカ 49.6 
53 カイ ロ 48.2 
54 バク ー* 46.3 
55 カラチ 46.1 
56 ヤン ゴン 45.3 
57 。 ニュー デリ ー 40.7 
58 ラゴス * 37.4 
59 ダッ カ 34.2 
60 カラ カス 27.3 


*= 新た に 追加 され た 都市 
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Safe Cities Index 2019 


相互 に つなが 


een 

個人 の 安全 性 2019 年 

平均 値 :77 

順位 都市 スコ ア 
0 

1 シン ガ ポ ー ル 

2 コペン ハー ゲン * 

3 香港 

4 東京 

5 ウェ リン トン 

6 スト ッ ク ホ ルム 

7 大 阪 

8 トロ ント 

9 。 アム ステ ルダム 

10 シド ニー 

11 アブ ダビ 

12 _ ドバイ * 

13 チュ ー リ ッ ヒ ピ 

14 。 フランクフルト 

15 ソウ ル 

16 メル ボル ン 

17 ブリ ュ ッ セル 

18 マドリ ッ ド 

19 バル セロ ナ 

20 台北 

21 パリ 

22 ロン ドン 

=23 上 海 

=23 ワシ ント ン DC 

25 北京 

26 シカ ゴ 

=27 ダラ ス 

=27 サン フラ ン シ ス コ 

29 e 

20 E E 

EN クア ラル ンプ ー ル 

32 ロサ ン ゼ ルス 

33 クウェート 

34 ローマ 

35 サン ティ アゴ 

36 ホー チミ ン 

37 ムン バイ 

38 リヤ ド 

39 モス クワ 

40 マニ ラ 

41 ニュ ー デ リー 

42 ブエノスアイレス 

43 ジャ カル タ 

44 カサ ブラ ンカ 

45 リマ 

46 リオデジャネイロ 

47 サン パウ ロ 

48 イス タン ブー ル 

49 バク ー* 

50 ヨハ ネス ブル グ 

51 メキ シコ シテ ィ 

52 バン コク 

53 カイ ロ 

54 。 キト 

55 ダッカ 

56 ボゴタ 

57 ヤン ゴン 

58 カラ チ 

59 カラ カス 

60 ラゴス * 


* = 新た に 追加 され た 都市 


合う 世界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


65.2 


20 40 60 
63.7 
63.2 
62.3 
61.8 
59.3 
57.5 
57.4 
52.8 
52.3 
45.9 
42.1 
38.7 
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100 
95.3 
93.6 
91.9 
91.7 
91.5 
91.3 
91.1 
90.8 
89.4 
89.1 
88.9 
88.6 
87.8 
87.7 
87.5 
86.8 
86.3 
86.2 
86.0 
85.8 
85.2 
84.3 
84.0 
84.0 
83.9 
83.8 
83.3 
83.3 


82.4 
82.2 
81.8 
81.3 
80.4 
79.8 
79.4 


相互 に つなが 


人 口 規模 別 ラン キン グ :1500 万 人 以上 
平均 値 :63.8 


Safe Cities Index 2019 
合う 世界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


順位 都市 スコ ア 
0 20 40 60 80 100 
1 東京 92.0 
2 ソウ ル 87.4 
3 三 ュ デー ヨー タ 85.5 
4 北京 70.5 
5 ES 70.2 
6 ブエノスアイレス 69.7 
7 イス タン ブー ル 66.1 
8 メキ シコ シテ ィ 61.6 
9 サン パウ ロ 59.7 
10 マニ ラ 59.2 
11 ムン バイ 58.2 
12 ホー チミ ン 57.6 
13 ニュ ー デ リー 55.0 
14 ジャ カル タ 54.5 
15 カイ 48.6 
Ip ダッ カ 44.6 
17 カラ チ 43.5 
Pa 
1000 万 人 て 1500 万 人 
平均 値 :67.1 
順位 都市 ス ヨ ア 
0 20 40 60 80 100 
1 大 阪 90.9 
2 ロン ドン 85.7 
3 ロサ ン ゼ ルス 85.2 
4 パリ 82.4 
5 モス クワ 65.8 
6 リオ デジ ャ ネイ ロ 60.9 
7 ヨハ ネス ブル グ 58.6 
8 リマ 58.2 
9 バン コク 57.6 
10 ボゴタ SE 
11 ラゴス * 38.1 
*= 新た に 追加 され た 都市 
Pm 
500 万 人 て 1000 万 人 
平均 値 :77.4 
順位 都市 スコ ア 
0 20 40 60 80 100 
1 シン ガ ポ ー ル 91.5 
2 トロ ント 87.8 
3 ワシ ント ン DC 87.6 
4 シカ ゴ 86.7 
5 香港 83.7 
6 ダラ ス 83.1 
7 台北 SA 
8 マドリ ッ ド 81.4 
9 バル セロ ナ 81.2 
10 サン ティ アゴ 69.8 
11 クア ラル ンプ ー ル 66.3 
12 リヤ ド 62.5 
13 ヤン ゴン 41.9 
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Safe Cities Index 2019 
相互 に つなが り 合 う 世 界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


es 
500 万 人 以下 
平均 値 :75.9 
順位 都市 スコ ア 
0 20 
1 アム ステ ルダム 
2 シド ニー 
3 コペン ハー ゲン * 
4 メル ボル ン 
5 スト ッ ク ホ ルム 
6 サン フラ ン シ ス コ 
7 フラ ンク フル ト 
= ウェ リン トン 
= チョ ュー リツ ビ 
10 ブリ ュ ッ セル 
11 アブ ダビ 
12 ドバイ 
13 ミラン 
14 ローマ 
15 。 クウェート 
16 バクー 
17 キト 
18 カサ ブラ ンカ 
19 カラ カス 40.1 


*= 新た に 追加 され た 都市 


L 概観 

ザ ・ エ コノ ミス ト ・ イ ン テ リ ジェ ンス ・ ユ ニッ 
ト (EIU) は 2015 年 、 世 界 主 要 都 市 を 対象 と し 、 
その 安全 性 を 4 つの カテ ゴリ ー( サ イ バ ー セ キュ 
リティ 、 医 療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 、 イ ン フ ラ の 
安全 性 、 個 人 の 安全 性 ) に 分 け て 評価 する 指数 
ラン キン グ を 発表 し た 。『Safe Cities Index 
2015』 は 、NEC に よる 協賛 の 下 、 都 市 や 公 
共 の 安全 に 対す る 世界 的 関心 の 高まり を 受け て 
作成 され た も の だ 。 


国連 の 推計 に よる と 、 都 市 住民 は 2018 年 時 
点 で 世界 人 口 の 半数 を 上 回 っ て お り 、2050 年 
まで に その 割合 は 68% へ 拡大 する 見 込み だ “。 


この 急速 な 人 口 増加 は 、 都 市 の 既存 リソー ス 
に 大 き な 負 荷 を も た らし て お り 、 不 法 占 拠 地 区 
の 拡大 を は じ め と する 様々 な 問題 が 生じ て いる 。 


60 80 100 
88.0 
87.9 
87.4 
87.3 
86.5 
85.9 
85.4 
84.5 
84.5 
82.1 
79.5 
SEN 
78.1 
76.4 
64.5 
56.4 
SSC 
53.5 


テロ 攻撃 や 交通 事故 な ど 、 都 市 の 安全 性 に 対す 
る 懸念 が 広まっ て いる の は その た め だ 。 


と うし た 流れ を 背景 に 、 公 共 (特に 都市 ) 
の 安全 性 に つい て 理解 する 重要 性 は さら に 高 
まっ て いる 。NEC に よる 協賛 の 下 、2017 年 
以来 第 3 回 目 と な る 調査 を 実施 し た の は 、 都 市 
の 安全 性 に まつ わる 現状 を 分 析 し 、 最 新 動向 を 
理解 する た め だ 。 


IL 2017 年 版 ・2019 年 版 指 数 ラン キン グ 
の 相違 点 


Gate Cities Index (SCI) の 2015 年 版 で は GO 
の 都市 を 対象 に 、 安 全 性 に 関す る 4 つの カテ ゴ 
リー (サイ バー セキ ュ リ ティ 、 医 療 ・ 健 康 環境 、 
イン フラ 、 個 人 ) と 44 の 指標 に 基づき 指数 ラ 

ン キ ング が 作成 され た 。2017 年 版 で も 同じ く 

4 つの カテ ゴリ ー が 用 いら れ て いる が 、 対 象 都 
市 は 60、 指 標 の 数 は 49 に 増加 し て いる 。 


23 https://www.un.org/development/desa/publications/2018-revision-of-world-urbanization-prospects.html 
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今回 作成 され た 2019 年 版 で は 、 上 記 4 カ 
テ ゴ リ ー と 60 の 対象 都市 、 そ し て 57 の 指標 
を 用 いて 新た な ラン キン グ が 作成 され た 。 気候 
変動 や 災害 リス ク へ の レジ リエ ンス ・ 対 応 体制 
を より 重視 する た め 、 評 価 フ レー ム ワ ー ク に は 
修正 が 加え られ て いる 。 


対象 都市 と 用 いる 指標 が 変更 され た た め 、 

今回 の 評価 デー タ と 過去 の SCI デー タ を 年 別に 
比較 する こと は で き な い 。 ま た 各 都 市 の スコ ア ・ 
ラン キン グ は 調査 時 点 で の 相対 的 能力 を 評価 し 
た も の で あり 、 特 に 2019 年 版 は アプ ロー チ 
と 指標 の 算出 法 に 修正 を 加え た た め 、2015・ 
2017 年 版 と の 完全 な 互換 性 が な いこ と に 留意 
いた だ きた い 。 


IL 対象 都市 の 変更 

2019 年 版 の 調査 で は 、2017 年 版 と 同様 に 60 
都市 が 対象 と な っ て いる が 、 今 回 は 4 つの 都市 
が 入れ 替え られ て いる (下図 参照 ) 


IV. 新た な 指標 と 更新 され た 指標 

気候 変動 を 背景 と し た 異常 気象 の 被害 は 世界 全 
体 で 増加 し て お り 、 そ の 影響 や 都市 レベ ル で の 
防災 体制 に 対す る 関心 は 急速 に 高まり つつ あ 
る 。 こ の 流れ を 受け 、2019 年 版 SCI で は 災害 ・ 
気候 変動 へ の 対応 に 関連 する 4 つの 指標 を 新 
た に 導入 し た 。 ま た 世界 的 な トレ ンド の 変化 を 


NE に MI に に lite に >: 多 7oj【s 
相互 に つなが り 合 う 世 界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


反映 する た め 、 よ り イ ン パ クト の 大 き な 複 合 指 
標 を 用 い 、 各 カテ ゴリ ー で 評価 範囲 を 拡大 し て 
いる 。 


V. 4 つの カテ ゴリ ー 

調査 対象 と な っ た 都市 は 、 下 記 4 つの カテ ゴ 
リー に つい て スコ ア を 算出 。 各 カテ ゴリ ー は 、 
それ ぞ れ 8 21 の イン プッ ト 指 標 ( 主 に 能 
対応 体制 を 評価 [ 例 : 政策 や サー ビス ・ リ ソー 
ス へ の アク セス ]) と アウ ト プット 指標 ( 主 に パ 
フォ ー マ ン ス を 評価 [ 例 : 大 気 の 質 や 犯罪 発生 
率 ]) に より 構成 され て いる 。 


“サイ バー セキ ュ リ ティ ”" は 、 都 市 住民 が プラ イ 
バシ ー 侵 害 や な りす まし 詐欺 の 不安 を 感じ る こ 
と な く 、 イ ンタ ーネット な どの デジ タル テク ノ 
ロジ ー を 利用 で きる 環境 に ある か を 評価 し て い 
ZS, Tango, Dit OT P 
の 意識 や 、 導入 テク ノロ ジー の レベ ル 、 サイ バー 
セキ ュ リ ティ 専門 チー ム の 有無 と いっ た 基準 で 
都市 を 評価 し た 。 ア ウト プッ ト 面 で は 、 ロ ー カ 
ル 環 境 の マル ウェ ア 人 脅威 、 パ ソコ ン の ウィ ルス 
感染 率 か ら 指 数 を 算出 し た 。 同 カテ ゴリ ー で は 、 
より 信頼 性 の 高い デー タ セ ッ ト を 使用 し 、 デ ー 
タ 不 足 に よる スコ アバ イア ス を 軽減 する た め 、 
“な りす まし 詐欺 の 件 数 ” の 代わ り に “ロー カル 
環境 の マル ウェ ア 脅 威 " を 新た な 指標 と し て 用 
いて いる 。 


2019 年 版 で 新た に 追加 され た 都市 
コペン ハー ゲン 
ドバイ 
EE 


バク ー 


2019 年 版 で 削除 され た 都市 
アテ ネ 
ジッ ダ 


ës 
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相互 に つなが り 合 う 世 界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


気候 変動 に 関連 する 指標 

カテ ゴリ ー 新た な 指標 

イン フラ の 安全 性 e 組織 の 対応 能力 と リソー ス へ の アク セス 
・ 災害 保険 
・ 災害 リス ク 情 報 に 基づく プロ グラ ム 開 発 

個人 の 安全 性 ・ 炎 害 監視 体制 

その 他 指 標 の 追加 ・ 更 新 

カテ ゴリ ー 新た な 指標 


サイ バー セキ ュ リ ティ 
医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 
イン フラ の 安全 性 


個人 の 安全 性 


フレ ー ム ワー ク の 変更 
カテ ゴリ ー 前 回 


es ロー カル 環境 の マル ウェ ア 私 威 
・ 都 市 内 の 救急 サー ビス 

・ 交通 事故 死亡 者 数 

・ 航空 運輸 施設 

・ 道路 網 

・ 鉄道 

・ 電力 網 

・ サ イ バ ー セ キュ リティ 対応 体制 


* 刑事 司法 制度 の 有効 性 
・ デー タ 活 用 型 防犯 対策 


新た な 指標 


サイ バー セキ ュ リ ティ 8 
医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 12 
イン フラ の 安全 性 10 


個人 の 安全 性 19 


21 
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e 追加 : ロー カル 環境 の マル ウェ ア 牧 威 

e 追加 ` 都市 内 の 救急 サー ビス 

e 追加 ` 航空 運輸 施設 

e 追加 : 鉄道 綱 

e 追加 : サイ バー セキ ュ リ ティ 対応 体制 

e 追加 : 組織 の 対応 能力 と リソー ス へ の アク セス 
e 追加 : 災害 保険 

s 追加 : 災害 リス ク 情 報 に 基づく プロ グラ ム 開 発 
e 更新 : 交通 事故 死亡 者 数 

e 更新 : 道路 綱 

e 更新 : 電力 綱 

e 追加 : 刑事 司法 制度 の 有効 性 

e 追加 : 災害 監視 体制 


相互 に つなが 


“医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 ” で は 、 各 都市 の 環 
境 政策 (デザ イン ・ 実 行 ) や ヘル スケ アサ ー ビ 
ス へ の アク セス ・ 質 と いっ た 観点 か ら 評 価 を 
行っ て いる 。 イ ンプ ッ ト 面 で は 環境 政策 や 質 の 
高い ヘル スケ アサ ービス へ の アク セス 、 ア ウト 
プッ ト 面 で は 大 気 の 質 ・ 水 質 ・ 平 均 寿命 ・ 乳 幼 
児 死亡 率 と いっ た 指標 を 元 に スコ ア を 人 算出 し た 。 
2019 年 版 で は 評価 フレ ー ム ワー ク の 変更 を 受 
け 、 救 急 サ ービス に 関す る 新た な 指標 が 加え ら 
れ て いる 。 


“イン フラ の 安全 性 ” で は 、 都 市 イン フラ な どの 
物理 的 環境 や 、 災 害 ・ テ ロ 攻 撃 に 対す る 脆弱 性 
を 評価 する 。 イ ンプ ッ ト 面 で 考慮 の 対象 と な っ 
た の は 、 イ ン フ ラ の 質 や 交通 機関 に よる 安全 対 
策 の レベ ル と いっ た 指標 だ 。 ア ウト プッ ト 面 に 
は 、 交 通 事故 に よる 死亡 者 数 、 施設 や イン フラ 
に 対す る テロ 攻撃 の 発生 件 数 な どの 指標 が 含ま 
れ て いる 。2019 年 版 で は 3 つの 指標 に つい て 
算出 方 法 を 変更 し 、 新 た に 6 つの 指標 を 追加 す 
る と と も に 、 既 存 指標 の 1 つ を 削除 し た 。 


“個人 の 安全 性 " で は 、 犯 罪 や 暴力 事件 な どの 人 
為 的 脅威 と 自然 災害 の 発生 リス ク を 評価 し て い 
る 。 イ ンプ ッ ト 面 で は 、 警察 の 関与 レベ ル 、 デー 
タ 活 用 型 防犯 対策 、 政 治 的 安定 性 リス ク な どの 
既存 指標 に 加え 、 災 害 監視 体制 や 刑事 司法 制度 
の 有効 性 を 新た に 考慮 し た 。 ア ウト プッ ト 面 で 
は 、 軽 犯罪 ・ 凶 悪 犯罪 の 発生 率 、 体 感 的 な 安全 
性 の 他 、 市 民 暴 動 の 到 威 と いっ た 指標 も 新た に 
評価 し て いる 。 


VI. 指標 に つい て 


2019 年 版 SCI は 合計 57 の 量 的 ・ 質 的 指標 で 
構成 され て いる 。 


KEI に MI に lite に >: 多 7oj【s 
合う 世界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


量 的 指標 

全 57 項目 の 指標 の うち 17 項目 は 、 住 民 100 
万 人 あたり の 交通 事故 死亡 者 数 と いっ た 量 的 
デー タ に 基づい て いる 。 


質 的 指標 

残り 40 項目 の 指標 は 、 政 治安 定性 リス クス コ 
ア な ど EIU 独自 の 手法 に よる 質 的 評価 に 基づい 
て いる 。 


VII. デー タ ソ ー ス 

本 調査 に 使用 され た デー タ は 、EIU の 研究 者 
チー ム が 2019 年 2 月 か ら 4 月 に か け て 収集 し 
た も の だ 。 都 市 の 住み や すさ 、 生 活 費 、 事 業 リ 
スク な ど 、EIU が 独自 に 作成 し た デー タ に 加え 、 
公式 ソー ス に よっ て 提供 され る 公開 デー タ ( 最 
新年 ) も 分 野 に 応じ て 使用 され た 。 主 な デー タ 
ソー ス と な っ た の は 、 世 界 保 健 機関 WHO) や 
Transparency International、 カ スペ ルス キー 
研究 所 な ど だ (詳細 に つい て は 次 ペー ジ の 表 を 
参照 )。 ま た 入手 可能 な 場合 は 、 特 定 都市 に 関す 
る デー タ を 使用 。 入手 が 困 難 な 場 合 は 、 地 域 レ 
ベル ・ 国 レベ ル の 代替 デー タ を 使用 し た 。 


VIII. 指標 の 正規 化 

各 都 市 の デー タ ポ イン ト 比 較 と 総合 スコ ア の 
算出 を 可能 に する た め 、 プ ロジ ェクト チー ム 
は まず 収集 し た デー タ を 比較 可能 に する 必要 
が あっ た 。 し た が っ て 、 量 的 指標 は min-max 
normalizatlton に より 0 て 100 の スケ ー ル に 
な る よう に 正規 化 を 行っ た 。 得 点 は 最高 得点 
の 都市 を 100 点 、 最 低 得 点 の 都市 を 0 点 と し 、 
各 値 は 平均 値 か ら の 標準 偏差 を 表し て いる 。 


質 的 指標 に つい て も 正規 化 が 行わ れ て 


いる 。 得点 は 0 て 100 の スケ ー ル の 場合 も あ 
り 、1 ~5 の スケ ー ル が 用 いら れ た 場合 も ある 


© The Economist Intelligence Unit Limited 2019 


Safe Cities Index 2019 
相互 に つなが 


56 


(1 が 最低 ある い は 最も ネガ ティ ブ な 評価 で 、 5 
が 最高 ある い は 最も ポジ ティ ブ な 評価 )。 これら 
の スコ ア に つい て も 、 質 的 指標 と 同様 の 方 法 で 
正規 化 が 行わ れ た 。 


その 他 の 指標 は 、2 て 4 ポイ ント の スケ ー ル 
で 正規 化 さ れ て いる 。 例 えば “サイ バー セキ ュ 
リティ 専門 チー ム の 有無 "と いう 指標 で は 、 国 ・ 
都市 レベ ル の 専門 チー ム を いずれ も 持た な い 都 
市 の スコ ア が 0 に な ら な いよ う 、 国 レベ ル の 
み の 場 合 は 50 点 、 都 市 レベ ル の 専門 チー ム を 
持つ 場合 は 100 点 を 獲得 する と いう 方 法 で 正規 
化 さ れ た 。 


全て の 値 を 正規 化 (つま り 0 て 100 ス ケー 

ル に ) する こと で 、 正 規 化 され た その 他 ス 
コア と の 直接 比較 は 可能 に な る 。 だ が min- 
max normalization を 用 いて 正規 化し て いる 
た め 、 実 際 の パフ ォ ー マ ンス が 変わ ら な く て も 、 
2017 年 版 調 査 か ら ス コア が 変わ る こと に な る 。 
例え ば 正規 化 さ れ た 指標 を 用 いれ ば 、 最 下位 の 
都市 の スコ ア が 2017 年 版 よ り 低 く な っ た 場合 、 
( 未 加 エ デ ー タ に 基づく ) 実際 の パフ ォ ー マ ンス 
に 関わ ら ず 、 そ の 他 都 市 の スコ ア 全 体 を 押し 下 
げ る こと に な る 。 


IX. 指標 の 構成 

総合 指数 は 、 元 と な る 全て の 指標 の 合計 
スコ ア だ 。 指数 は まず カテ ゴリ ー ご と に 
集計 され 、 各 カテ ゴリ ー (例え ば “個人 の 安全 
性 ) の スコ ア が 算出 され る 。 総合 指数 は 各 カ 
テ ゴ リ ー の スコ ア の 合計 に 基づい て 人 算出 され る 。 
カテ ゴリ ー ご と の スコ ア 人 算出 の た め 、 そ れ ぞ れ 
の 指標 は 割り 当て られ た 重み に より 合計 され る 。 
指標 は 、4 つの カテ ゴリ ー と 同様 、 全 て 均等 な 
重み で 計算 され て いる 。 各 カテ ゴリ ー と 指標 
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(アウ ト プ ッ ト ・ イ ンプ ッ ト ) の 詳細 に つい て は 、 
次 ペー ジ 以 降 の 表 に 記載 し て いる (新た に 追加 ・ 
更新 され た 指標 は 緑色 で 表示 )。 


X. 注意 事項 

最大 限 の 有効 活用 を 可能 に する た め 、 こ こ で は 
2019 年 版 SCI が 持つ 制約 に つい て 明記 し て お 
く 。 こ うし た 制約 は 、 複 雑 な 事象 を 評価 する 全 
て の モデ ル に つき も の で ある こと を ご 了承 いた 
だ きた い 。 


ます 今回 の 調査 で は 、 対 象 60 都市 の 全て を 
比較 可能 な デー タ の み 使 用 し て いる た め 、 指 標 
の 選択 に 制約 が あっ た 。 例 えば ワシ ント ン DC 
に 関す る ケー スス タデ ィ の 中 で 触れ られ た 通り 、 
自動 車 事故 と な りす まし 犯罪 に 関す る デー タ の 
入手 が 不可 能 と な っ た た め 、 今 回 の 調査 で は 新 
た な 指標 が 用 いら れ て いる 。 


都市 レベ ル の デー タ が 存在 し な いた め に 、 国 
レベ ル の デー タ で 補足 し た 分 野 も ある 。 ほ と ん 
どの ケー ス で は 大 き な 違 い が 生 じ な い が 、 一 定 
レベ ル の 誤差 が 生じ た 分 野 も 見 られ る 。 例 えば 
今回 の 調査 で は 、 ニ ュー デリ ー と ムン バイ の 市 
民 1000 人 あたり の 医師 数 に つい て 国 レ ベル の 
デー タ を 使用 し て いる 。 し か し イン ド の 医療 機 
関 は 都市 部 に 集中 し て いる た め 、 実 際 よ り も 数 
字 が 低く 見 積 も ら れ て いる 可能 性 が ある 。 


また こう し た 調査 の 例 に 漏れ ず 、 デ ー タ の 多 
く は 外部 組織 が 収集 し た 情報 に 基づい て いる 。 
いく つか の 分 野 で は 、 こ の こと で 問題 が 生じ る 
可能 性 も ある 。 例 えば 今回 は 刑事 司法 制度 の 
有効 性 を 出所 者 再犯 率 で 評価 し た が 、 国 レベ ル 
の デー タ を 利用 し た 北京 ・ 上 海 の 出所 者 再犯 率 
は 、 今 回 の 対象 都市 の 中 で も 突出 し て 低かっ た 。 


中 国政 府 は この 数 字 が 同国 の 優れ た 矯正 指導 ア 
プロ ー チ に よる も の と し て いる が 、 囚 人 人 権 保 
護 活 動 グ ルー プ は この 見 方 に 懐疑 的 だ 。 同 グ 
ルー プ に よる と 、 同 国 で は 出所 し た 囚人 を 短期 
間 で 裁判 な し に 再 拘留 する 傾向 が 見 られ 、 彼 ら 
は “労働 教養 " ( 労 教 ) 施設 で 再 教育 に 従事 する 
た め 再 犯 が 困難 で あっ た 。 こ の 背景 が 再犯 率 の 
低 さ に 大 きく 寄与 し て いる と いう 。 労働 教養 施 
設 は 公式 に は 廃止 され て いる が 、 他 の 収容 施設 
が 同様 の 役割 を 担っ て いる と いう の が 同 グ ルー 
プ の 見 解 だ 。 し か し 、 正 確 性 に 疑問 の ある 全て 
の デー タ を 検証 する こと は 不可 能 に 近く 、 方 法 
論 の 透明 性 を 損なう 恐れ が ある た め 、 今 回 の 調 
査 で は こう し た デー タ も 使用 され て いる 。 


も う 一 つの 問題 は 、 い くつ か の 指標 が 政策 の 
有無 を 評価 し て お り 、 そ の 質 に は 注意 が 向け ら 
れ て いな い 点 だ 。 例 えば 書面 化 さ れ た 防災 計画 
の 量 は 、 計 画 自 体 の 質 を 反映 する 可能 性 が 高い 。 
し か し 、 そ の 有効 性 が 実際 に 試さ れる の は 非常 
事態 の 発生 時 で ある た め 、 (幸運 に も ) より 具体 
的 な 比較 を 行う こと が 難し い の だ 。 
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最後 の 問題 は 、 評 価 ス コア が 都市 全体 の 平均 

値 を 示し て お り 、 各 都市 内 で 見 られ る 地域 ご と 
の 環境 差 (特に 富裕 層 の 住む 地域 と 低 所 得 層 の 
住む 地域 ) は 反映 され て いな い 点 だ 。 こ うし た 
違い を 考慮 に 入れ る の が 望ま し いこ と は 言う ま 
で も な い 。 し か し SCI の よう な 調査 に そう し た 
デー タ を 利用 する こと は 難し く 、 正 確 性 と いう 
意味 で 問題 が 生じ る 可能 性 も ある た め 、 今 回 は 
都市 全体 の 平均 値 を 利用 し て いる 。 


と の よう に 、2019 年版 SCI の ラン キン グ 
や スコ ア 算 出 方 法 に は いく つか の 潜在 的 課題 が 
ある 。 し か し デー タ は 入手 可能 な 情報 の 中 で 
最も 信頼 で きる も の が 使わ れ 、 各 カテ ゴリ ー の 
イン プッ ト と 評価 結果 も 高い 相関 関係 を 示し て 
いる 。 こ の こと か ら も 、 今回 の 調査 は 対象 都市 
の 安全 性 の 現状 を 高い レベ ル で 反省 させ る こと 
が で きた と 考え て いる 。 
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1. サイ バー セキ ュ リ ティ 
A. イン プッ ト 

指標 
1.1.1. プラ イバシー ポリ シー 


1.1.2. サイ バー 脅威 へ の 住民 の 意識 
1.1.3. 官民 パー トナ ー シ ッ プ 

1.1.4. 導入 テク ノロ ジー の レベ ル 
1.1.5. サイ バー セキ ュ リ ティ 専門 チー ム 


単位 
1 - 5、5 = 強力 な ポリ シー 


0 - 3、3 = 非常 に 高い 意識 
0- 2、2 = 密接 な 連携 
0 -100、100 = 最高 


0 = 無し ・1 = 国 レ ベル の み ・ 
2= 国 と 都市 レベ ル 両 方 


重み : 25% 


情報 ソー ス 
DLA Piper Data Protection Laws 
of the World・EIU に よる 分 析 


EIU に よる 分 析 
EIU に よる 分 析 
EIU に よる 分 析 
EIU に よる 分 析 


B. アウ ト プ ッ ト 


1.2.1. ローカル 環境 の マル ウェ ア 痛 威 
1.2.2. パソ コン の ウィ ルス 感染 率 
1.2.3. イン ター ネッ ト ・ ア クセ ス 率 
2. 医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 

A. イン プッ ト 


(0-3), 0: 低い リス ク 、 3: 最高 の リス ク 
スケ ー ル 1 - 5、5 = 最も 多い 
% 


Kaspersky Lab 
Kaspersky Lab 
ITU 
重み : 25% 


指標 

2.1.1. 環境 政策 

2.1.2. ヘル スケ アサ ービス へ の アク セス 
2.1.3. 人 口 1000 人 あたり の 病床 数 
2.1.4. 人 口 1000 人 あたり の 医師 数 
2.1.5. 安全 で 良質 な 食品 へ の アク セス 
2.1.6. ヘル スケ アサ ービス の 質 


単位 
0 -100、100 = 最高 
0 -100、100 = 最高 


床 

人 

0 -100、100 = 最高 
1 -5、5 = 最高 


情報 ソー ス 

EIU に よる 分 析 

EIU 最も 住み や すい 都市 ラン キン グ 
世界 銀行 ・ ロ ー カ ル デ ー タ ソー ス 
世界 保健 機関 ・ ロ ー カ ル デ ー タ ソー ス 
EIU グロ ー バ ル 食 料 安全 保障 指数 
EIU 最も 住み や すい 都市 ラン キン グ 


B. アウ ト プ ッ ト 


2.2.1. 大 気 の 質 
2.2.2. 水質 

2.2.3. 平均 寿命 
2.2.4. 乳幼児 死亡 率 
2.2.5. が ん 死 記 率 


2.2.6. 生物 化学 兵器 ・ 化 学 兵器 ・ 
放射 能 兵器 を 使っ た 攻撃 件 数 


2.2.7. 都市 内 の 救急 サー ビス 


PM 2.5 レベ ル 

0 -100、100 = 最高 

年 数 

出生 児 1000 人 あたり 死亡 数 


人 口 10 万 人 あたり 年 齢 調整 死亡 率 
(全て の が ん を 含む 、 男 女 と も に 
0 ~ 69 歳 が 対象 ) 


過去 10 年 の 年 間 平均 攻撃 件 数 


0: サー ビス が 存在 し な い 、 

ある い は 対応 まで に 1 時 間 以上 か か る 
1: 10 分 か ら 1 時 間 以 内 に 対応 

2: 10 分 以内 に 対応 
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世界 保健 機関 

EIU に よる 分 析 

世界 銀行 ・ ロ ー カ ル デ ー タ ソー ス 
世界 銀行 ・ ロ ー カ ル デ ー タ ソー ス 
IARC・ 世 界 保健 機関 


世界 テロ リズ ム デ ー タ ベー ス 


EIU に よる 分 析 


相互 に つなが 


3. イン フラ の 安全 性 


A. イン プッ ト 

指標 

3.1.1. 交通 安全 施策 の 実施 レベ ル 
3.1.2. 歩行 者 の 快適 性 

3.1.3. 防災 管理 ・ 災 害 時 の 事業 継続 計画 


Safe Cities Index 2019 


単位 

0 -10、10 = 最高 
0 -5、5 = 最高 
0 -5、5= 最高 


合う 世界 に お ける 都市 の 安全 と レジ リエ ンス 


重み : 259% 
情報 ソー ス 
世界 保健 機関 ・EIU に よる 分 析 
EIU に よる 分 析 
EIU に よる 分 析 


B. アウ ト プ ッ ト 


3.2.1. 自然 災害 に よる 死亡 者 数 

3.2.2. 交通 事故 死亡 者 数 

3.2.3. 不法 占拠 地区 住民 の 割合 

3.2.4. 施設 ・ イ ン フ ラ に 対す る 
テロ 攻撃 件 数 

3.2.5. 組織 の 対応 能力 と リソー ス へ の 
FD EZ 

3.2.6. 災害 保険 


3.2.7. 災害 リス ク 情 報 に 基づく 
プロ グラ ム 開 発 


3.2.8. 航空 運輸 施設 


3.2.9. 道路 綱 


3.2.10. 電力 綱 


3.2.1 1. 鉄道 綱 


3.2.12. サイ バー セキ ュ リ ティ 対応 体制 


100 万 人 (過去 5 年 の 平均 値 ) 
人 口 100 万 人 あたり の 人 数 
都市 住民 に 占め る 割合 


過去 10 年 の 年 間 平均 発生 件 数 


0 -1、1 = Së 


EN 


0: 無し : 1 = 有り 

( 国 ・ 自 治 体 レベ ル ) 

0: 無し ( 災害 リス ク は 国 レ ベル の 経 
済 開発 計画 、 自 治 体 レ ベル の 都市 計 
画 の どちら で も 考慮 され て いな い ) 
1: 部 分 的 に 有り : 国 レ ベル の 開発 計 
画 ・ 戦 略 で 考慮 され て いる 


2: 有り : 国 レ し ベル の 開発 計画 ・ 戦 略 、 
自治 体 レ ベル の 都市 計画 ( 例 : 政策 ・ 


指針 ・ 都 市 開発 計画 戦略 ) 


0 - 4、0= 最高 


EM - DAT 

世界 保健 機関 ・ ロ ー カ ル デ ー タ ソー ス 
国際 連合 人 間 居 住 計画 ・ ロ ー カ ル デ ー 
ソース 

(BEE EE, 


EIU に よる 分 析 


EIU に よる 分 析 


EIU に よる 分 析 


EIU 運用 リス クモ デル ・ 国 レベ ル の 
リサ ー チ 
EIU 運用 リス クモ デル ・ 国 レベ ル の 
リサ ー チ 
EIU 運用 リス クモ デル ・ 国 レベ ル の 
リサ ー チ 
EIU 運用 リス クモ デル ・ 国 レベ ル の 
リサ ー チ 
EIU 運用 リス クモ デル ・ 国 レベ ル の 
リサ ー チ 
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4. 個人 の 安全 性 重み : 25% 
A イン プッ ト 
指標 単位 情報 ソー ス 
4.1.1. 警察 の 関与 レベ ル 0-1、1 = 関与 拡大 計画 が ある 、0 = EIU に よる 分 析 

無い 
4.1.2. コミ ュ ニ ティ レベ ル の 巡回 活動 0- 1、1 = 有り 、0= 無 し EIU に よる 分 析 
4.1.3. 街中 犯罪 デー タ の 有無 0- 1、1 = 有り 、0 = 無し EIU に よる 分 析 
4.1.4. デー タ 活 用 型 防犯 対策 SËCH EIU に よる 分 析 

0 = 無し 

= 部 分 的 に 有り : 


監視 ・ 分 析 の 支援 に の み デ ー タ 活用 
型 テ クノ ロジ ー を 利用 し て いる 
2= 有 り : 

監視 ・ 犯 罪 予測 の 両方 に デー タ 活 用 
形 テ クノ ロジ ー を 利用 し て いる 


4.1.5. 民間 に よる 防犯 対策 0- 1、1 = 有り 、0= 無 し EIU に よる 分 析 
4.1.6. 銃 規制 の 実施 レベ ル 0 - 10、10 = 厳格 な 実施 Gun Policy.org・EIU に よる 分 析 
4.1.7. 政治 安定 性 リス ク 0 - 100、0 = リス ク が な い EIU 運用 リス クモ デル 
4.1.8. 刑事 司法 制度 ) の 有効 性 量 的 デー タ (単位 : %)、 EIU に よる 分 析 
s20%: ベス トス コア 
4.1.9. 災害 監視 体制 0 = どちら も な い 世界 気象 機関 


1: 気象 観測 シス テム の み 有 り (a) 
2: 気象 観測 シス テム (a) と 複数 災害 
用 の 早期 警戒 シス テム (b) の 両方 が 


ある 

4.2.1. 軽犯罪 発生 率 1-5、5 = 高い 発生 率 EIU 最も 住み や すい 都市 ラン キン グ 

4.2.2. 凶悪 犯罪 発生 率 1-5、5 = 高い 発生 率 EIU 最も 住み や すい 都市 ラン キン グ 

4.2.3. 組織 犯罪 0-4、4 = 高い リス ク EIU 運用 リス クモ デル 

4.2.4. 汚職 の レベ ル 0- 100、100 = 最も 低い 国際 透明 性 機構 

4.2.5. 違法 薬物 使用 率 推定 使用 者 が 人 口 に 占め る 割合 (%) a ・ ロ ー カ ル デ ー 

ソー ス 

4.2.6. テロ 攻撃 発生 件 数 過去 10 年 の 年 間 平均 発生 件 数 世界 テロ リズ ム デ ー タ ベー ス 

4.2.7. テロ 攻撃 の 深刻 度 過去 10 年 の 平均 負傷 者 ・ 死 亡者 数 世界 テロ リズ ム デ ー タ ベー ス 

4 の 8 め エ シタ ーー クー ラディ 人 世界 保健 機関 ・ ロ ー カ ル デ ー タ ソー ス 

(女性 10 万 人 あたり 殺人 事件 犠牲 者 数 ) 

4.2.9. 体感 的 な 安全 性 0- 100、100 = 体感 的 に 最も 安全 "Numbeo 

4.2.10. DU ZOE 0 - 4、0 = 極め て 高い 、 EIU 最も 住み や すい 都市 ラン キン グ 
4 = 許容 で きる レベ ル 

4.2.11. 軍事 紛争 の 脅威 0 - 4、0 = 極め て 高い 、 EIU 最も 住み や すい 都市 ラン キン グ 
4 = 許容 で きる レベ ル 

4.2.12. 市 民 暴動 の 脅威 0 - 4、0 = 極め て 高い 、 EIU 最も 住み や すい 都市 ラン キン グ 


4 = 許容 で きる レベ ル 
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グロ ー バ ル ・ ビ ジネス イン テリ ジェ ンス の リー ディ ング 企業 


ザ ・ エ コノ ミス ト ・ イ ン テ リ ジェ ンス ・ ユ ニッ ト (EIU) は 、 英 国 The Fconomist を 
傘下 と する メデ ィ ア ・ グ ルー プ ザ ・ エ コノ ミス ト ・ グ ルー プ の 研究 ・ 分 析 部 門 で す 。 
EIU は 1946 年 の 創立 以来 約 70 年 に わた り 、 世 界 で 生じ る 変化 や ビジ ネス 機会 、 
リス ク に 関す る 情報 を 提供 し 、 企 業 ・ 金 融 機 関 ・ 政 府 機関 を サポ ー ト し て きま し た 。 
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本 報告 書 に 記載 され た 情報 の 正確 を 期す た め に 、 
あら ゆる 努力 を 行っ て いま す が 、 ザ ・ エ コノ ミス ト ・ 
イン テリ ジェ ンス ・ ユ ニッ ト と スポ ン サ ー 企 業 は 
第 三 者 が 本 報告 書 の 情報 ・ 見 解 ・ 調 査 結果 に 依拠 
する こと に よっ て 生じ る 損害 に 関し て 一 切 の 責任 
を 負わ な いも の と し ます 。 ま た 本 報告 書 の 中 で 明 
ら か に され た 調査 結果 ・ 見 解 は 必ず し も スポ ン サ ー 
企業 の 見 方 を 反映 する も の で は あり ませ ん 。 
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